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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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第一話　遠えん州しゆう悪あく霊りよう退たい治じ







　静岡県掛川市東部。

　お茶で知られる静岡だが、中でも掛川市は屈くつ指しの生産量を誇ほこっている。掛川茶はブランドとして確かく立りつしており、地元の雇こ用ようにも一役買っていた。あとは地酒が有名。

　掛川駅には新しん幹かん線せんが止まる。他に天竜浜名湖鉄道があり、その手のマニアに有名である。ただし地元民の交通手しゆ段だんは車かバス。今も古ぼけたバスが車体を揺ゆらしながら走っていた。

　バスはしばらく走り、ガードレールのない路ろ肩かたに寄よると、停てい留りゆう所じよの看かん板ばんの前で停車した。自動ドアが開く。

　神かみ城しろ凜りんはバスを降おり、ハンカチで首をぬぐった。

　今日は暑い。台風が去った直後のせいか、頭上はすっかり晴れ渡わたり、容よう赦しやなく日差しが降ふり注いでいる。東とう京きようも近ちか頃ごろは暑いが、やはり西へ行けば行くほど気温は上がる。

　彼女は閑かん静せいな住じゆう宅たく街がいをしばらく歩いた。

　このあたりは古くからの家が多い。市の中心部への通つう勤きん者しやが住むところではあるのだが、昔から根付いている家が半分以上を占しめている。そのため、やけにわびさびを感じさせる建物と、いかにもな建て売り住宅が混こん在ざいしている風景となっていた。

　凜は道路から離はなれ、裏うら路ろ地じへと入る。狭せまい道を抜ぬけ、静かな通りへと出た。

　一軒けんの、くすんだ色合いをした家の前で立ち止まる。しばらくのあいだ服のあちこちを直し、気が済すむまでやってから、最後に乱みだれていないかどうか確かく認にんする。そして「神城豆とう腐ふ店てん」と書かれたガラス戸を開けた。

「ただいま帰りました」

　しばらく間が開いてから、「おかえりー」の声。

　ここは静岡にある、凜の実家なのであった。

　葵あおい学がく園えんは全ぜん寮りよう制せいだが、土曜から日曜にかけての外がい泊はくを認みとめている。それを利用して実家へ帰る生徒は比ひ較かく的多い。凜もちょうど暇ひまだったので、帰省したのであった。

　店に据すえられた大きな釜かまと冷れい蔵ぞう庫この間を通って、土間へ。凜としては、客でもない身内の人間が店を通るのは良くないと思っているのだが、何な故ぜか実家には勝手口がないのである。おまけに凜の両親も職しよく人にんにしてはのんびりしており、「それくらい別にいい」と言っていた。なので小さいころから暖簾のれんをくぐっているものの、違い和わ感はぬぐえない。むしろ本家で修しゆ行ぎようしていたころの方が、この辺は厳きびしかった。

　眼鏡めがねをかけた中年女じよ性せいが、顔を覗のぞかせる。

「おかえり」

「ただいま帰りました」

　凜はもう一度挨あい拶さつすると、母親に頭を下げた。

「また、堅いわね」

　凜の母親はけらけら笑った。

「家族なんだから、そんなのいらんて言ってるでしょう」

「いえ、家族でもやはり、礼は尽つくしませんと」

「そんなことばかり言ってるから、いつまでたっても彼氏ができんのよ」

　大きなお世話です、と思ったが、口には出さなかった。

　母親は金勘かん定じようにだけは厳しいがあとはおおらかで、男女交こう際さいも「いいんじゃないの」ですませている。父親とも「なんとなく出会ってなんとなく豆腐屋に嫁とついできた」にすぎず、娘むすめとしてはもう少しちゃんとした出会いを望みたかったところだ。

　とはいえ、本家を抜け出し、東京の高校に行かせてくれというわがままも聞いてもらえたので、感かん謝しやをしてもしたりない。

　凜は大きなバッグを、畳たたみに置いた。

「父上は……」

「お父さんなら寝ねてるわよ」

「仕事は終わったのですか」

「近頃は、自然食ブームでお客さんが増ふえたからねえ」

　豆腐屋は朝早くから材料を仕し込こまなければならない。鮮せん度どが命なので、神城豆腐店のような町の豆腐屋はなるべくその日で売り切るように作る。なので一段落したら昼寝をすることが多い。

「お母さんが夕ご飯作るまでは、寝てる気よ」

「そうですか……。せめて私が手料理でもと思ったのですが」

「娘に殺されるならお父さんも本ほん望もうだろうけど、まだお母さんは未み亡ぼう人じんになりたくないから」

　さらりと母親は言う。さすが娘の欠点を良く分かっていた。

　畳の片かた隅すみに、なにやらパンフレットが積まれていた。カラーできらびやかだ。

「旅行に行くのですか」

「ああそれ。セールスの人が置いていったのよ」

　凜は眉まゆを顰ひそめる。

「そういう人物を家に上げてはいけません」

「あら。いい人だったわよ」

　母親がセールスのことを事細かに話しはじめたので、凜は急いで遮さえぎった。

「向こうは商売人です。なにか買わされたら損そんするのはこっちです。今度きたら、私が断ことわりますから」

　母親は凜の竹刀しない袋ぶくろをちらりと見て、

「未亡人にもなりたくないけど、殺さつ人じん犯はんの母にもなりたくないわね」

　凜は部屋に上がる。靴くつを脱ぬいできちんと並ならべた。

「あ、そうそう」と言って、母親は奥おくへ引っ込んだ。すぐに戻もどってくる。

「凜に手紙が来てたわよ」

　茶色い封ふう筒とうを渡してくる。

　凜は受け取り、ひっくり返した。眉を顰める。

「……本家ですか」

「また仕事じゃないの」

「大おお仰ぎような。電話にすればいいものを」

「電話も何度かあったわよ」

　凜はため息をついた。

　黒くろ髪かみで低身長の剣けん豪ごう少女には、あまり知られていないが高校生以外の顔がある。

　彼女は日本各地に巣くう魔ま物ものを退たい治じする退たい魔ま師しなのだ。

　そもそも凜の本家である神城家は、九州地方では知る人ぞ知る退魔の家か系けいである。西日本を中心に数百年も前から延えん々えんと魔物を追い払はらい、名声と財ざいを成していた。

　凜自身は本家と関係が薄うすい。両親は分家でおまけに豆とう腐ふ屋やであり、退魔とは縁えん遠どおかった。だが、凜には才さい能のうがあった。しかも本家筋すじの誰だれよりも退魔の才に優すぐれていたのである。そのため、本家は彼女を跡あと取とりにしようとし、それが難むずかしいことが分かるとなるべく仕事をさせようとした。いずれ神城の血が騒さわぐだろうとのことであったが、迷めい惑わく以外の何ものでもない。

　そもそも、以前に仕事を受けたときに「最後の奉ほう公こう」として縁を切るつもりであった。ところがそれからも仕事は途と切ぎれなく続き、凜もなんだかんだで続ける羽目に陥おちいっていた。

　彼女は封を切った。西日本の仕事なら、遠えん距きよ離りを理由に断るつもりであった。

　ざっと目を通す。少しうんざりする。

「どうしたの」

　母親がお茶を注ぎながら訊きいた。

「お祖じ父い様さまからです。近くで仕事があるから行ってこいと」

「断るの」

「それも……どうかと」

「あはは」

　母親は笑った。

「凜はお義と父うさん好きだからねえ」

　凜の祖そ父ふである神城佐さ平へいは、現げん神城家当主である。年は八十を超こえているはずだが、まだまだ第一線で活かつ躍やくしている。

　凜の素そ質しつを見み抜ぬき、駿しゆん司じに預あずけて鍛きたえさせたのも佐平であった。ついでに言うと、式しき森もり和かず樹きに近づけと言い出したのもそう。

　彼女にしてみれば迷惑きわまりないのであるが、嫌きらうまではいかなかった。祖父を尊そん敬けいしているし、人間的に好きでもあったのである。でなければ、とっくになにもかも断っていた。

「お年玉もたくさん貰もらってるし、あんたが小さいころからも……」

「それはいいです」

　急いで遮った。さもないと、際さい限げんなく話が膨ふくらんでしまう。

「母上は、私に仕事に行けと言うのですか」

「あらま。行く気なんでしょうに」

「どうしようか迷まよっているだけです」

「迷ったらいい豆腐はできないのよ。煮にるのにコツがいるの」

「久ひさしぶりに豆腐作りを手伝うつもりです。人手はいくらあってもいいと思いますから」

「あんた、小学生のころに釜かまを爆ばく発はつさせたの覚えてないの？　なんで豆とう乳にゆうが爆発したのかって、みんな首を傾かしげてて」

「そ……そうでしたか」

　まるで覚えていないが、そのころから料理に独どく特とくの才があることだけは理り解かいできた。

　母親は続ける。

「あたしもお父さんもこの子が豆腐屋継つぐと言い出したらどうしようかと、それはもう心配して心配して。東京の高校に行くと決まったときはほっとしたもんよ。お父さんなんか本家の仕事の方がまだましじゃないかって……」

「い、行ってきます」

　回れ右。凜は入ってきたばかりの店先から外に出て行った。




　　　　○




　仕事先は掛川市の海岸部、遠州灘なだ付近であった。実家からはいささか面めん倒どうだが、幸いバスの乗り継ぎだけですんだ。

　海岸近くで降りる。護ご岸がんの向こう側に砂すな浜はまが広がっている。潮しお風かぜが吹ふき付けてくるので、彼女は髪かみを押おさえた。

　眼めを細める。暑さはまったく和らがない。むしろ海岸まで来たため、より強くなった気すらした。

「凜」

　声をかけられ、振ふり向いた。バス停てい近くに、凜と同じような髪の長い、清せい楚そな女じよ性せいがいる。

　その女性はわずかに相そう好ごうを崩くずしている。凜の従姉いとこ、神城雪ゆき枝えであった。

　雪枝は凜よりもずっと本家に近く、住まいも九州である。やはり魔物退治の仕事を請うけ負うことが多く、本家と密みつ接せつに連れん絡らくを取って仕事をしている。顔立ちは凜と似にているが、背せはずっと高く、年も上。子こ供どもっぽさはなかった。ちなみに二年Ｂ組に片かた野の坂さか雪ゆき江えという生徒がいるが、当然別人。

　手紙には「雪枝と一いつ緒しよに仕事をするように」と記してあった。

「待っていました」

　雪枝は優やさしげに微笑ほほえむ。凜は無言で頭を下げた。

　それを見て、美人の従姉は、やや困こまったようになる。愛あい想そがないからであった。

　凜としては、雪枝は好きな親族ではあったものの、やはり本家筋となると「隙すきを作らないように」との意い識しきが先走る。我われながら困った性せい格かくだとは思っていた。

「凜はいつ実家に？」

「先ほどです。すぐにここに向かいました」

　つい「おかげで休んでいない」との意味を含ふくませてしまった。ごまかしついでに訊きく。

「雪枝さんはいついらしたのですか」

「わたくしは四日前。下調べをしていました」

「……そこまで重大な案あん件けんなのですか？」

「そうですね。重大、でしょう。お祖父様にも色々お願いしましたから」

　雪枝は曖あい昧まいな返事をしていた。

　退たい魔まの仕事といっても形けい態たいは様々だ。一国の首しゆ相しようが悪あく霊りように翻ほん弄ろうされたものから、犬が墓ぼ地ちでやたら吠ほえるものまで色々。

　伝でん統とうと名声のおかげで、神城家には重要な仕事も依い頼らいされる。基き本ほん的に本家が担たん当とうしており、凜は滅めつ多たに手伝わない。何日もかかるような仕事だと学業に支し障しようが出るからだ。そのあたりは本家も分かっており、振ふってくることも少なかった。これ以上臍へそを曲げられたら困るのである。
















　にもかかわらず雪枝がいるのは解げせないことだ。この従姉は本家の中でも腕うで利ききなのだ。本来なら単独で十分なはず。

　雪枝は道路越ごしに、海を眺ながめていた。視し線せんを横にずらす。

「凜、少し休みましょうか。喫きつ茶さ店てんがあります」

「いえ。結けつ構こうです」

「疲つかれているのでしょう。依い頼らい人にんと会うのはあとで構かまいませんから」

「仕事を早くすませる方が先決です」

　そうすれば、早く実家に帰れて羽が伸のばせる。

　雪枝はちょっと考えたが、

「……分かりました。そうまで言うのであれば」

　と、なにか引っかかるような言葉を口にする。

「行きましょう。こっちに依頼人がいます」

「どのような仕事なのですか」

「すぐに分かります」

　はっきりと返答せず、雪枝は歩き続けた。眉まゆを顰める凜。

「内ない容ようは……」

「もうすぐです」

「……私に仕事をさせたくないのですか？　一いち応おう、お祖じ父い様さまから手紙をもらってからこうやって……」

「あそこです」

　年上の従姉は、砂浜への階かい段だんに立つ一人の人物を指さした。背の高い、清せい潔けつ感のある男性がそこにいた。

　青年は軽く手を上げる。

　凜は意識しないうちに、口を半開きにしていた。




　青年の名は萩はぎ屋や智とも紀き。凜は彼のことを知っていた。それも、かなり明めい確かくに。

　智紀は駿司の弟だった。

　凜がかつて兄として慕したっていた神城駿司は、この世に肉親がいない。文字通りの独ひとり身であった。ただ、神城家が引き取るまでの一時期、萩屋の家に預あずけられていたことがある。萩屋は代々神城家に仕える用人であり、忠ちゆう実じつな側近ともなっていた。智紀は預けられていた駿司と共に育ち、次し第だいに兄と呼よんでいた。

　つまり、血の繫つながらない人物を兄としていたもの同士の再さい会かいなのである。

「凜ちゃん、久ひさしぶりだね」

　よく通る声だ。本家にいたころと、まったく変わらない。

　凜は気を落ち着けようとしながら答えた。

「智紀さん、ご無ぶ沙さ汰たしておりました」

「ん……。遅おくれちゃったけど、駿司兄さんのことは、残念だった」

「……すみません……」

「いいんだよ。駿司兄さんはいつも、運命には逆さからえないって言ってた。そういうものなんだ」

「はい……」

　頭を下げる。眼めを合わせづらかった。

　死んだ駿司は二人にとって兄同然だ。だがその死に立ち会ったのは凜の方であり、智紀ではない。独どく占せんしてしまったようで、そのあたりに負い目がある。

「申し訳わけありません……連れん絡らくもできずに」

「もういいよ。顔を上げて」

　言われたとおりにする。太陽を背せに、優やさしい表ひよう情じようがあった。

　凜の心から緊きん張ちようが抜ぬけていった。智紀の顔を見ていると、どこかほっとしていた。

「それより久しぶりに会えたんだ。どこかでゆっくり話がしたいな」

「はい……。あ、智紀さんが仕事の依頼主なのですか」

「そのことも含ふくめて」

　智紀は歩こうとした。凜は身体からだをずらし、雪枝に隣となりを譲ゆずろうとする。

　彼女は小さく首を振ふる。

「凜が」

　剣けん豪ごう少女はそれ以上は勧すすめようとせず、智紀と並ならぶ。

　智紀はあまり早歩きにならない。凜に気を遣つかいつつも過か剰じようなお世話にならないよう、自然体で歩いていた。

　優しい人物なのだ。少しだが、懐なつかしさがよみがえってくる。

　小さいころから、凜は駿司と智紀を尊そん敬けいしていた。人生の先せん輩ぱいということもあるが、やはり思春期独特のなんとも言えない感情がそこにあった。駿司は厳きびしく、智紀は優しかったが、どちらも彼女の中に小さくない足あし跡あとを残していた。

　凜にとっては憧あこがれに近い。ただしあくまで「近い」にとどまっていた。それは雪枝がいたからだ。

　本家で修しゆ行ぎようしているときに、凜はよく雪枝を見かけた。それは不自然ではないが、そのときには必ずと言っていいほど駿司と智紀がいた。修行の合間、二人と楽しそうに会話をする雪枝の顔はうっすらと熱を帯び、どのような感情を抱いだいているのか、さすがの凜にも理り解かいできた。

　凜はこのころから男女交こう際さいに極きわめてストイックだったが、邪じや魔まをしたり注意することはなかった。同年代ならともかく、雪枝はすでに成人していたのだ。若じやく輩はい者ものが口を挟はさむのは大きなお世話であろう。むしろ「これが大人というものか。自分には一生縁えんがなさそうだ」と考えていたりもした。

　ただ、雪枝の感情が駿司と智紀、どちらに向いているのかは分からなかった。いずれにせよ駿司の死と共に距きよ離りが置かれるようになって、自然と薄うすれていったようであった。

　三人は砂すな浜はま沿ぞいの歩道を歩いていた。凜と智紀が並び、少し離はなれて雪枝。

　喫きつ茶さ店てんが見えてきた。歩道にパラソルと椅い子すが並べてある。室内ではないためか、休息するぶんには自由のようだ。

「座すわろう」

　智紀が率そつ先せんして腰こしをかける。凜と雪枝も同じように座った。

「なにか飲むかい。買ってくるよ」

「いえ」

　凜は首を振る。智紀は苦笑い。

「相変わらずだね。無理しなくていいのに」

「性しよう分ぶんですから。これも自じ己こ鍛たん錬れんのうちです」

「水分は取った方が、脱だつ水すい症しよう状じようを防ふせげるよ」

「大だい丈じよう夫ぶです」

　それでも智紀は「買ってくる」と告げて立ち上がった。

「凜ちゃんの身体になにかあったら大変だからね……。雪枝はなににする？」

「お金ならわたくしが」

「いいよ」

　智紀は店に向かっていった。

　相変わらず優しい方だと凜は思う。他人の手をわずらわすことをしない。そのあたりも、好感をもつ理由の一つだ。

（優しさはあいつに似にてるな……）

　ぼんやりと思い、慌あわてて首を振った。一歳さい年上のある男が思い浮うかんだのだ。危あぶない危ない。あの軟なん弱じやくものを智紀さんと一いつ緒しよにするなんて、失礼もいいところだ。

「……凜、どうしたのです？」

　雪枝が不思議そうにしている。

「な……なんでもありません。ちょっと……その……」

「智紀さんがどうかしたのですか」

「なんでもないのです。雰ふん囲い気きとか、その……顔まで似てると思ってしまったなどとは、決して……」

　雪枝は怪け訝げんを顔に貼はりつかせていたが、それ以上は追及しては来ず、凜は胸むねを撫なで下ろした。

　智紀が戻もどってくる。トレーにアイスのお茶を三つ載のせていた。コーヒーや紅こう茶ちやを余あまり好まない、神城の女のための気遣いであろう。

　茶葉の名産地静岡の土と地ち柄がらか、海水浴客を当て込こんだ喫茶店のお茶でもかなり美お味いしく感じた。しばらく味を楽しむ。

「それで……」

　凜はある程てい度ど茶に口をつけてから、改めて訊きいた。

「智紀さんが依い頼らい人にんなのですね」

「うん」

　彼は答えた。

　智紀の萩屋家は神城家と違ちがい、退たい魔まの力に恵めぐまれていない。魔力も貧ひん弱じやくな場合が多く、そのため主に実じつ務む面からのサポートに徹てつしており、まさに江え戸ど時代における「用人」であった。

　凜はずっと気になっていたことを口にした。

「何な故ぜわざわざ依頼を……？　そんなに形式ぶらなくてもよいのでは」

「そうなんだけどね」

「智紀さんが静岡にいるというのも……。こちらに親しん戚せきでもいるのですか」

「あー……」

　彼はちらりと雪枝を見た。

「実はね……家を追い出されたんだ」

「は!?」

　凜はつい立ち上がりそうになった。

「本家……神城家をですか!?」

「うん。萩屋家うちもだけどね。今はここにいる友達のとこに住まわせてもらってるんだ」

　照れくさそうに告白していた。

　凜にとっては照れるなどのレベルではない。かなりの驚おどろきだった。

　智紀が萩屋の家を継つぐのは既き定てい路ろ線せんであり、九州との縁えんを薄うすくしようとしている凜ですら、そうだと信じていた。神城家ももちろん歓かん迎げいである。温おん厚こうで優やさしく、利発な彼にはサポート役がぴったりだと誰だれもが確かく信しんしていた。

　なので静岡にいるのはなんとなく変だと感じていたが、まさか追い出されたとは。

「勘かん当どう……ですか」

「まあ、そうなるかな」

　そこではっとする凜。

「ま、まさか……駆かけ落ちなどと」

　彼女の頭の中を「禁きんじられた恋こい」「ロミオとジュリエット」などの単語が乱らん舞ぶした。考えてみれば、雪枝がいるのも不自然なのだ。二人して静岡まで逃にげてきたのだろうか。

「違ちがうよ」

　智紀が否ひ定てい。

「そんな相手もいなくてね」

「駆け落ちしてくれるような方なら、よろしかったのですけど」

　雪枝が誰ともなく言う。どういうわけか、トゲのある口ぶりだ。

　智紀は咳せき払ばらいをした。

「なにがあったのです」

　凜が質しつ問もんした。

「ちょっとしたことで、親おや父じと揉もめたんだ。親父だけじゃない。お袋ふくろも、神城の人たちともね」

「それは、ちょっとしたことではないでしょう」

「僕ぼくにはちょっとしたことなんだ。たいしたことじゃないと思ったから両親に話したんだが、あまり好まれなかったみたいで、とんでもない騒そう動どうになった」

　肩かたをすくめる。凜は返事のしようがない。

「神城の伯お父じさんまで出てきてえらい騒さわぎだ。僕は荒あら立だてたくなかったんだが、そこまで大きくなっちゃしょうがない。追い出されたってわけだ。佐平お爺じいさんは理り解かいしてくれたみたいだけど、古い家だしねえ」

「いったいどんな事じ情じようなのです」

「たいしたことじゃない。とにかく……事情が事情なんで九州にいられなくなったんだ」

「勘当とはいえ、出しゆつ奔ぽんまでする必要はないでしょう」

「いづらかった。静岡まで来たのは偶ぐう然ぜんだけど」

　どこか達観したような口調である。勘当のことは仕方ないものとして受け止めているようだ。

　凜は身体からだの向きを変える。

「雪枝さんは、智紀さんを追いかけてきたのですか？」

「違います」

　即そく座ざに否定。これも珍めずらしい。

「気になったのは確たしかですが、お祖じ父い様さまに言われたのです。せめて行く末を見み届とどけろと」

「行く末……？」

　凜にはなんのことだか分からない。二人とも肝かん心じんなことを口にしないので、どうにももやもやしていた。

「では、私にはあまり関係ないのでは。雪枝さんがいればいいのでしょう」

「わたくしがお祖父様にお願いしたのです。凜の方が適てき切せつですと」

　わずかにため息を漏もらす雪枝。

「本家から人を呼よぶのも恥はずかしいですから」

「……恥ずかしい？」

　首を傾かしげた。色々事情はあるのかもしれないが、恥ずかしいとは変わっている。

　智紀がこほんと咳払い。

「依い頼らい人にんは僕だ。それは間違いない」

「悪あく霊りようなのですか」

　凜が質問。根本的なことを聞かないと話にならない。

「そう。さっき話したけど、僕は静岡まで来て、この近くの友人宅たくに世話になったんだ。半月ほど前、ちょうどこの海岸に来てね。単に海が見たかっただけで、深い意味はなかった。ところがあそこ」

　彼は喫きつ茶さ店てんから南東にうかがえる岩場を指さした。

「あそこで心中があったらしいんだ。いまどき珍しいけど、とにかく若い男女が海に飛び込んだ。どちらも帰らぬ人になって、そういう意味では成功した心中なんだけど」

　お茶の入ったコップを横にずらす。

「女じよ性せいの方はまだ現げん世せに未練があったらしい。やってくる観光客や通行人に片かた端はしからちょっかいをかけて、ついには取り憑ついた」

「……どなたに？」

「僕に」

　コップがふわりと浮うかぶ、ある高さまで上がると、傾かたむいて中身が流れ出す。なにもないはずの空中に、ぼんやりとした形が出しゆつ現げんしていた。

「お茶が好きなんだ……紹しよう介かいするよ。彼女がその、心中した女性だ」

　智紀の肩かた口ぐちでは、半はん透とう明めいの女性がうっすらと微笑ほほえんでいた。




　心中女性の名は、美み南な子こと言った。姓せいは教えてくれない。言いたくないよりは、死んだのでこだわっていないようであった。

　凜は霊れいの姿すがたを見ても驚おどろかない。幽ゆう霊れいが一定の市し民みん権けんを得ていることもあるが、いちいち驚きよう愕がくしていては仕事にならないのだ。智紀の勘かん当どうの方が、よっぽど大ニュースである。

　美南子は髪かみの長い、美しい女性のようだ。半透明なので「ようだ」と言わざるを得ない。額ひたいから大量に流している血さえなければもっと美しいだろう。妙みようにきらびやかというか、センスのよい服を着ていた。凜は興きよう味みがないので分からないが、きっとブランドものだろう。霊は死ぬ直前の服をまとって出てくる。

「ご迷めい惑わくをおかけしています」

　美南子はぺこりと頭を下げた。

「親しん戚せきの方の身体をお借りしています。なんだか相あい性しようがよくて」

「はあ……」

　と凜。普ふ通つう悪霊ともなると、犯はん罪ざい歴れきとか世間への恨うらみ辛つらみのため、罵ば声せいを浴あびせるか攻こう撃げきを仕し掛かけてくるのだが、妙に丁てい重ちようだった。

　美南子はすすっと、智紀の首に両りよう腕うでを回す。

「この方の身体は、なんだか安心するのです。バイオリズムが安定するというか」

「霊にバイオリズムなんてあるのですか」

「そんな感じがします。特に迷惑をかけるつもりはないので、このままでいさせてもらえないでしょうか」

「僕は困こまるんだよ」

　智紀は首を回して美南子を見る。

「早く離はなれてくれないか」

「そんな酷ひどい。いいじゃないですか」

「よくないよ」

　いかにもうんざりした表ひよう情じよう。確かによくはないだろう。

　凜は割わって入った。

「心中は成功……と言うのも変ですが、うまくいったのでしょう。何な故ぜ成じよう仏ぶつしないのです」

「心中は心中なんですけど、わたしはその気ではなかったのです」

　美南子は渋しぶい顔をする。凜は「ははあ」と思い、

「無理心中ですか」

「いえ。心中の予定はあったのです。ただもう少し先のことでした。でも文ちゃん……あ、心中の相手です。文ふみ孝たかなので。文ちゃんが早く死のう早く死のうってうるさくて。あの人はもう付き合った当初からせっかちで、いっつもわたわたしていたんです。わたしも死ぬつもりでしたからいいんですけど、ほら、出かける前には化け粧しようとかするでしょう。心中にも準じゆん備びがあるじゃないですか」

「申し訳わけありませんが、心中には詳くわしくないので」

「それは残念ですね。教えましょうか？　わりと簡かん単たんですよ」

「遠えん慮りよします。話を続けてください」

「それで、真夜中にわたしをつれてあそこの岩場まで来たんです。散歩のつもりでしたからびっくりしちゃって。最後に食べたのがカップラーメンでしたから、どうせならもっと美お味いしいものを食べるんだったって、かなり文もん句くを言いました」

「そこは同情します」

「文ちゃん贅ぜい沢たくしない人ですから、ご飯もつまんないんです。それから飛び降おりようって誘さそわれて」

「やはり形としては無理心中ですね」

「そうでもないです。ま、いっかってことで飛び降りました。自分でも分かってるんですけど、流されやすいんです」

　人ごとのように美南子は語る。霊だから客きやつ観かん視しできるというよりは、性せい格かくだろう。どこかのんびりもしている。

「でもやっぱり未練が残ったみたいで、霊になってしまいました。それからずっと寂さびしかったのでいろんな人に『心中してみませんか』と持ちかけたんですけど、みんな嫌いやがって」

　それはそうだろう、と凜は思う。「じゃあひとつ」なんて承しよう諾だくする人間を見たことがない。

「困っていたら、こちらの人が来て、相性もよかったので取り憑いたのです」

　美南子は智紀の頭の上に、顎あごを載のせる。妙に様になっていた。これだけ見ると、恋こい人びと同士のようだ。

「なにも取り憑かなくても……」

「そこは霊ですから」

　よく分からない理り屈くつだ。

　智紀は呆あきれているようにも、苦く笑しようしているようにも見える。どこか吞のん気きなのは昔から。

「智紀さん、どんな迷惑を被こうむっているのです？」

「ん？」

「この方は、なにも悪いことをしていないように思われますが」

「いや、取り憑かれているとちょっとまずい」

「何故」

「なんでも」

　変に断だん言げんをしている。

　困った話だ。霊にも一定の権けん利りは認みとめられていて、役所にきちんと登録すれば勝手に退たい治じできないようになっている。美南子の場合は駆く除じよしても問題ないだろうが、悪意がなさそうなので寝ね覚ざめが悪い。

　それに、智紀が理由を喋しやべってくれないのも気持ちが悪い。聞かなくてもなんとかなるが、大たい抵ていのケースでは理由が分かれば楽になる。

　隣となりの従姉いとこに囁ささやく。

「どんな理由なのです」

「智紀さんですか？」

「はい。ご存ぞんじなのですよね」

「……わたくしの口からは言いたくありません」

　似にたような返事であった。表情もなにやら硬い。

　凜は話を変えた。

「雪枝さんはなにもしなかったのですか。仕事は私よりもたくさんこなされているでしょう」

「わたくしの手には負えません」

「ですが」

　さすがに美南子に悪いと思い、凜は小声になった。

「このくらいの悪あく霊りようなら、雪枝さん一人でも平気でしょう」

「……見てみますか？」

　雪枝は立ち上がった。いつの間にか、手に日本刀を持っている。神城の女は大半が武ぶ器きを使う。退たい魔まの仕事に武器は不ふ可か欠けつ。神城家では、それが日本刀だった。ちなみに永えい遠えんのライバル杜もり崎さき家では徒手による肉にく弾だん戦せんを好む。

　凜の愛刀よりも少し長い。雪枝の長身にはぴったりなのだろう。もっとも凜の場合は、背せ丈たけに比くらべて長すぎるのだが。

　ゆっくり鞘さやから抜ぬいた。白しら刃はが太陽の光を浴びて煌きらめく。薄っすらと青白いのは、魔力を帯びているからだ。この力こそが魔を退治する。

　座すわったままの智紀と対たい峙じ。正せい確かくには背はい後ごの美南子に狙ねらいを定める。

　智紀は若じやつ干かん及および腰ごしだ。刀を向けられれば誰だってそうなる。むしろ美南子の方が平然としていた。

　雪枝がすっと息を吸すう。

「ていっ！」

　一歩踏ふみ込こんで上じよう段だんから振ふり下ろす。白刃が弧こを描えがいた。

　なにも起こらない。

　美南子は平然としていた。霧む散さんする様子も、逃にげ回る様子もない。まったく元のまま。

「見ましたか」

　雪枝が言う。

「この女じよ性せいは、神城の秘ひ術じゆつを避よける力を持っているのです」




　海からの風が、喫きつ茶さ店てんまで吹ふいてきた。

　凜は無言で美南子を見つめていた。神城家が退魔の力に長たけているのは、ひとえに魔力を特別な方法で加工できるからである。武器にまとわせてなおかつ魔物だけに効きかせるのは、独どく特とくの手しゆ段だんが必要なのだ。これは本家にだけ伝わる秘術であり、厳きびしい修しゆ行ぎようによって会え得とくされるものであった。

　神城を日本有数の退魔の家か系けいにのし上げた術である。それが効かないとなると、非ひ常じように厄やつ介かいだ。

「では、なおのこと私は役に立てないかもしれません」

　凜は雪枝に言う。

　言われた従姉は首を振った。

「あなたなら大だい丈じよう夫ぶです。マシと言い直しましょうか。神城の血をもっとも濃こく受け継ついでいるのです。わたくしでは不ふ可か能のうなことも、できます」

「しかし……」

「お祖じ父い様さまの見立ては間ま違ちがっていないと信じています」

　断言され、凜は腰の刀を抜いた。

　刀身が切っ先から鍔つばまで、薄うすく輝かがやく。これだけだと雪枝の術と変わるところがない。

　しかし美南子は、目に見えて動どう揺ようした。

「ちょ、ちょっと待ってください」

　慌あわてたように手を振っている。

「それは反はん則そくです。わたしが死んじゃうじゃないですか」

　凜は刃やいばを彼女に向ける。

「死ぬもなにも、元から死んでいるのですが」

「まだ死にたくないんですって。なんのために霊れいになったと思っているんですか」

「心中したのでしょう」

「文ちゃんが誘さそったからです。流されたわたしも悪いんですけど、この人になんとなく取り憑いたら気分いいんですもん。やめてください」

「……一いち応おう聞きますが、取り憑いてなにをするつもりなのです」

「心中」

　ふう、とため息をつく凜。

「なんですかそれは」

「やっぱり心中したんですから、最後まで」

「心中相手は智紀さんではないでしょう」
















「だってこの人と相あい性しよういいから」

　よく分からない理り屈くつだ。

　美南子は智紀の首に手を回している。凜の刀を警けい戒かいしてか、ぴったりとくっついていた。

　悪霊は退治されると、塵ちり一つ残さず霧散する。その後どうなるかは誰だれも知らない。死後の世界があるとしても、現世に戻もどった人はいないのだ。美南子が凜を恐おそれるのも分からないでもない。

　しかしこのままでは話が進まない。智紀も「困こまる」とは言っているのだ。

　凜はとりあえず、刀を引っ込めた。

「美南子さんは、どうしたら離はなれてくれるのです」

「心中したら」

「それでは智紀さんまで死んでしまいます」

「二人で霊になれたらいいかも」

「よくありません」

　視し線せんを智紀に移うつす。

「いいんですか。このままでは取り憑かれたままですよ」

「よくないよ。凜が頼たよりなんだ」

「説得に応おうじてくれなければ、力ずくということになりますが」

「仕方ないけど……」

　智紀はちらりと頭上を見上げた。美南子がにこにこしながら漂ただよっている。

「……それも気の毒かなあ」

「気の毒とか言ってる場合なのですか？」

　これは雪枝だ。口調が冷ややかである。

「わたくしは智紀さんがどうなろうと、構かまいませんけれど」

　凜は智紀の服の袖そでを軽く引いた。声を小さくする。

「雪枝さんと、喧けん嘩かでもしたのですか」

「してないよ。僕ぼくの生き方が気に入らないんだ」

「勘かん当どうになったからですか」

「そんなとこ」

　智紀は諦あきらめきったような顔つきであった。凜は声を戻し、

「では、こちらの方に取り憑かれたままにしますか。私はなにもしなくていいので、楽ができます」

「やっぱりそれも困る」

　凜は智紀との会話を一いつ旦たん止やめ、美南子を見た。自分のことが話されているというのに、のんびりしている。

「いいのですか。あなたの問題です」

「ええと、お嬢じようさんの刀が怖こわいのはそうなんですけど」

「凜で構いません」

「凜ちゃんの力で退たい治じはされたくないんです。だからこうやって」

　さっと智紀の後ろに隠かくれた。

「逃にげていれば、いつか諦めてくれるかもって」

「諦めたらどうなるのです」

　美南子はにこりとした。

「将しよう来らいはこの人と心中するつもりです」

　これは悪あく霊りように分類してもいいな、と凜は思った。善ぜん悪あくの境きよう界かいが曖あい昧まいというか、心中を強しいるのは性せい格かくのいい行こう為いではない。

　しかし、このままでは退治が難しい。凜の力ならなんとかなるかもしれないが、成じよう仏ぶつする直前に智紀の心しん臓ぞうを鷲わしづかみにでもされたらやっかいなことになる。そういう例はいくつもあって、退たい魔まを生なり業わいにするものの技ぎ量りようをはかるバロメーターともなっている。悪霊もただでは退散してくれないのだ。

　さてどうしようか。素す直なおに昇天してくれず、力ずく一いつ本ぽん槍やりが難しいとなると、少し頭を捻ひねる必要がある。

「雪枝さん」

「なに？」

「退魔は一応、全すべて試ためしたのですよね」

「ええ……。わたくしのできることは」

「この方の自殺現場は？」

「行ってませんけれど」

「なるほど」

　凜は椅い子すから立ち上がった。

「少し歩きましょうか」

　三人は海かい岸がん沿ぞいの道路を歩いた。風はかなり収おさまっており、ときおり頰ほおを撫なでる程てい度どになっている。これで日差しがもう少し弱ければ、絶ぜつ好こうの散歩日和びよりだ。

　しばらくは無言のままだった。

「心中ですが」

　凜は美南子に訊きいた。

「反対しなかったのですか」

「最初はずいぶんしました。でも話しているうちに、いいかなって気がしちゃうんですよね。わたしも流されるタイプですけど、文ちゃんは口がうまくて。訪ほう問もん販はん売ばいをやってましたから。掛川の東側は全部文ちゃんが仕切っていたんです。売り上げナンバーワンになったこともあったんですって」

　まっとうな商売かどうかはともかく、それなら弁べんは立つだろう。売り上げがいいならなおのことだ。

「ナンバーワンなら、なおさら心中の必要がないのでは」

「そうですねえ、言われてみれば……あ、もしかしたら、噓うそだったのかも。口が上う手まくて騙だまされちゃったのかもしれません」

「借金などはあったのですか」

「ありました。サラ金が積もり積もって大変なことに。闇やみ金きんにも借りてました。なんで借りてたんでしょう」

「それは……あなたのところにも取り立てはあったでしょう」

「ありましたけど、断だん固ことして断ことわりましたから。文ちゃんの借金はわたしとは関係ないって。だいたい、わたしは結けつ婚こんするつもりで働いてなかったんですから」

　正せい常じようなやりかたである。これだけ聞くと、どうして心中したのかますます分からなくなる。美南子の女心は、複ふく雑ざつすぎて対応に困こまった。

　凜は頭を抱かかえたくなった。

「いっそ、そのまま幽ゆう霊れいとして生活すればどうですか。協力ならします」

「だからこの人に取り憑ついて」

「それは抜ぬきで」

　美南子はけらけら笑った。

「無理です。だってこの人、すごく面おも白しろいんだもの。次の心中まで一いつ緒しよにいたいくらい」

　面白いとは初耳である。つまらない人間ではないと思うが、はたしてそこまで笑うような人だったかどうか。

「なにが面白いのですか……」

「面白いんです」

　美南子は智紀の頭上から、逆さかさになって彼の顔を見た。

「ねえ？」

　智紀は返事をせずに視し線せんをそらす。

　ふうとため息をつく凜。説得は中々うまくいきそうもない。かといって、ただちに腕うでずくでというわけにもいかなかった。

「しかし妙みようですね。噓までつかれているのに、何故心中したのです？」

　美南子は人差し指を顎あごにあてつつ、

「うーん……そうですね。やっぱり、好きだったからだと思います」

「は……」

「文ちゃんのこと愛してたので、心中もできたんですよ」

「はあ……」

　肩かたすかしを食った気がする凜。美南子は剣けん豪ごう少女を見つめて、

「凜ちゃんは、好きな人いないんですか？」

「え……」

　急に聞かれ、凜は戸と惑まどった。

「わ、私のことは……」

「好きな人がいれば、わたしのことも理り解かいできますよね」

　美南子はついでに「智紀さんはどう思います？」などと言っている。

「んー、凜ちゃんに好きな人がいるなら、僕も知りたいな」

　気楽な返答だ。雪枝はと見ると、さすがに口に出してはいないが、目には好こう奇き心しんが浮うかんでいる。

　本気なのかからかわれているのか、とにかく凜は反はん論ろんした。

「好きな人はい……いや、そんなことは関係ないのです。問題は美南子さんが成じよう仏ぶつするかどうかということで」

「つまりいるんですね」

「そんなことは言っていません！　私のプライバシーです！　それよりも……やはりそんなことで心中はおかしいのです」

「何な故ぜでしょう」

「そう簡かん単たんに死を選ぶのはよくありません。いいことなんてありませんから」

　美南子はちょっと笑った。

「それは、凜ちゃんがまだ若わかいからそう感じるのです。高校生ですよね」

「一年生ですが」

「じゃあなおのことです。男の人を本当に好きになるのは、そんなに簡単に言い切れるものではないのですよ。もう本当に周りが見えなくなって、なにをしたいのか、自分がなにをしてるのか分からなくなったり……いえ、なにをしたいのかは分かりますね。好きな人のことを考えていたい」

「…………」

「その人が自分の中でとても大きくなって、四六時中想おもい続けてしまう。それが少しも変に思えない。そういう気持ち、抱いだいたことありません？」

「…………」

　答えなかったが、見当はついた。夕ゆう菜ながまさに典型だ。アグレッシブだから状じよう況きように流されることはないにせよ、一日中和樹のことばかり考え、口にしている。

　ずっと以前に「式森のことばかり気にして、疲つかれませんか」と質しつ問もんしたことがある。夕菜は即そく座ざに「疲れるようじゃ、好きじゃないんです」と返した。当時ははぐらかされたと思ったが、もしかするとそういうことなのかもしれない。彼女は極きよく端たんだが、多かれ少なかれ、「好き」という感かん情じように支し配はいされるとそうなってしまうのだろう。

　さて自分はと振ふり返ってみると……いや、考えるのはよくない。倫りん理り観かん云うん々ぬんもそうだが、あまり己おのれの心の扉とびらを開けたくない。出てくるものに支配されるのは、まだ怖こわかった。

「だから凜ちゃん、あなたもきっと、わたしが心中した理由が分かるときが来ますよ」

「はあ……」

　納なつ得とくしたようなしないような。彼女の立場からは、やはり死を選ぶのは早急にもほどがあると思うのだ。

「こちらの方もそう」

　美南子は背はい後ごを向いた。

「好きな方がいるのでしょう」

　雪枝の表情に変化はない。

「どうしてそんなことを？」

「なんとなくですが、分かります。誰だか当ててみましょうか？」

「いいえ結けつ構こう」

　それは残念、と美南子は呟つぶやいた。

　道みち幅はばがだんだん狭せばまってくる。例の岩場に近づいていた。

　凜は美南子にもう一度切り出す。

「心中のことですが」

「さっきお話ししましたよ」

「そうではなく、智紀さんです。別に智紀さんでなくてもいいのでは」

「それも言ったじゃないですか。なんとなく雰ふん囲い気きが合ったんです。心が安定します」

　彼女は「分からない子ね」といった顔つきだ。

「わたし、男だん性せいとお話しするのが好きなんです。この方は魅み力りよく的で、とても面おも白しろい。それにちょっとスリリング」

「スリリング？」

「他の女性に愛されてますから。この方は応こたえようとしませんけど。そういう人はやっぱり素す敵てきです。奪うばっちゃいたくなります」

　くすくす笑っていた。

「文ちゃんももてたんですよ。ずっと独ひとり占じめしたくなったくらいです」

　岩場が近づいてきた。立ち入り禁きん止しの立て看かん板ばんがある。

　凜は止まった。確たしかに岩場は途と中ちゆうから急に落ち込こんでおり、ごつごつした崖がけみたいになっている。波が打ち寄よせているので分かりづらいが、飛び込んだら絶ぜつ対たいに頭をぶつけるだろう。

　進もうとしたら、雪枝に止められた。

「凜、その先は危き険けんです」

「足あし下もとには気をつけます」

「ここは自殺の名所です。霊れいが引き寄せているとの説もあります。わたくしたちはともかく、智紀さんが」

　剣けん豪ごう少女は岩場の先せん端たんを眺ながめる。なるほど、気配がある。いくつか漂ただよっていて、なかに一つ、こっちに関かん心しんを示しめしているのもあった。

「では少しだけ」

　看板を横目に足を踏ふみ入れる。凜は本来なら、こういうところはきちんと守るタイプだが、今は事情が事情だ。

「智紀さん、私より先に行ってもらえませんか」

「え？　岩の先まで？　それはちょっと……」

「ちょっと歩くだけで構かまいません」

　言われたとおりに、智紀は少しだけ進んだ。こちらに振ふり返る。

「ここから先は本当に危あぶないよ」

「ええ。危ないです。悪あく霊りようがこちらに関心を寄せていますから」

　智紀は驚おどろいていた。

「凜ちゃん、本当!?」

「はい。でも今は問題ありません。まだ襲おそってはきませんから」

　凜と智紀は向かい合っていた。正せい確かくには彼の頭上にいる美南子と。凜より少し離はなれた場所に雪枝がいる。手出しをするには離れているが、声は聞こえるだろう。

「美南子さん、ここが心中した場所ですね」

「ええそう。懐なつかしいわ」

「智紀さんから離れるつもりは？」

「だからありません。将しよう来らいは心中しても、今はしないわ」

「……美南子さん」

　凜は息を吸すった。

「ちょっと引っかかったのですが、心中の相手の方は借金を重ねていたのですよね。サラ金、闇やみ金きん」

「そうです」

「なにに使っていたのですか」

「ギャンブルはしなかったと思うから……買い物じゃないでしょうか」

「贅ぜい沢たくはしない人だって、言ってませんでしたか」

　わずかながら、美南子に逡しゆん巡じゆんの色が見えた。

「そう……だったかしら」

「ええ。食事も楽しくなかったんですよね。あと気になったのは、美南子さんの服ふく装そうです。ずいぶんと高いもののように見えます」

「わざわざ東京で買いましたから」

「私には分かりませんが、ブランド品でしょう。むしろ贅沢が好きなのは美南子さんでは」

「……なにを言いたいのですか」

　彼女の声は低くなった。凜は気にせず続ける。

「独り占めしたくなるのですよね。智紀さんに取り憑ついたのもそう。少し考えてみたのですが、借金を重ねていたのは男性ではなかったのかもしれません。独り占めが好きな女性が、金や物、男性と様々なものを手に入れる。その生活をなくしたくないからサラ金や闇金からの借金をする。職しよくは持っていても、浪ろう費ひが追いつかなかったのかもしれない」

「あはははは」

　突とつ然ぜん、美南子が笑い出した。

「面白いことを言いますね。わたしは働いていなかったのに。噓うそをついていると言いたいのですか」

　彼女の台詞せりふにも、凜は冷静だった。

「昼に私の母と話したのですが、よくセールスが来ていたそうです。パンフレットを見ましたがあれは訪ほう問もん販はん売ばいでした。セールスの特とく徴ちようを聞くと、美南子さん、あなたそっくりです」

　凜はじっと美南子を見み据すえていた。

「美南子さんが話した文孝さんのことは、全部美南子さんのことです。本当は、あなたが心中を持ちかけたのでは？」

　刹せつ那な、霊の表ひよう情じように変化が生じた。

　顔色が瞬しゆん時じにして青白くなり、頰ほおに線、そして犬歯が伸のびて牙きばのようになる。

「この……小こ娘むすめ！」

　智紀の頭上から腕うでを伸ばし、凜の頭を捕つかまえようとした。

　剣けん豪ごう少女は一歩後ろに下がり、刃やいばを抜ぬかずに鞘さやのまま、先端を正面に向ける。

　とん、と美南子の額ひたいを突ついた。

　たったそれだけで、心中女じよ性せいの身体からだは智紀から離はなれた。シールが剝はがれるように全身が岩場に向かって漂っていく。

　美南子は体たい勢せいを立て直し、さらに牙を剝むく。

「やったな……！」

「もういいですよ」

　凜が背はい後ごに声をかける。すると岩場から男性らしき手が伸び、女性の身体を摑つかむ。美南子は振ふり返って驚きよう愕がく。

「文……ちゃん!?」

　悲鳴を上げる間もなく、その身体は岩場から海へと、引きずり込まれていった。

　あとは打ち寄よせる波だけが残っていた。

「ふう……」

　凜は刀を、元のように持ち直した。

　智紀が軽く拍はく手しゆをしていた。

「さすが、よく分かったね」

「母から聞いていなければ、私だって確かく信しんは持てませんでした。霊れいとなって残っていて、しかも人に取り憑つくのですから、どこか正せい常じようではないのです」

「ありがとう、助かった」

　智紀がにこやかに笑う。

「凜ちゃんも大人になったんだね。もう十分一人でやっていけるじゃないか」

「私は高校生です。退たい魔まは本業ではありません」

「そうかな。やっぱりこの仕事に向いているよ。美南子さんも言ってたけど、好きな人ができればもっと……」

　唐とう突とつに言われ、剣豪少女は慌あわてた。

「か……関係ありません。私に男などは……い、いや、将来は分かりませんが、今はそんなこと、考えている余よ裕ゆうもないのです」

「あれ、好きな人がいるんじゃなかったっけ」

「いません！　……いないことになっています。高校生に恋愛など早すぎるのです。倫りん理りはきちんとしないと」

　凜は咳せき払ばらいしてごまかした。

「それよりもですね、智紀さんこそ……その……これに懲こりたら、雪枝さんと一いつ緒しよに……」

「そうするよ」

　智紀はにこっとした。

「雪枝みたいな女になる」

　その瞬しゆん間かんだけ、どう考えても時が止まっていた。

　凜は今までのやりとりも忘わすれ、目を丸くする。

「……は？」

「女になるんだ。美南子さんに取り憑かれてどうしようって思っていたけど、これで邪じや魔まされずに女になれるよ」

　智紀はなんのためらいもなく口にしていた。剣豪少女は頭の中で何度も台詞を反はん芻すうする。

「それは……どういう……」

「言葉通りです。この人は男を捨すてて女になりたいのです」

　背後で雪枝がそう言った。振ふり返ると、憮ぶ然ぜんとした表ひよう情じようをしている。

「いきなりそんなことを言い出すものですから、本家も萩屋の家も大パニックになりました。智紀さんの部屋からは女物の服や小物が沢たく山さん出てきて。あの厳げん格かくな家なら、勘かん当どうになるはずです」

　凜はまだ、話が把は握あくできていなかった。言ってることは分かるのだが、脳のうが理り解かいすることを拒こばんでいる。あの男らしくて優やさしくて、かすかに憧あこがれていた男が、女になりたがっていたとは。

　智紀は実に晴れ晴れとした表情で、

「誤ご解かいしないで欲ほしいんだ。実家や神城本家を恨うらんではいない。むしろ佐平のお爺じいさんには感かん謝しやしてるくらいだ。僕ぼくが美南子さんに取り憑かれていると知ったら、雪枝や凜ちゃんを寄よ越こしてくれたくらいなんだから」

「あの……雪枝さんは勘当を解とくとか、連れ戻もどしに来たのでは」

「違ちがいます。様子を見に来ただけです。……お祖じ父い様さまはリベラルですから、女性になるのも理解を示しめしていて、多少の金きん銭せんの面めん倒どうは見ると言ってましたから」

「ありがとう。さすが佐平のお爺さんだ」

　凜は頭がずきずきしてきた。なるほど、美南子が「面おも白しろい」と言っていたのはこのことだったのか。

　雪枝も大きくため息をついている。

「性せい同どう一いつ性せい障しよう害がいという言葉もありますから、とやかく言うつもりはないのですが……ああ、好きだった人が……」

「なに言ってるんだ。これからは女同士仲良くしよう。そうだ、一緒に手しゆ術じゆつにつきあってよ。切るところを見せてあげるから……」

「なにを言うのです！」

　雪枝は従妹いとこと同じように、顔を赤くして怒ど鳴なる。

「冗じよう談だんにしても失礼すぎます。切るなどと……」

「凜、雪枝はまだ生き娘むすめなんだ。せめて見るくらいは……」

「余計なことを言わないで！」

　凜は喧けん嘩かを横目でちら見すると、嘆たん息そくし、とぼとぼ歩いて岩場から離はなれようとした。
















「凜ちゃん、どこいくの。ぜひ僕が女になるところを」

「帰るのです」

　剣けん豪ごう少女は振り返らずに言った。

「勝手にやっててください。付き合いきれません」

「明日もこっちにいるんだろう」

「そのつもりでしたがやめます。ろくなことがありません。今こん晩ばんだけ実家に泊とまって、朝にでも学校に帰ります」

　凜は東の空を見上げた。やっぱり本家が絡むとろくなことがない。そんなことを思いながら。
















第二話　剣けん豪ごう少しよう女じよ演えん劇げきの不ふ始し末まつ







　神かみ城しろ凜りんは葵あおい学がく園えん一年生の中でも屈くつ指しの美少女である。小こ柄がらにもかかわらずぴんと伸のばされた背せ筋すじと切り揃そろえられた前まえ髪がみは、文字通り「凜」とした印象を与あたえており、誇ほこり高い侍さむらいのように見える。そして剣けんの腕うでも一流であり、知名度は群ぐんを抜ぬいていた。

　葵学園に神城凜あり、は他校にも轟とどろいており、当然のことながら校内での認にん知ち度どは非ひ常じように高い。これだけの女子生徒を知らないのはモグリだ。

　だからと言って、非常にもてると考えるのは早計すぎる。鋼はがねのような印象が先立っているせいか、男子生徒からのアプローチはあまり強くないのである。端たん的てきに言えば、下手なことをしたら怒おこられると思われているのだ。日本刀を持ち歩いている事実がそれに拍はく車しやをかけていた。

　そのため、「友達になりたい」と近づいてくるのは女子生徒が圧あつ倒とう的に多い。いつの時代も、男子より女子の方が照れが少ないのだ。

　中には勘かん違ちがいなのか本気なのか、長文をしたためた手紙を渡わたしてくる女の子もいる。ピンク色の紙に内ない容ようも当然ピンクである。詳しよう細さいを記すのは省しよう略りやくするが、凜は女子にもてるのだ。

　そしてこの日も、彼女は手紙を大量に受け取る羽目になっていた。

「…………」

　葵学園の校こう舎しや入り口。凜は下げ駄た箱ばこの前で立ち尽つくしていた。

　足下には手紙が山積みになっている。下駄箱の自分のところを開けた途と端たんに、ばさばさ落ちてきたのだ。どれもこれも表には「神城凜様」「凜ちゃんへ」「愛いとしの凜ちゃんへ」と書いてある。妙みように蓋ふたが開けづらいと思ったら、このためだったのか。

　丸まっこい字が多いところを見ると、大半が女子生徒からのものである。男子のは恐おそらくないだろう。軟なん弱じやくな男が増ふえたと怒るところなのか。

　クラスメートの一人がひょっこり顔を出し、にやにやする。

「凜、それって久ひさしぶりじゃない」

「…………」

「最近なかったけど、随ずい分ぶんあるねー」

「…………」

　剣けん豪ごう少女は無言でかき集めた。一時期、式しき森もり和かず樹きらと行動を共にしているためか、「凜は男に走った」と噂うわさされたことがあった。そのためラブレターの数が激げき減げんしたのである。

　凜としては色々言いたいことがある。まず「男に走る」というのが、まるで今まで女に走っていたような意見で気持ちが悪い。というか間違い。それに相手の男があの軟弱ものである。これも一いち応おう抗こう議ぎ対象になる。

　そんなわけでクラス内での誤ご解かい解消に努めたところ、めでたく成功した。噂を信じていた生徒の何人かが直ちよく接せつ謝しや罪ざいに訪おとずれ、逆ぎやくに凜を恐きよう縮しゆくさせた。

　そうなると時計の針はりが戻もどるかのように、凜の女子人気は復ふつ活かつする。手紙が増えるのは当然の帰結であり、痛いたし痒かゆしとはこのことだろう。

「返事書いてるの」

「……書いてはいない」

「がっかりさせちゃうよ。メアド教えたら」

「携けい帯たい電話は持っていない」

　手紙ばかりになるのもそのせいである。

　凜はできる限かぎり手紙を鞄かばんに詰つめると、残りを両手で抱かかえた。香こう水すいを振ふりかけているのも多く、むせるような匂においが立ちのぼっている。言い方は悪いが拷ごう問もんのようだ。

　よたよた歩く。二年生の下駄箱まで近づいた。

「……？」

　長身の女じよ性せいが、さきほどまでの凜と同じように茫ぼう然ぜんとしている。

　凜は眼めを細めた。相手は杜もり崎さき沙さ弓ゆみであった。

　沙弓の実家と凜の実家は対立している。そして凜個こ人じんも沙弓と対立していた。しかも実家と同じような商売上の理由ではなく、虫が好かないのである。凜は高校生らしからぬストイックさを備そなえているが、このことになると別であった。

　もっとも、嫌きらいだからと言って眼を合わせた途と端たんに歯を剝むき出しにすることはない。丁てい寧ねいに無む視しだけをしている。それは沙弓も同じであり、二人とも相手を空気と同どう様ように扱あつかっていた。

　なので、ここで足を止めたのは珍めずらしい部類に入る。沙弓も気づいたらしく、横目で凜を見ていた。

「なんの用？」

　先に言葉を発したのは沙弓。

「いや……」

　凜は視線を彼女の足あし下もとに向けていた。

「随ずい分ぶんあると思った」

　沙弓の足下には、同じように手紙が山と積まれていた。丸っこい字でカラフルな封ふう筒とうが多いから、やはり女の子からのものだろう。彼女もまた、女子人気が高いのであった。

　沙弓は格かく闘とう少女であり、凜とはまた違ったストイックさを持っている。女子にしては非常な長身だがそのことによるコンプレックスは微み塵じんも感じさせない。そのあたりも同性を引きつける要よう因いんとなっていた。ただ彼女の場合は、踏ふまれたり蹴けられたいと望んでいる男子生徒が少なからず存そん在ざいしている。

　長身格闘少女は咳せき払ばらい。

「人のこと言えるの？」

「いや」

「それ、女の子からもらった手紙でしょう。私のよりあるんじゃない」

「あなたにはかなわない。このことならあなたにいくら負けたって構かまわない」

「奇き遇ぐうね。私もそうよ」

　包丁の上で片かた足あし跳とびをするような会話であった。

　凜と沙弓は共に女子人気が高く、この二人を象しよう徴ちようするかのようにファンの女子同士は仲が悪い。アイドルグループ内で派は閥ばつ争あらそいをするようなもので、好みがはっきり分かれているのだ。血で血を洗う抗こう争そうとまではいかないものの、密ひそかに会かい報ほうを発行しては相手を罵ののしるくらいはやっていた。

　二人にしてみれば、迷めい惑わくきわまりない。

　沙弓が言う。

「それ、捨すてるの？」

「まさか。好意は好意だ。私はあなたではない」

「私だって捨てないわよ。あなたが捨ててるのだったら、便乗しようとは思ったけど」

「罪つみもない人を傷きずつける真ま似ねはしたくない」

「じゃあ返事を書いているのね」

「あなたは？」

　返答なし。もっとも答えたのと同じであった。そしてどこからともなくため息をつく。相手に悟さとられないように。

　ようするにこの二人は、「同性にもてる」という同じ悩なやみを抱かかえているのだ。個性は違ちがうが綺き麗れいであり、多数の魅み力りよくを備えている。しかしどちらも同性愛の気からは遠い。

　それを互たがいに打ち明けたりできないところも、また悩みどころであった。

「あなたには一応同どう情じようする。私ほどではないが」

　と凜。

「いらないわよ。神城に情なさけをかけられたと実家に知られたら、なにを言われるか分かったもんじゃないわ」

「難なん儀ぎな話だ」

「人の心配をしている場合？　あなたも実家とは揉もめているんでしょう」

「決闘して勝ったから、それほどでもなくなった」

「私は認みとめてないわ」

「認めなくてもいい。あまり楽しいものでもなかった」

　凜と沙弓はかつて決闘したことがある。互いの名めい誉よを懸かけたものでもなんでもなく、成り行きというか陰いん謀ぼうでする羽目になったのだ。結果は凜の勝利だったが、なんとも形けい容ようのしようがない決着であった。

　沙弓が足下の手紙を集めつつ、

「またやる？」

「冗じよう談だんはやめてもらいたい。なんの意味がある」

「そうね。言ってみただけ。私も御ご免めんだから」

「そう頻ひん繁ぱんに人間相手に刀は振ふるうものではない」

「私の拳こぶしもそう」

　沙弓が手紙を鞄かばんに詰つめ込こむ。それを潮しおに、なにも言わず凜は歩き出した。

　廊ろう下かを進む。一いつ瞬しゆんだけ、沙弓の言葉が思い浮うかんだが、すぐに打ち消した。馬ば鹿か馬鹿しい。あんな決闘は、一度で十分だった。この日本刀は大安売りするためにあるのではないのだ。どこかの軟なん弱じやくもの相手には抜ぬくことが多々あるが、それはそれとして。

　手紙がぽろぽろ落ちる。いちいち拾うので、中々教室にたどり着けなかった。

　まったく、決闘なんかよりこっちの方がよほど難儀だ。凜はそう考えていた。




　　　　○




　場面転てん換かん。

　葵学園二年Ｂ組の中なか田た一かず子こは、親のセンスを疑うたがいたくなる名前と裏うら腹はらにアイドル顔の美少女であり、演えん劇げき部ぶの部長でもあった。なにしろ見かけがよいので、他校に交流のため出かけると、頻繁に声をかけられる。

　当然のように「ぜひゲストで出しゆつ演えんして欲ほしい」との依い頼らいも殺さつ到とうする。大たい概がい当人も乗り気になるのだが、部員たちが「部長は忙いそがしいので」と断ことわり、絶ぜつ対たいに舞ぶ台たいに立たせようとしなかった。これは独どく占せん欲よくから来るものではない。一子はとんでもない大根で、まるで演えん技ぎに向いていないのだ。ついでながら音おん痴ちでもあり、その歌声はよく「驚おどろいた死体が生き返る」と称しようされる。

　にもかかわらず部長の地位に就ついていられるのは、政せい治じ力りよくのためだ。予算を引っ張ぱってくるのが上う手まいのである。このあたりＢ組で培つちかわれたスキルであり、部員も「うちの部長は演技さえしなければ一流」と思っている。彼女自身は色々言いたいことがあるものの、うまく部は回っていた。

　その彼女は腕うで組ぐみをして悩んでいた。

　眼がん前ぜんには一年生の女子部員がいる。手には数字の書き込まれたコピー用紙を持っていた。

「どうしましょう、部長」

「んー……」

「このままでは、次の発表会に出られません」

「洒落しやれにならないわね」

「それだけじゃありません。文化祭、次の発表会、他校との演劇交流会もピンチです。最悪です。葵学園演劇部存そん続ぞくの危き機きです」

　女子部員の顔は真しん剣けんだった。一子は普ふ通つうだが、これはトラブルに対してＢ組生徒の神しん経けいが麻ま痺ひしていることを示しめしている。

「前にもこんなことがあったわね」

「あれどころじゃないです。予算が全然無いんですから。ゼロですゼロ。からっぽ」

　彼女は手に持った予算書を振り回した。その勢いきおいたるや強きよう烈れつで、まるでサッカーアルゼンチン代表チームのサポーターだった。

「このままじゃ首をくくるロープも買えません」

「なんでそんなに金がないのよ」

「使ったからです」

「誰だれが」

「部長が」

「あたし金かね遣づかい荒あらくないわよ」

「荒いです。部室を見てください。ヴィクトリア朝風の豪ごう勢せいな衣い装しようにバロック調のセット。かつらに靴くつに小道具。全部部長が買ったんじゃないですか」

「全部部のためよ。きっといつか使う日が来るわ。明日あたり」

「ここのカラオケ代ってのが一番大きいんですけど」

「だって、みんなが歌が下手っていうから、あたしが練習しないと」

「うまくなったんですか」

「聞く？」

　一子は唇くちびるを湿しめらすと、最近ヒットチャート一位になった曲の最初を口にした。

　途と端たんに女子部員が口を挟はさむ。

「もういいです。分かりました。もっと練習をお願いします」

「なによ。酷ひどいわね」

「とにかくお金がないんですから、どうにかしてください」

「えー」

　一子は椅い子すから滑すべり落ちると、床ゆかをごろごろ転がった。

「もうお金ないわよー。いくらあたしでも限げん界かいあるもん。学校も実う家ちも、財さい布ふじゃないんだから。ない袖そでは振ふれないわよ」

「だだっこの真ま似ねをしたって騙だまされません」

「あーん、けちけちー」

「どんなに可愛かわいい振りをしたって無む駄だです」

　一子に可愛らしい仕草をさせると、相好を崩くずして「じゃあ今回は」となる人間は多くいる。なにしろツラがいいのだ。だが部員はそんな手口を十分知っているので、まったく引っかからなかった。それに床を転がるのはやり過すぎである。

　一子が起きあがる。椅子に座すわり直して頭を抱かかえた。

「……やっぱり自力で稼かせぐしかないのかしら」

「道路工事のバイトはしません」

「あたしだって嫌いやよ。あー、なにか企き画かくでも立てて、売り込みに行かなきゃならないのかしら」

「今からだと、学外のコンペはとても間に合いません」

「学校の中で処しよ理りするの？」

「そうです」

「うー、うー」

　彼女は冬とう眠みん前の熊くまみたいなうなり声を上げた。




　　　　○




　一方こちらは葵学園、新聞部の部室。

「あー、暇ひまね」

　部長の鳴なる尾お来らい花かは大きな声で言うと、古ぼけた椅子の背せもたれに寄よりかかった。

　椅子の前足を浮うかせ、後ろの二本だけで支ささえる。これでバランスを取るには意外とコツがいるが、慣なれているので容よう易いにこなしている。つまりいつも、同じことを呟つぶやいては同じポーズを取っているのだ。

「なんか面おも白しろいことないかな」

「部長」

　奥おくに座っている部員が反はん応のうする。

「変なこと言ってないで一面の煽あおり文もん句く考えてください。締しめ切きり明日ですよ」

「細かいなあ。あとはあたしのところだけなんでしょ。輪転止めりゃいいじゃん」

「そうもいかないんです。このままだと一部だけ真っ白になっちまいます」

「学校新聞なんだから、それも味よ」

「商店街にも配っているんですから、そんなことはできません」

「誰がこんなに手を広げたのよ」

「部長です」

　葵学園の学校新聞は、下手なタウン誌しよりも充じゆう実じつしていて面白いと、もっぱらの評ひよう判ばんであった。つまらない、地味、読んでも仕方ないのが定番だったのを、来花がエキセントリックなゴシップで覆くつがえしたのである。無む論ろんそのためには良りよう質しつの記事が必要なわけで、裏うら付づけになる予算は町内からの広告に頼たよっている。なので、決まった期日に出ないことは信用にかかわるのであった。

「分かったわよ、書く書く」

　椅子を戻もどしてペンを取り、ちゃっちゃと動かす。ネタは決まっているので、やる気になれば早かった。

「……でもさあ、これが出たらまた次があるのよね」

「新聞ですから当然です」

「どーも最近、マンネリで困こまるのよ。読者が離はなれたら、存そん亡ぼうの危き機きになるわ」

「前もそんなこと言ってましたね」

「読者に刺し激げきが必要なのと同じで、あたしたちにも刺激はいるの。部長のあたしが退たい屈くつってのはよくないのよ」

「なんか言い訳わけっぽいですが、分かります」

「新しい企画が必要よねえ。世間の耳じ目もくを集めるようなのが」

「そりゃそうですが」

「うーん……」

　来花はいくつか煽り文句を書き、いくつかに横線を引きながらうなった。このところ、いつも似にたようなことを喋しやべっている。面白い記事は新聞に不ふ可か欠けつで、なにより彼女自身の楽しみにも直結している。サメと同じで、泳ぎ続けなければ死んでしまうのだ。

　聞いていた女子部員が手を上げた。

「あの……またなにか作りますか。でっち上げで」

「でっち上げはいいんだけど、火のないところに煙けむりは上がんないのよね。苦く情じよう来るしさあ」

「それはでっち上げですから」

「噓うそじゃなくて刺激のあるものがいいわ。できれば人が死ぬとか」

「いきなり高いハードルですね」

「前にやった企画のファイル、取って」

　部員は背はい後ごのスチール棚だなから、分ぶ厚あついファイルケースを持ってきた。ここには来花が編へん集しゆう長ちようになってから仕し掛かけた企画が、全すべて束になって収おさめられている。

　彼女は煽り文句を考える作業を中ちゆう断だんすると、手早くめくっていった。

「……こう見てみると、あたしたちろくなことしてないのね」

「みんな同意見です」

「なにこの、真夜中に校庭に出しゆつ現げんする謎なぞの怪かい物ぶつって。どんなＵＭＡが出たのよ。旧きゆう支し配はい者しや？」

「それ、養よう鶏けい場じようから貰もらってきたニワトリの血を、夜中にばらまいたやつじゃないですか。すごい騒そう動どうになったんですよ」

「そういや警けい察さつ来たわね」

「授じゆ業ぎよう全部中止になりましたから」

　来花はなおもファイルをめくる。同じ企き画かくをしたいと言うより、ここからなにかアイディアが湧わかないかと思っているのだった。腐くさっても新聞部部長。新しい物好きでもある。

「……あー、これこれ。盛もり上がったわね」

　ファイルを大きく広げる。そこには、河か原わらで対たい峙じする二人の美少女の写真が添てん付ぷされていた。部員たちが寄よってきて、興きよう味み深げに眺ながめる。

　一人が言う。

「神城凜と、杜崎沙弓の対決ですか」

「本物の決けつ闘とうだったからね。部数もかなり伸のばしたわよ」

「賭かけもやったんじゃないですか」

「あれはＢ組が仕切ったけど、チケットの印刷はうちが一手に引き受けたから、そこのアガリも大きかったわ」

　来花はファイルをじっと見つめていた。しばし指をとんとんと叩たたく。

「……またやるか」

　え、と部員たちは声を上げた。

「対決ネタですか」

「この二人、もう決着ついたって思ってますよ」

　眼鏡めがねの部長は手を振ふって抗こう議ぎを遮さえぎる。

「もう一度、殴なぐり合いをさせるんじゃないわよ。それじゃ前と同じじゃない。もっと別のことで、耳目を引きつけるの。新聞部のテーゼはなに？」

「色と欲よくと金ですか」

「そう。つまり、色よ。この二人は美人と可愛かわいい系けい。その魅み力りよくを発はつ揮きできれば、読者も喜ぶと思わない？」

「そりゃそうですけど、どうやって」

　直ちよく接せつは答えずに、来花は椅い子すから下りた。手元の用紙には大きく丸がついている。

「煽あおり文はそれを使って。あたしは演えん劇げき部ぶに行ってくるから」

「なにをするんですか」

「新しい決闘の打ち合わせよ。決まってるじゃない」

　来花は力を込こめた返事をすると、部室から出て行った。




　　　　○




　凜としては珍めずらしく生物部もなく、剣けん道どう部は大会がずっと先だったので、授業が終わったら早く帰るつもりでいた。いつまでも校こう舎しやにとどまっている趣しゆ味みはない。最近は友人に付き合うせいか帰き宅たく時間にばらつきが出てきたが、それでも手早く切り上げていた。

　ただ今日は、風かぜ椿つばき玖く里り子こと一いつ緒しよに帰る約束をしていた。そのせいか、いざ帰宅となった瞬しゆん間かん、別の人物から呼よび止められた。

「ぜひ神城さんに出てもらいたいのよ」

　来花はやけに熱心であった。

「人手不足っていうか予算不足なんで、学校の中から助すけっ人とを頼たのむしかないの。どうかしら」

「は……」

「お願い」

　来花が手を合わせる。凜は返事をせず、じっと観察していた。

　この新聞部部長は凜と直接関係ないのだが、今まで何度も痛いたい目にあっている。なにしろ「噓も百回書けば真実になる」を地でいく人物で、快かい楽らくのためには他者の人じん権けんなど塵ちりより軽いと考えているのだ。

　なので表ひよう情じようを確かく認にんしているのだが、読み取れない。噓がとてつもなく上手なのか、心から自分の言っていることが正しいと信じているのか。

「もう一度訊ききます」

　仕方なく凜は言った。

「私が舞ぶ台たいに立つのですか？」

「そうそう」

　さも嬉うれしそうに、来花は答える。

「演劇部の予算が足りないらしくて、手近から綺き麗れいどころを集めて寸すん劇げきをするつもりなの。神城さんみたいな娘こがいれば、お客も集まるじゃない。だから」

「新聞部にどんな関係があるのです」

「うちは側面からのバックアップ。いい記事が書ければ、紙面も賑にぎわうから」

「私は演えん技ぎなどできませんが」

「いいのいいの。演劇部員ばかりじゃ飽あきちゃうから、いつもと違ちがう人がいいんだって。なんてったって神城さんは可愛いんだから、絶ぜつ対たい成功する」

　来花は力説していた。口調といい目の輝かがやきといい、本気なのは間違いない。

　凜は困こん惑わくしていた。根本的に親切な性せい格かくであり、学年とクラスが違うとはいえ同じ学校の生徒の頼みなのだから、なるべく引き受けようとは考えていた。しかし「演劇部の舞台に立て」なんて、変わっているにもほどがある。

「鳴尾さん、私は生物部の部員なのですが」

「知ってるわよ。でも剣道部の助っ人もしてるでしょ」

「演技とは遠いです」

「大だい丈じよう夫ぶよ、みんなアマチュアみたいなもんだから。神城さんの他ほかにも素人しろうといるし。ただ立っていればいいから。簡かん単たん」

「しかし」

「引き受けて。お願い」

「はあ……」

　そこまで言うなら、と凜は思っていた。たとえ畑違いの分野であるとはいえ、自分を評ひよう価かしている人がいるのは嬉しいことだ。

　そんな二人の様子を、玖里子が無言で観察していた。

「……ねえ鳴尾ちゃん」

「はい？」

　玖里子は軽く腕うで組ぐみをしていた。

「なに企たくらんでるの」

「え……」

「鳴尾ちゃんが本当に困こまって、こんなことするわけないでしょ」

　彼女の視し線せんは冷ややかだ。生徒会を裏うらから操あやつる女じよ性せいは、勘かんが鋭するどい。

「い、嫌いやだなあ。なにも企んでないです」

「凜の他に素人がいるってなに？　どんな生徒？　本当に演劇？」

「本当です」

　来花はわざとらしさのある大声を出した。

「一子がとっても困こまってるんで、新聞部も協力するんですって。同じ学校の生徒のピンチは、助けるのが友達じゃないですか」

「和樹が聞いたら、絶ぜつ対たいなにかあるって言いそうね」

「式森君も協力するって言いますよ」

　本当かしらと呟つぶやく玖里子。来花は彼女との話を打ち切って、凜に視線を戻もどした。

「ね、いいでしょ神城さん」

「ええ、まあ……」

　渋しぶ々しぶうなずく凜。来花が露ろ骨こつに胸むねをなで下ろした。

「よかった。断ことわられたら企き画かくそのものが成り立たなくなったのよ」

「なんです？」

「気にしないで。詳くわしいことは後で連れん絡らくするから」

「私は本当に立っていることしかできませんよ」

「それでいいから」

　来花は「帰る邪じや魔まして御ご免めんね」と言うと、手を大きく振ふり、また校こう舎しやへと戻っていった。

　あとには凜と玖里子が残された。

「……いいの、凜」

　玖里子が訊く。

「まあ……あそこまで熱心に頼まれると」

「あんたがいいならいいけど」

「立っているだけだそうですから、楽なのだと思ってます。これくらい構かまいません」

　剣けん豪ごう少女は、肩かたをすくめて返事をした。玖里子はどことなく心配そうであったが、なにも言わなかった。




　　　　○




　高身長の格かく闘とう少女、杜崎沙弓が捕つかまったのは二年Ｂ組の教室内であった。もっとも話しかけたのが同じクラスの一子なので、捕まったもなにもない。

　たまたま式森和樹と宮みや間ま夕ゆう菜なが近くにいたので、自然と四人で話をすることになった。

「それでお願いなんだけど」

　なにが「それで」なのか不明だが、一子は信心深い年とし寄よりのように両手を合わせて拝おがんでいた。

「ぜひぜひ沙弓に舞ぶ台たいに立ってもらいたいのよ」

「どうして私が」

　眉まゆ根ねを寄せる沙弓。彼女はいわゆる帰き宅たく部ぶで、凜のように運動部への助すけっ人とをしていない。そもそも部活動自体に興きよう味みがなく、勉強だけに集中しているのだ。トレーニング自体は寮りように帰ってからしている。

「演えん劇げきに興味はないわよ」

「気にしないから。あたしが部長をやってるような部よ。関係ないって」

「それはそれで変よ」

「身長が必要なのよ。舞台で絶対に映はえるわ。もう話題独どく占せん」

「背せの高い娘こくらい、演劇部にもいるでしょう」

「沙弓みたいな娘はいないって」

　彼女の身長は百八十センチ以上ある。確たしかにここまで大きいと、関東中の高校を見回しても滅多にいない。

「沙弓は女の子に人気あるでしょ。悪いけど客を引きたいの。絶対たくさん来るから」

「演技なんて知らないわ」

「いいの。沙弓でばっちり。ね、夕菜」

　いきなり振ふられ、夕菜は戸と惑まどう。それでもうなずいた。

「そうですね。杜崎さんなら格かつ好こういいから、喜ぶ人多いと思います」

「ほら。みんな言ってるから。式森君もそう思うでしょ」

「……うん」

　返事に間があったのは、一子の表ひよう情じようがどことなく必死だったことがあるからだろうか。

　沙弓はじっとクラスメートたちを見つめる。それから言った。

「やってもいいわよ」

「ありがとう」

　一子は喜んで礼を言う。

「助かった。これで演劇部も安あん泰たいね」

「オーバーよ」

「本当だって。予算全然ないんだから。少しでも入場料稼かせがないと」

「金かね儲もうけの片かた棒ぼう担かつぐことはしたくないんだけど」

「実費分だけ。儲けは来花が……」

「なに？」

「いや、なんでもないから」

　一子はにこにこしながら話をそらした。沙弓は怪け訝げんに感じつつも、

「練習はするんでしょう。演劇部で……」

「あ、それはなし。素人しろうとの素人っぽさを出したいから」

「変なのね。台本は？」

「ないわよ。ハプニング性せいを重じゆう視しするの」

　まるでドキュメンタリーというか、バラエティー番組みたいな手法だ。とても舞台劇とは思えない。

　湧わき起こる疑ぎ念ねんを無視し、一子は「よろしくー」と言って教室から出て行った。

「しょうがないわね、一子は」

　ふうっと息をつく沙弓。

「杜崎さん、よく引き受けたね」

「私はあまりクラスのことに参加しないから、少しくらいならやってもいいと思ったのよ」

「僕ぼくも参加しないけどね」

　なにしろ金とか権けん力りよく絡がらみで実にろくでもないため、彼は出たくないのである。陰いん謀ぼうと欲よく望ぼうがヘドロになっているクラスだ。

「和かず美みがいなければ平気よ。私が苦手なのはあの娘だけ」

「そう言うなら、いいんだけど」

　沙弓は校内全て見回しても、タフで強い。なにがあってもうろたえたりはしないだろう。和樹と夕菜は、共にそう思っていた。

　その予想は、少しだけ間ま違ちがっていた。
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　凜が新聞部に呼よび出されたのは翌日になってからのことで、わざわざ部員が教室で「ご足労願います」と深く頭を下げていた。一年生の凜に敬けい語ごを使う必要ないはずなのにそこまでするとはよほど重要な用よう件けんなのかと、彼女は生物部の用事をキャンセルして赴おもむいた。

　新聞部部室では、来花が満面の笑えみで出で迎むかえてくれた。

「ごめんなさい神城さん、呼び出しちゃって」

「いえ。なにかあったのですか」

「あったのじゃなくて、あるの。こっちへ」

　来花は凜を手て招まねきして部室を出る。隣となりの部屋へと移うつった。

　新聞部の隣は会議室になっている。ここは各部が自由に使える共用スペースになっており、今は来花の名前で予約がしてあった。

　テーブルと椅い子すが片かた方ほうに寄せられており、中央にはカーペットが敷しいてあった。

「これは……？」

「衣い装しようを作るから。採さい寸すんするの」

「出来合いのものでいいのでは」

「どうせなら、ちゃんと服も揃そろえようってことにしたの」

　二年生の女子がメジャーを手に立っている。今からやるらしい。

「ここでですか？」

「そう。靴くつ脱ぬいであがって」

　凜は言われるままカーペットにあがった。女子生徒が「まっすぐ立ってね」と指し示じする。

　首周りから測はかる。メジャーが冷たかった。

「じゃあ左手を上げて」

　言われたとおりにした。脇わきの下から腰こしあたりまでメジャーが伸のびる。

　かしゃっと音がする。

　来花が正面から写真を撮とっていた。フラッシュが顔を叩たたく。

「気にしないで」

　と新聞部の部長は言うが、これは気になる。

「なぜ写真を」

「衣装を作るときの参考にするのよ。一発勝負でいくから。なるべく資し料りようは多い方が」

「仮かり縫ぬいが必要なら暇ひまを作りますが」

「演えん劇げき部ぶがね、自分たちの実力を試ためしたいから仮縫いはなしにするんだって」

「変わってますね」

「まったく。あ、そのままそのまま」

　来花は何度もシャッターを押おした。凜はなんとなくだが、くすぐったいものを感じている。

「右手も上げてー」

　万ばん歳ざいの形に。ここも写真に撮られる。

「両手を頭の後ろに。ちょっと首をかしげて」

「……は？」

「早く」

　仕方がないので言うとおりにするが、妙みようである。

「足をちょっと開いて、カーペットに両手をついて」

「前ぜん屈くつですか？」

「うん」

「採寸と関係あるのですか」

「大ありだから」

　やはり言うとおりに。

　さらに注文は続き、寝ねっ転がってうつぶせになったり仰あお向むけになったり、横向きになって目をとろんとしてくれなどの、変な注文が次々に飛んできた。

　全すべて来花がカメラに収おさめていた。しかもいつの間にか、採寸係ではなく彼女が指示を出している。

「今度はスカートをちょっとめくってくれるような感じで……」

「待ってください！」

　さすがに凜が抗こう議ぎをした。

「それは変です！　衣装とはなんの関係もないではないですか！」

「いや、スカートの重さとひらひら具合が裁さい縫ほうに影えい響きようを」

「それは噓うそです。単なる写真のモデルなら、私は断ことわります」

「あー、ごめんごめん。じゃ、もういいから」

　来花は急いで謝あやまった。ただ、密ひそかに舌した打うちをしたような気がするのは気のせいか。

　採寸係の女子生徒は一礼して退たい出しゆつする。今度こそ二人だけになった。

「座すわって」

　来花がパイプ椅い子すを勧すすめる。凜は言われるままに着席した。
















「今度はなんです」

「えーとね、今度の舞ぶ台たいに関しての心こころ構がまえが聞きたいの」

「は？」

　凜が首をかしげる。

「心構えもなにも、私はなにをやらされるかまったく知らされていないわけで」

「いいからいいから。インタビューするからね」

「インタビューなんですか？　演劇と関係が……」

「パンフレットに載のせるのよ」

　来花はメモ帳とボールペンを出して膝ひざに載せた。ＩＣレコーダーも出してスイッチを入れる。

「じゃあ訊きくね。えーっと、この舞台への意い気き込ごみは？」

「意気込みもなにも、なにをやるかも……」

「一いつ般ぱん的な感想でいいから」

　渋しぶ々しぶ凜は返事をする。

「高校生として恥はじることのないよう頑がん張ばりたいと思います」

「演えん技ぎの経けい験けんは？」

「未経験です」

「恥はずかしいとかある？」

「多少は。すぐに慣なれるとは思います」

「はじめては誰だれがいい？」

「は？」

　思わず凜は聞き返した。来花はメモを眺ながめながら、

「だからはじめての演技の相手は？」

「どなたがパートナーになるのか知らされておりませんが」

「それでも、イメージくらいはあるでしょ」

　言われて、凜はしばし考えた。腕うで組ぐみをする。

「そう……ですね。相手の方も素人しろうとの方がほっとするとは思いますが、むしろ変に緊きん張ちようしてしまうかもしれません。むしろ経験があって、こちらをサポートしてくれる方が、どきどきしないですみます」

「なるほど、経験豊ほう富ふがいいと」

　眼鏡めがねの新聞部長は納なつ得とくしてペンを動かす。

「なんだか引っかかる言い方ですが……」

「となると、相手も年上がいいかな。経験を積むって言うと、やっぱり年は上になっちゃう」

「そうですね。年上は安心できます」

「ふむふむ……。あとはね……そう、着衣水泳についてどう思うかな」

「なんです？」

「着衣水泳。緊急時に服を着たまま泳ぐってのがあるでしょう。海岸歩いていたら波にさらわれちゃったとか、車ごと海に落ちちゃってかろうじて脱だつ出しゆつしたとか」

「演技とはまったく関係ありませんよね」

　来花が顔を上げて凜を見つめる。その顔は真しん剣けんだった。

「あるのよ。神城さんにとってもこの舞台にとっても重要。教えて」

　迫はく力りよくに圧おされ、凜はつい答えた。

「それは……泳ぎづらいですから、脱ぬげるのなら脱ぎます」

「ほお、いざとなったら脱ぐ、と。ためらったりしない？」

「緊急時なのですから、恥ずかしいとか言っていられないでしょう。自分の命がかかっています」

「なるほど。よく分かったわ」

　来花はにこやかな顔をすると、メモ帳を閉とじてＩＣレコーダーのスイッチをオフにした。凜に微笑ほほえみかける。

「どうもありがと。よく分かった。これでパンフレットもばっちり」

「はあ……。本当にいいのですか。関係ない質しつ問もんも混まじっていたような……」

「そんなことない。全部関係あるから。もう完かん璧ぺき。パーフェクト」

　それから来花は立ち上がると、「あとは全すべて任まかせて」と告げ、会議室を出て行った。




　　　　○




　ほぼ同時じ刻こく。二年Ｂ組の教室。

「では次の質問。演技について心がけていることは」

「自然体。演劇なんて初体験の人間なんだから、できることはほとんどないわよ」

「ふむふむ。自然体、身を任せると……」

　一子がメモを取る。奇くしくもこの二人は、凜と来花と同じように一問一答を繰くり返していた。

　やはり「パンフレットに載せるから」というのが、インタビューの理由である。沙弓は「目立つことは好きじゃない」と断ったものの、「知りたい人も多いんだから」と一子に説得されて承しよう諾だくした。そしてこうやって、教室の片かた隅すみで向かい合っている。

　一子は手のボールペンをくるくる回した。

「どんな衣い装しようが好き？」

「衣装は、演目によって変わるものでしょう」

「なにが着たいかってこと。脚きやく本ほんの参考にするから」

「別に……あえて言うなら、制せい服ふくのままが楽でいいけど」

「ふーん、大だい胆たんね」

　なにが大胆なのか、沙弓には不ふ可か解かいだった。一子は一人で納得している。

「じゃ、どこでやってるの」

「なにを？」

「えーと、あれ。格かく闘とう技ぎの練習」

「寮りようよ。夜中はうるさいから庭に出ているけど」

「そうだった？　気づかなかったな」

「静かにやってるつもりだから」

　返答に一子は感心したようにうなずくと、メモ帳に書き取った。

「どうもありがと。これでいいわ」

「ずいぶん長くかかったわね」

　沙弓は呆あきれていた。

「質問だけじゃなくて採さい寸すんまでやるなんて、聞いてなかったわよ」

「やれるうちにやっておかなきゃ。あ、まだあるから」

　彼女は一いち眼がんレフのデジカメを取り出した。

「立ってくれる？　衣装用の写真を撮とるわ」

「まったく……」

「やってやって」

　不承不承だったが、沙弓は立ち上がった。そこに一子が手のものを押おしつける。

「これ持って」

「……花？」

「そ。花束を抱かかえているところが撮りたいから」

　理由は言わなかった。演劇部の部長は黒板前に沙弓を立たせると、何度もシャッターを切った。

　注文はそれほど多くない。ただ沙弓には、レンズの前にいることがあまりいい気分ではなかった。

「もっと笑ってー」

「笑ってるつもりよ」

「おっかないから口から下だけを動かさないでよ……ま、いいや」

　それからも写真は撮られ、さすがに飽あきてきたころになると、解放された。

「サンキュ。これは使えるわ」

「使えるってなに」

「仕立てによ。決まってるじゃない」

　本当に「決まってる」のだろうか。沙弓は和わ裁さいも洋よう裁さいも詳くわしくないが釈しやく然ぜんとしない。一子はそんな彼女を無む視しして時計を見ていた。

　かなり時間が進んでいる。

「うわこんな時間。ごめんね」

「帰っていい？」

「いいわよ。あとはこっちの仕事だから」

　沙弓は返答を待たずに立ち上がると、鞄かばんを摑つかんだ。もう帰りの準じゆん備びはすんでいる。日直でもないので、やることはなかった。

　廊ろう下かを抜ぬけて下げ駄た箱ばこへ。人ひと影かげはまばらだ。部活にいそしむ生徒たちの声が、グラウンドから伝わってくるくらい。

　靴くつを履はき替かえて外に出る。また手紙が入っていたが、中を見ずに鞄に詰つめた。

　校門近くで、立ち止まる。例の剣けん豪ごう少女がいたのだ。

　相手がいなくなるまで待とうとしたが、そうもいかない。向こうもこっちに気づいていた。

「……またあなたか」

　言おうとしていた台詞せりふを言われた。

「最近よく会う。好ましい状じよう況きようではない」

　先手を取られたので、沙弓は露ろ骨こつにうんざりした顔を作る。

「お互たがい様。仲良くしようなんて私も思わないから、生活パターンがずれると嬉うれしいわね」

「私は部活があるから、いつもなら会うことはない。どうして今日に限かぎってこんなに遅おそいのだ」

「用事があったのよ。私は今日できることは今日するタイプなの」

　凜は台詞に反はん駁ばくせず、沙弓の手の中をじっと見つめていた。

「……花？」

「動物に見える？」

「似に合あうとは言い難がたい」

「私もよ。捨すてるのももったいないから、持って帰るんだけど」

「なぜ花など」

「花屋をやろうと思ってるのよ」

　沙弓はそのまま凜の横を通りすぎ、校門を出ようとする。剣豪少女は眼球だけを動かして後を追っていた。

「……試ためしに訊きくが」

「訊かれるのは好きじゃないの」

「さっき演えん劇げき部ぶの部長を見た。あなたとなにか関係あるのか」

「……同じクラス。友達ってほどでもないわ」

「……なら、いい」

　凜も背せを向ける。沙弓とは別方向に歩こうとしていた。

「あら。もうおしまい？」

「私もあなたとは極力会話をしたくない。それだけだ」

「一子になにかあるの？　惚ほれない方がいいわよ」

「馬ば鹿かなことを。……万が一、あなたと一いつ緒しよになったら最悪だと思っただけだ」

「そうね。あたしも最悪だと思うわ。だから私と並ならんで帰ることはない。そうでしょう」

「意見が一いつ致ちするところも最悪だ」

　そんなところも同感だったので、沙弓は会話を打ち切って銀杏いちよう並なみ木きに向かって歩いた。いくらなんでも、これ以上凜と一緒になることはないと思いながら。




　　　　○




　翌よく々よく日じつ。

　校内のあちこちには演劇部のポスターが貼はってあった。そこには『演劇部が送る夢ゆめの舞ぶ台たい　協力：新聞部』と書いてあり、虹にじのような色しき彩さいによって彩いろどられ、ところどころ傘かさのイラストが描えがかれていた。

　凜はそのポスターを自分のクラス前の廊下で確かく認にんした。

「どお。これが神城さんの出る舞台」

　いつの間にか、隣となりに来花がいる。彼女は円えん筒とう形けいのポスターケースを肩かたにかけており、誇ほこらしげであった。

「こうやってばんばん宣せん伝でんして、客を呼よんでるのよ」

「はあ……。耳じ目もくは集めると思いますが。それにしても私はまだ、なにをやるのか知らされていないので」

「サプライズなんだって。ほら、ポスターにもなにをやるか書いてないでしょ」

　確たしかに、演目だけは記されていなかった。よく見ると、出演者も書いていない。

「当日までのお楽しみなの。変なことにはならないから、安心して。フォローは万ばん全ぜん」

　根こん拠きよがあるのかどうか不明だが、とにかく言葉に力がある。凜としては引き受けた以上、うなずかざるを得ない。

「ま、大船に乗った気でいて」

　その時、遠くから男子生徒が近づいてきた。来花を呼んでいるようだ。

「ごめん神城さん。なにかあったら、新聞部の部室に来てね。演劇部には近ちか寄よらないで」

「どうしてですか」

「えーと、あれ、サプライズにならないから。そんなとこ」

　来花はそう言うと「授じゆ業ぎようがはじまるんじゃない」と告げて、凜を教室に押し込こんだ。剣けん豪ごう少女は仕方なしに、自分の席に着いた。




「なによ。あまり大声出さないで」

　うってかわり、来花が声を小さくする。凜に聞かれることを警けい戒かいしていた。

「ごめん。我が慢まんできなくて」

　男子生徒が片かた手てで拝おがむ。もう片方の手には財さい布ふを握にぎっていた。

「で、あのポスター欲ほしいんだけど」

「あれ？」

　新聞部部長は、後ろ手で貼はってあるポスターを指す。

「違ちがうって。裏うらのほうだよ」

「……いいわよ」

　ポスターケースを肩から下ろす。中から丸まった印刷用紙を出した。

「はい。お金はもらうから」

「いくらだって払はらうよ。うお、すげえ」

　男子生徒はポスターを広げて歓かん声せいを上げた。来花は急いで口に指を立てる。

「大きな声で言わないで」

「ごめんごめん。これ、本当にやるの」

「噓うそはつかないわよ。前売り券けんの販はん売ばいは明日になってから」

「いい席、回してよ」

「早いもの順だからね。あたしか一子を捕つかまえて」

　男子生徒は何度も礼を言うと、廊ろう下かを小走りに去っていく。

　手の中のポスターにはわずかだが「剣けん豪ごう少女対格かく闘とう少女」のロゴが見えている。当然のことながら、このことは今ここにいた二人しか知りようがなかった。




　　　　○




　そして当日。

　神城凜は眼がん前ぜんの女じよ性せいを穴あなが空くほど見つめていた。腹はらが立つとか立たないとか以前に、してやられた感が強くあった。考えてみれば、怪あやしげな兆候は沢たく山さんあったにもかかわらず、無む視ししていた自分が悪いわけで、文もん句くを言うのは天に唾つばをするようなものであった。

　相手の女性も、気持ちは同じらしい。

「……ねえ、これって嫌いやがらせ？」

　沙弓は憎にく々にくしげに言った。場所は体育館に付ふ随ずいしている舞ぶ台たいの裏手。ここが役者の待機場所となっている。

　凜は当日になってから来花に呼ばれ、ここまで来た。しかも目め隠かくしをさせられて手を引っ張ぱられたのである。「サプライズだから」というのがその理由だが、沙弓を見ないようにさせる魂こん胆たんだろう。これは相手の沙弓も同じだったらしく、同時に目隠しを取って驚おどろいていた。

「あなたが仕組んだ嫌がらせなの？」

「私ではない。誰だれがこんな手間などかけるか」

「私でもなければあなたでもない。じゃあ誰の仕し業わざかしら」

　答えなぞ決まっていた。元げん凶きようが二人、連れだってやってきたのである。

「やーやー、待たせてごめんねー」

　来花はにこやかに言う。

「準じゆん備びはオッケーだから」

「お客さんもすごいの」

　一子も満面の笑えみで喋しやべる。

「押おすな押すなの大だい盛せい況きようよ。前売り券も全部さばけて、一万二千円のプラチナチケットまで全部売れたわ。演えん劇げき部ぶの危き機きは、二人のおかげで回かい避ひされたわよ」

　実に嬉うれしそうだ。実じつ際さい、売り上げのおかげで色々助かったのだろう。

　対照的に凜と沙弓の表ひよう情じようは、苦いなどというものではない。

「私たちを騙だましたのですか」

　と凜。来花は大おお仰ぎように驚く。

「とんでもない。噓なんかついてないわ。本当のことも言ってなかっただけで」

「それが騙すことなのです！」

「だって納なつ得とくしてくれたじゃない」

　来花はちっとも悪いことをしたと思っていなさそうだ。さすが二年Ｂ組生徒である。凜は彼女の頼たのみを聞いたことを、心の底から後こう悔かいしていた。

　沙弓は腕うで組ぐみをしながら、一子に顎あごをしゃくる。

「これ、なんなの」

「なに？」

「このポスターよ」

「いい出来でしょ。芸げい術じゆつ的で」

「『剣豪少女対格闘少女　対決ミスコン』のどこが芸術なのよ！」

　沙弓は一枚まいだけ貼られたポスターを、ばんばん叩たたいた。

　つまり今日は、演劇部主しゆ催さいのミスコンなのであった。しかも女子人気の高い二人を（騙して）呼よび、客も彼女たちのファンで埋うめ尽つくす企き画かくなのである。こう考えると高いチケットが売れるのも道理で、男より女の方が購こう買ばい能のう力りよくが高いのである。

「対決ミスコンってなに」

「文字通り。どっちが人気あるのか決めるのよ」

「演えん技ぎはどうなったの」

「別に演技したっていいわよ。そういうのも加点されるから」

「私は演劇だって聞いたから来たのよ！」

　激げつ昂こうする沙弓。だが一子は「なに怒ってるのかしら」と言いたげだ。

「苦手だって言ってたじゃない」

「そりゃ言ってたわよ」

「だからミスコンにしたのよ。演技しなくていいし、立ってるだけでもいいから。よかったじゃない」

　どうも親切のつもりらしい。二人にしてみれば、大きなお世話よりさらに酷ひどかった。

　せめて視し線せんで死なないものかと、凜は来花と一子を睨にらみつけた。

「なにをさせるのです」

「とりあえず舞台に出て。あとは一子が司会をするから従したがってくれればいいの」

　薄うすい壁かべの向こうから、なにやら歓かん声せい。きっと興こう奮ふんした観客がなにかコールをしているのだろう。

「……一体なんです」

「あー、これ配ったから盛もり上がってんの」

　来花が二人に、薄いパンフレットを渡わたした。

　映画やコンサートで買うような、フルカラーの豪ごう華かなものだった。投とう資しするところはちゃんと投資している。どうせこれも高い金で買わせ、経けい費ひ分は回かい収しゆう済ずみなのだろう。

　ページをめくると二人の紹しよう介かい記事が載のっている。目を通してぶっ飛んだ。

「なっ……なんですかこれは！」

「ふざけないでっ！」

　凜と沙弓が同じタイミングで叫さけぶ。

　中には以前受けたインタビューが掲けい載さいされていた。それはいいが、内ない容ようが恐おそろしいまでに変へん質しつしていた。

「私のインタビューなんですが！」

　凜がパンフレットを振ふり回す。

「このミスコンへの意気込みが、『高校生として恥はじることのないよう頑がん張ばる』になっています！」

「だってそう言ったじゃん」

「あれは舞ぶ台たいについて聞かれたからです。演劇だと思ってました。他にも、『付き合う男だん性せいは年上がいい』などと……！」

「安心できるんでしょ」

「意味が違ちがいます！　それに、こ……これ」

　凜はわなわなと震ふるえる。

「ここの、今まで……Ｈ……したのかという質問になって……！」

「未み経けい験けん。そう聞いたからなんだけど、もしかして経験済みだった？　訂てい正せいしよっか」

「こんな質問に答えたつもりはありませんっ！　しかも『服を着たままで、どうしてもの時は脱ぐ』となってます！」

「服を着たままなんて、いきなりマニアックじゃない？」

「着衣水泳の話だったでしょう！」

　剣豪少女の顔は真っ赤であった。珍しいことに、沙弓も頰を染めている。

「私のこれ……心がけていることが、自然体になってるわよ」

「自然体でしょ」

「なんでＨの時の心構えになってるのよ！　それに、『一人Ｈは制服のまま夜中でやる』ってなによ！　誤解されたらどうするの!?」

「誰に？」

　意地悪っぽく聞き返す来花。

「ねえ、誰に？」

　沙弓は表ひよう情じようを変え拳こぶしを握にぎりしめたが、さすがに自じ制せいしていた。

　苦情を抑え込み、陰いん謀ぼうを企たくらんだ二人は、「わたしたちはいい仕事をした」と言いたげな笑え顔がおを作っていた。

「このパンフのおかげで盛り上がったのよ。見てよここ。二人の写真を合成したやつ。花を持ってる沙弓が宝塚みたいでたまらないわ」

　一子が無む責せき任にんにはやし立てる。沙弓は何な故ぜか男だん装そうに替かえられており、凜は両手を変な角度で上げたままベッドで寝ねかされていた。

「神城さんは、男に押し倒たおされたまま無む抵てい抗こうという設せつ定ていで……」

「やめてください！　怒おこりますよ！」

「やめられないわよ。刷っちゃったし、みんな持ってるもん。ネットオークションでも高たか値ねがついたんだから。発送したし」

　ほとんど居い直なおり強ごう盗とうの論ろん理りであった。ネタにされた方は悲劇である。

　怒りで口がきけなくなりつつある二人を放置し、来花が客席を確かく認にん。

「いいね。十分場も暖あたたまってる」

「……あれは暖まってるを通り越こしてるわよ」

　と沙弓。興奮がすごい。喧けん噪そうを耳にするだけでも、もはや南米のサッカースタジアム状じよう態たいであった。

「そろそろ時間ね」

　一子が左手首をひっくり返す。来花が手を叩たたいた。

「さ、あそこから登場だから。この企き画かくの成功は二人にかかってるわよ」

　失敗してしまえと、二人は呪のろいながら舞台へ向かった。




　幕まくの袖そでから現あらわれると同時に、客席から声が上がった。

　圧あつ倒とう的に女子生徒が多い。男子生徒もいるにはいるが、エネルギーは完全に女子だ。黄色い声どころか救急車のサイレンである。内ない容ようも「凜ちゃーん！」「沙弓様ー！」と様々だ。叫ぶことによって自分の存そん在ざい価か値ちが高まると考えているかのようであった。隣となりの人間とひそひそ話をしている女の子もいるが、これはパンフレットを見ながら妄もう想そうを膨ふくらませているのである。

　体育館の後方と天てん井じよう近くのキャットウォークには、横おう断だん幕まくが掲かかげられていた。「凜ちゃんＬＯＶＥ」「Fight! 沙弓様」「愛あい刀とう一いつ閃せん」「沙弓様のパンチは岩をも砕くだく」など。このときのために用意してきたのだろう。

　応おう援えん断幕だけではなく、自じ派は閥ばつのアピールに余よ念ねんがない集しゆう団だんもいる。「Ｒ・Ｉ・Ｙ（凜ちゃんを愛してやまない）連合」「沙弓同どう盟めい」「刀の錆さび派」「杜崎軍」等々。一いつ般ぱん生せい徒ととにははじめて見る名めい称しようばかりだ。「ＳＫＨＮＳＨＳＯ（沙弓様に身体からだ中ハチミツで塗ぬりたくられて森林に放置されたまま生しよう涯がいを終えたい）」は筋すじ金がね入いりのマゾ男子の集団。凜と同じ胴どう着ぎを着用している「神城党とう」は、少数ながら気合いが入っている。

　二人の後ろから一子登場。驚おどろいたことに「一子ちゃーん」との声せい援えんもあった。

「はーい、ありがとうございまーす。でも今日の主役はこの二人。拍はく手しゆをどーぞー」

　パチパチパチパチパチ。体育館が震動どうした。

　二人は若じやつ干かん距きよ離りを開け、並ならんで立っていた。どちらも心なしか緊きん張ちようしている。無理もないが。

　マイク片かた手てに司会を続ける一子。

「ではミスコン対決を前に、意い気き込ごみを聞いてみましょう。神城さん」

　こけしみたいなマイクを突つきつけられ、凜の頰ほおは引きつった。

「…………」

「このミスコンにかける意気込みは」

　一子は小声で「ここで暴あばれるわけにはいかないわよ」と告げる。凜の痙けい攣れんはいっそう大きくなった。

「……が、がんばります」

「あー、神城さんは緊張しているようですねえ。では杜崎さん」

「…………」

「沙弓？」

「せ……精せい一いつ杯ぱいやります」

　沙弓の表情も平へい常じようとは言い難がたい。もちろん一子は無む視ししていた。

「二人とも硬いですねー。ではまず緊張をほぐすことをやってもらいましょう」

　ガラガラガラ。キャリーの音がして、やけに大きい舞ぶ台たい装そう置ちが運ばれてきた。ふたりの背はい後ごに置かれる。

　クローゼットみたいなものと、移い動どう式しきの更こう衣い室しつのセットであった。それ以外にも、シールの貼はられた掲けい示じ板ばんが一子の隣にセットされる。

「まず初戦。これです。じゃん！」

　掲示板のシールを剝はがす。「コスチュームコンテスト」と書かれていた。

「お二人には、ここで着き替がえをしてもらいます」

　一子が手元のメモに目を落とす。

「簡かん単たんに言えばコスプレです。着替えてもらい、観客の皆みなさんに見てもらいます。より似に合あっている方に拍手をしてください。つまり、皆さんが審しん査さ員いんとなるのです」

　おおーと観客席がざわめく。ライブ性せいに気持ちが高こう揚ようしていた。

　体育館の中で、たった二人のみが苦情を申し立てていた。

「なんでここまで！」

「私たちで遊ぶ気!?」

「遊んでないわよ。義ぎ務む」

　一子は当然のように返答。

「そんな義務がありますか」

「帰らせてもらうから」

「えー、みなさん、ちょっと出場者から軽いクレームが出ました。お待ちください」

　ぴっ。マイクのスイッチが切られる。演えん劇げき部ぶの部長は声を低くした。

「協力してくれるって言ったでしょ。あれなに。噓うそだったの。神城家と杜崎家は噓つきの家か系けいだったの」

「噓ついたのは一子でしょう。こんなこと聞かされてなかったわよ」

　沙弓の正せい論ろんだったが、Ｂ組生徒に通じるはずはない。

「聞かせてないだけよ。私たちはオーバーに言ってみただけで、全部合法。それにここで退たい場じようしたらせっかくの女の子たちが失望するじゃない。それでもいいの。私たちは構かまわないわ。評ひよう判ばんが落ちるのはあんたたちで、私たちじゃないから」

「……最低」

「褒ほめ言葉ね」

　高校生とは思えない台詞せりふを吐はいて話を終わらせる。マイクのスイッチを入れた。

「はーい。それではコスプレコンテスト、スタートでーす！　お二人は、入って入って」

　追い立てられるように、凜と沙弓は更衣室に入れられた。

　内部にはそれぞれ、一名の演劇部員がアシスタントとして着替えを手伝う。もちろん一子の手のものだ。

　一子がにやりとする。

「ではここで、早くもサービスターイム！　着替えの生なま中ちゆう継けいをしちゃいましょう！」

　きゃああと観客席から期待する声。

「えー、まずは杜崎沙弓さんからです。更衣室のアシスタントは収しゆう録ろくマイクを持っていますので、リアルタイムに受け答えができます。あーあー、聞こえますかー？」

　少しの雑ざつ音おんと共に、演劇部員が返事をした。

「はい聞こえます。現げん在ざい、杜崎さんは着替え中です。最初、かなり抵てい抗こうしていましたが、趣しゆ旨しを説明すると渋しぶ々しぶ……いえ、喜んで着替えはじめました。ちょうどスカートを脱ぬいでいるところですが……」

　体育館に衣きぬ擦ずれの音が響ひびく。客席からは「おおっ」と声。

「スカートを脱ぎ終わりました。えー……パンツが、意外と大だい胆たんというか……なんか黒……あ、杜崎さんが気づきました。こっちに……え？　なにもしてませんよ。してませんから。こっ、これはただのバッチでマイクじゃ……イヤホン千切らないでください。ちょっと！」

「レポーターさん、レポーターさん？」

　あとは何度一子が呼よびかけても返答はなかった。彼女は何事もなかったかのように呼びかけ先を変更する。

「今度は神城凜さんのところです。具合はいかがでしょうか」

「…………」

「レポーターさん？」

「……は、はい。レポーターです。ええっと、着替えの様子をレポートしようとしたんですが、神城さんに日本刀を突つきつけられて『喋しやべったらどうなるか分かりますね』と忠ちゆう告こくされました。現げん在ざいわたしは、目め隠かくしした状じよう態たいでなにも見えません。もしかしたら服を脱いでいるのかもしれませんが……あ、首くび筋すじに冷たいものが当たりました。なにも喋らない方がいいようです」

「……えー、さすが葵学園の誇ほこる戦せん闘とう少女のお二人ですねー。抜ぬけ目がありません。レポーターの二人はこの場で切り捨すてるとして……着替え終わったでしょうか」

　返事はないが、雰ふん囲い気きで一子は終わったと判はん断だんした。

「はい。それでは、お二人の登場です。着替え終わっていようがいまいが、カーテンは開かれます。では、どーぞー！」

　ざっとカーテンが引っ張ぱられた。

　早くも本日何度目かの歓かん声せい。二人はむすっとしたまま進み出てきた。

　凜はセーラー服に日本刀であった。葵学園の制せい定ていの、ブルーを基き調ちようにしたちょっと変わった服ではなく、「キル・ビル」で栗山千明が着ていたあれであった。胴どう着ぎ姿すがたを見み慣なれている人には、新しん鮮せんかつ「定番の可愛かわいらしさ」があった。

　そして沙弓は、なんと水着だった。しかも上下が分かれたビキニ。ボトムこそパレオがかかっていてラインがよく分からないが、トップは張りのある胸むねを存ぞん分ぶんに強調したデザインだった。背せが高くてスタイルがいいものだから、非ひ常じようによく似に合あう。

「おおーっと、これはすごい！　杜崎さん、初回から実に大胆です！」

　一子まで興こう奮ふんのあまり、手を振ふり回していた。

「いきなりの水着姿！　これは大胆！　女のわたしが見ても興奮、鼻血ものです！　……あ、写真撮さつ影えいは禁止です。あとで専せん門もんのカメラマンによる生写真を販はん売ばいいたしますので、そちらをお買い求めください。では、インタビューをしてみましょう」

　沙弓にマイクが向けられる。

「大胆ですねー」

「……あのね」

　沙弓の目がぎろりと動いた。

「着替えろって言われたって、これしかなかったんじゃ……」

「はいはーい。『一度でいいからこういう格かつ好こうをしてみたかった』そうです。さすが杜崎さん、わたしたちの期待を裏うら切ぎりません！」
















「そんなこと言って……」

「では次は神城さんです」

　沙弓は怒いかりの持っていきどころがなくなり、対照的に凜はそれほど怒おこっていなかった。

「……見ての通りです」

「可愛らしいセーラー服姿ですが、ビキニには敵かなわないのでは」

「別に。いいです」

　剣けん豪ごう少女は日本刀を提げたまま肩かたをすくめた。

　さて採さい点てんである。拍はく手しゆによって決めるという大変アバウトな方法だったが、二人なのであまり問題はなかった。

「ではいきます。まずはセーラー服も凜り々りしい神城さん！」

　ぱちぱちぱちぱち。

「次です。ビキニの水着もまぶしい杜崎さん！」

　ぱちぱちぱちぱちぱちぱちぱちぱちぱち！

「これはもう圧あつ倒とう的ですね。杜崎さん先勝でーす！」

　どこからか持ってこられた得点板に、０─１と記入される。観客席が盛もり上がった。

　いったん凜と沙弓は更こう衣い室しつに戻もどされ、元の服となる。その間も企き画かくは進行していた。

「勝者に屈くつ辱じよく感が、敗者に安あん堵ど感があるのが変わっていますが、次に行きたいと思います。今度はこれ！」

　掲けい示じ板ばんのシールが剝はがれる。今度は「告白タイム」となっていた。

「さあ、ある意味目玉の企画、告白タイムです。ここではお二人に様々な人から告白してもらい、より印象が強い方が勝者となります。判定するのは観客の皆みなさん。そして、告白するのも観客の皆さんです！」

　がやがやと客席がざわめく。いきなりの参加企画に興奮はしているのだが、どうすればいいのかまだ分かっていない。

「落ち着いてください、落ち着いてください。購こう入にゆうしていただいたチケットの裏うらに通し番号が打ってあります。今から当選者を発表しますので、舞ぶ台たいに上がってください」

「待ってください！」

　凜が一子にクレームを付けた。

「なんで告白になるのです。そういうものなのですか!?　こんな衆しゆう人じん環かん視しのもとでするものではなく……」

「どこからか苦く情じようが出ていますがもちろん無む視しします。では発表です。六十八番、八十四番、百五番……」

　番号で呼よばれるたびに、生徒が続々と壇だん上じように上がってくる。それは見事に全員女子生徒であった。

　珍めずらしいことに、沙弓が凜の袖そでを引っ張ぱった。

「ちょっと、全員女の子よ……」

「分かっている。が、私になにをしろというのだ」

「私に手紙をくれた娘こも混まざっているのよ」

「私の方もだ。見なかったことにしたい」

「あなた、こういう趣しゆ味みある？」

「あるわけないだろう。あなたはどうなのだ」

「同意見よ」

　いつもみたいに「意見が同じなのが腹はら立だたしい」みたいなことも言わない。すでに判はん断だん力りよくの限げん界かいを超こえそうになっているのであった。

　二人の葛かつ藤とうを知ってか知らずか、一子は吞のん気きに司会を続けていた。

「では先頭のかたから告白をはじめてください。プレゼントや手紙も構かまいませんので」

　最初はショートカットの一年生であった。凜はこの娘に見覚えがあった。同じクラスだったのである。

　その娘は人生の一大決心みたいな表情をしていた。つかつかとやってくる。相手は当然凜。

「凜……」

「な……なんでしょう……」

　剣豪少女がたじろぐ。馬ば鹿か話ばなしが好きなクラスメートで、ここまで真剣なところを見たことがなかったのだ。

「あたしのこと、どう思ってる？」

「クラスメートだろう……」

「そうじゃなくて……一人の女として」

「女……女以外のなんだというんだ……」

　彼女は凜の両手をがっしと摑つかむ。

「凜！　あたしはあなたのためならなんでもできる！」

「待ってくれ……！」

「あなたが生やせと言うのなら生やすわ！」

「待てというのに……！」

　それからもショートカットの少女は、散々凜に告白し、最後はなぜか走って去っていった。

　どっと疲つかれる凜。司会の一子は嬉うれしそうだ。

「これはなかなかのものが見られました。さて次の人はどちらでしょう」

　今度は二年生の女子だった。背せは高い。バスケットボール部に所しよ属ぞくしている生徒である。

　沙弓の前まで来る。やはり百八十以上ある沙弓の方が高く、ちょうど顎あごあたりに顔がきていた。

「沙弓……わたし、前にあなたに手紙を書いたわよね」

　格かく闘とう少女はゆっくりうなずく。

「覚えているわ。忘わすれたいけど」

「わたしずっと恋こいだと思っていたの。あなたは男よりずっと格かつ好こういいわ。そこが好きだった」

　彼女はそこまで呟つぶやくと、目に涙なみだを浮うかべて沙弓を見つめた。

「でも、たった今、違ちがうって分かった。わたしはあなたのことを本気で愛してなかった。ただ、わたしよりも背が高いところに惹ひかれていただけ。ただの憧あこがれだったの。これからは、凜ちゃんを愛すわ！」
















　叫さけんで、凜の元に走る。そして「ちっちゃくって可愛かわいい！」と抱だきついた。

　びっくりして硬こう直ちよくする剣けん豪ごう少女。「きゃー！」という嬉しそうな悲鳴と、「離はなれなさいよー！」との罵ば声せいが交こう錯さくする。

「はーい、踊おどり子……じゃなかった、出しゆつ演えん者しやには手を触ふれないでくださーい。いや意外な展てん開かい、神城さんは年ねん齢れい問わず受けが良い様です」

　それからというもの、女子生徒たちは次々に凜の元で告白した。無む論ろん沙弓派はもいるが、凜の方がバリエーションが豊かだ。握あく手しゆしただけで感かん激げきのあまり泣き出すもの、いつの間に用意したのかプレゼントを渡わたそうとするもの、すさまじいのは婚こん姻いん届とどけすら持ち込こんでいた。女同士はさすがに無理なのだが。

　一子は後方に下がって安全を確かく保ほしつつ、実じつ況きようを続けていた。

「これはすごい。神城さんモテモテです。あちらこちらからやってくる女子ばかり。杜崎さんファンは整列していますが、神城さんファンは秩ちつ序じよがありません……あっ、今列の後方から女子が飛び出しました。抜ぬけ駆がけをするつもりです。列のあちこちから引き留とめようと手が伸のびますが振ふり切っています。うまくいくでしょうか……あーっ、別の女の子がタックルした！　直前でリタイアです。しかもタックルした子が先頭に行こうとしてます。また別の女子が……いえ、抜け駆けされてたまるかと一いつ斉せいに出てきました。もはや列は体を成しません。どさくさに紛まぎれて舞ぶ台たい下からも登ってきました！　もう滅め茶ちや苦く茶ちやでーす！」

　これぞカオスである。凜のファンたちは、周囲は全すべて敵てきとばかりになぎ倒たおしながら突つき進んでいく。将しよう来らいさぞバーゲンセールで活かつ躍やくするであろう。

　舞台上で凜はもみくちゃになっていた。一子が後方からマイクをつきだす。

「神城さん、現げん在ざいの感想は!?」

「…………」

「えー、あまりのことに口がきけなくなっているようです。杜崎さんの方は……あー、整然としていますねー。秩序だっています。大人です」

　沙弓のファンたちは慌あわてず騒さわがず、むしろ混こん乱らん状じよう態たいにある凜の方を冷ややかな目で見つめていた。

「じゃあ、杜崎さんに訊きいてみましょうか。この状況をどう思いますか？」

「同どう情じようするわ。ほんのちょっぴり」

　沙弓は親指と人差し指で、二ミリくらいの隙すき間まを作った。

　凜を中心とした混こん沌とんはしばらく続いたあと、スタッフが総そう出でで割わり込んでなんとか沈ちん静せい化した。負ふ傷しよう者しやは多数にのぼり、全員保ほ健けん室しつへと運ばれていった。

　一子は平然と元の位置に戻もどる。

「皆みなさん、席にお着きください。時間はかかりましたが、採さい点てんを開始します。まずは杜崎さん」

　ぱちぱちぱちぱち。秩序だったそれなりの音。

「次です。神城さん」

　ぱちぱちぱちぱちぱちぱちぱち！　先ほどまでの混乱をそのまま音に表あらわしたかのような壮そう絶ぜつさであった。

「これはすごい。神城さんの圧あつ勝しようです。先ほどの劣れつ勢せいを見事挽ばん回かいしました！」

　得点板が１─１となる。

「これは白熱しております。神城さん、感想を」

「…………」

「まだショックが尾おを引いているようです。ちょうどいいので休きゆう憩けいにしたいと思います。十五分後に再さい開かいですので、お早めにお戻りください」




　　　　○




「凜ちゃん、凜ちゃん？」

　剣豪少女は揺ゆさぶられ、しばらく右に左に傾かたむいていたが、やがてはっとした。

「平気？」

　和樹が覗のぞき込んでいた。自分では記き憶おくがないが、舞台裏うらに連れ込まれており、椅い子すに座すわらされていた。

　隣となりには沙弓がいて、夕菜が面めん倒どうを見ていた。ただし凜と違ちがい頭ははっきりしているようだ。

「凜ちゃん？」

　再ふたたび和樹が訊く。

「ああ……大だい丈じよう夫ぶだ」

「なんかずっと、ぼーっとしていたんだって？　僕ぼくたちここにいたから知らないんだけど」

「悪あく夢むみたいなことがあった。今日はずっと悪夢だが……どうでもいいが、触さわるな」

　和樹が肩かたに手を置いていた。

「あ、ごめん」

「別にどかさなくもいい」

「触っちゃ駄だ目めなんじゃ」

「うるさいな。いちいち反はん論ろんするな」

「……えーと、気分悪いのなら保健室に」

「いい。ここまでやったのなら、最後までしないと気分が悪い」

「でも……」

「いい」

　顔に似に合あわずというか、似合って頑がん固こである。元々根気はある方で、今は「杜崎の女より先に断だん念ねんするわけには」と意地になっていた。

　沙弓はなにも言ってないが、やはりやめるつもりはない模も様よう。凜が続けるからだろう。互たがいに「家のことは関係ない」と言いつつも、相手に弱みを見せたくないのだ。

　とはいえ、明らかに生気は失いつつあり、二人とも目の下に隈くまが出ている。

「はじまるよー」

　来花が呼よびに来た。嫌いや々いやながらも立ち上がる凜と沙弓。

「凜ちゃん……その、頑がん張ばって」

「式森……」

　凜は指先を動かして、和樹を呼び寄よせる。

「頼たのみがある」

　そして、彼の耳元になにやら囁ささやいた。




　　　　○




　短い休憩であったが、観客席はやはり満杯となっていた。どうもほとんどの人が出ていかなかったようだ。

　舞台では来花が「凜ちゃんは可愛かわいいかー！」「おおー！」「沙弓は格かつ好こういいかー！」「おおー！」とコールしている。春しゆん闘とうよりよほど迫はく力りよくがあった。

　散々ボルテージが上がったあと、一子が引き取る。

「さて、盛もり上がったところで最終決戦です。ちょうどスコアは一対一。ここで勝負が決まります。どちらが勝つのか、まったく予よ断だんを許ゆるしません。最後の勝負は、これです！」

　ゴロゴロゴロ。大きなセットが引き出されてくる。それはキングサイズのベッドであった。

　同時に掲けい示じ板ばんに勝負のタイトルが表ひよう示じされた。「百ゆ合り勝負」

「最後のテーマは百合です！　ここにありますのは、見ての通りベッド。お二人にはここで演えん技ぎをしてもらいます。もちろん、百合っぽいやつ」

　きゃーと歓かん声せい。

「自分が初体験のときを想そう像ぞうして、ぜひ二人で絡からみ合ってください！」

　体育館は大おお騒さわぎとなった。大半を占しめる女子生徒は騒ぐわ飛び跳はねるわ足を踏ふみならすわ、アイドルコンサート並なみの喧けん噪そうだ。なにを間ま違ちがったかＸジャンプをする娘こもいる。

　たまげたのは凜と沙弓である。

「馬ば鹿かなことを言わないでください！」

「こんなの聞いてないわよ！」

　この場合の百合は花の名前ではなく女の子同士のアレな恋れん愛あいのこと。しかし二人は不ふ俱ぐ戴たい天てんはオーバーとしても、嫌きらいあっている仲である。三足飛びくらいに関係を深めることなんてあり得ない。それ以前に、いきなり百合を前面に出すのはどうだとか、ベッドで絡むのは百合じゃなくてＡＶ撮さつ影えいだとか色々ある。

　一子はわざとらしく、片かた手てで耳を塞ふさいだ。

「出演者の文もん句くは禁止です」

「なにを言ってるんです、先生を呼びますよ!?」

「ほお、そうですか」

　凜の苦く情じようをまったく受け付けなかった。この日の体育館は「生徒会文化部局」によって借りられており、人死にでも出ない限かぎり教きよう師しはやってこない。なのでブルーフィルムもびっくりな行こう為いがはじまっても止める人間はいないのだ。

　もちろん司会の一子や首しゆ謀ぼう者しやの来花に、こんないいところで終わらせるつもりはさらさらない。

　一子はマイクを握にぎりしめ、観客席を煽あおった。

「みなさーん、二人の百合シーンを見たいですかー!?」

「見たい見たーい！」の返答。凜派はと沙弓派は本人同士と同じで仲がよくないのだが、大多数を占しめる「実情より妄もう想そうが先走っている女子生徒」たちが諸もろ手てを挙げて賛さん成せいしていた。

「いやー、大だい盛せい況きようです。実に熱い。もちろん、お二人はこの熱気に応えていただけると信じています！」

　そう伝えることによって、さりげなく逃にげ道を塞ふさぐ。演えん劇げき部ぶ員いんが舞台の袖そでに待機し、物理的にも逃げ道を塞いでいた。

　天てん井じようからスクリーンが下がってくる。ベッドのまわりにはカメラが設せつ置ちされていた。

「今回は大サービス。ベッドでなにをするのか、後ろの観客席でも見えるように放送します！　ＤＶＤ販はん売ばいも予定しておりますのでご安心ください！」

　あちこちから湧わき起こる拍はく手しゆ、拍手。ほとんどソビエト共産党とうの党大会であった。

　凜と沙弓は、一子によってベッドまで引っ張ぱられた。

「お二人にはこの中で色々なことをしてもらいます。色々なことがなにを意味するのか、分かりますね？」

「…………」

「…………」

「沈ちん黙もくは肯こう定ていと解かい釈しやくします。この勝負は相手に天国を見せてあげた方の勝利。簡かん単たんに言って、イカせた方の勝ちってことです」

　過か激げきすぎる得点方法に、会場の熱量は鰻うなぎ登のぼりとなっていた。皆みな、前へと押おし寄よせている。スクリーンがあってもできる限かぎり生で見たいのだ。文字通りの大だい混こん雑ざつであった。

「お二人は開始準じゆん備びをしてください」

「…………」

「…………」

「ほら、入って入って」

　会場の圧あつ力りよくに押され、凜と沙弓は両りよう脇わきからベッドに潜もぐり込こんだ。それだけできゃーと悲鳴。

「まだ服を脱ぬがせちゃ駄だ目めですよー。カウントダウンはわたしがします。スタート後は、服を脱ごうと着たままはじめようと構かまいませんので」

　一子は左手を高々と上げて、秒びよう針しんを読んだ。

「五秒前……四、三、二」

　一気に静まりかえる。興こう奮ふんしたまま沈黙にと変わった。

「一……ゼロ！」

　わっと声が上がる。視し線せんがベッドに集中した。

　そして当事者である凜と沙弓は、キングサイズのベッド内で見つめ合っていた。

「……史上最悪ね」

　と沙弓。

「まさかこんな目に遭うとは思わなかったわ」

「私もだ。なんで修学旅行でもないのに一いつ緒しよのベッドなのだ」

「神城の女は、そっち方面の趣しゆ味みが当然とか言わないわよね」

「あるわけない」

　ごそごそ二人は見つめ合ったまま身体からだを動かす。服を着たままなので熱いのである。その動きがスクリーンに映うつっているらしく、「なにかはじまりました！」と一子が解説している。

　沙弓が嘆なげく。布ふ団とんの中で頭を抱かかえていた。

「……誤ご解かいされているわ」

「この状じよう況きようじゃ当たり前だな」

「悪あく夢むよ。死にたくなってきたわ」

　布団の中がどんよりする。対たい照しよう的に、外では一子が言いたい放題だ。

「時間が余あまりありませんので、お二人にはさっさと本番に行ってもらいたいと思います。なお、なにもしない場合は杜崎さんの自作ポエムを、松まつ田だ和美さんができる限り暗唱することになっていまーす」

「あなたは詩人だったのか」

「……拷ごう問もんよ」

　格かく闘とう少女が大きい身体を小さくする。ダンゴムシだ。

「杜崎さーん。早くやってくださーい。神城さんも行こう為いをはじめないと、生物部のナマズがペットショップに売り飛ばされますよー」

　沙弓がますます身体を縮ちぢめる。凜もうんざりしたようになった。

「八はつ方ぽう塞ふさがりとはこのことだ」

　剣けん豪ごう少女が嘆く。

「時々なんでこの高校に入学したのか、分からなくなる」

「……もうこうなったら、レズに生きようかしら。あんなポエムをバラされるよりはましよ」

「ちょっと待て。私はよくない」

「私だってよくないわよ。しないから。でも和美に詩で首根っこ摑つかまれるよりは、同どう性せい愛あいの方がましって気がしないでもないわ」

「その理り屈くつは全然分からない。……逃にげ出す手しゆ段だんはある。落ち着け」

　沙弓は凜を見つめた。

「どんな。舞ぶ台たいは見み張はりがいるわよ」

「さっき頼たのんだ。多分、そろそろ……」

　剣豪少女は耳を澄すませる。一子の司会が聞こえるだけで、あとはなにもない。

「おかしいな。もう来るはずだが……」

「どんなこと」

「脱だつ出しゆつのための手配を頼んだ。だが来ないとなると……時間を稼かせぐしか」

「稼ぐなら、早くしないと……」

　凜と沙弓は目が合い、まったく同じことを考えた。

「……いや、やっぱりよそう。最悪どころではない」

　と凜。

「私だってそうよ。でも他に手はないんじゃないの。あるなら二秒以内に教えて」

　不ふ可か能のうもいいとこだ。舞台上では一子がしびれをきらしたか、「ナマズを買ってくれるのはペットショップ『ウォータールーム』の店長、森山さんでーす」などと言っている。

「覚かく悟ごを決めなさいよ神城。時間が稼げればいいんでしょう」

「……ふりだけだぞ」

「当たり前でしょう」

「なんでそんなに度ど胸きようが据すわっているのだ」

「ポエムよりはましだって言ったでしょう」

　沙弓がごそごそ動く。凜の身体に急きゆう接せつ近きんした。

「ひゃ……」

　剣豪少女が、小さく悲鳴を上げる。

　スクリーンには、凜に抱だきつく（ように見える）沙弓がクローズアップされていた。場内大興奮。
















「おおーっ、先に手を出すのは杜崎さんです。一学年とはいえさすがに年上！　積極性を発はつ揮きしています！」

　言いたい放題だ。もっとも、そう思われるのも無理のない体たい勢せいではある。凜のことを沙弓が抱きしめるような形になっていた。

　無む論ろん、接近はしているものの抱きしめてはいない。むしろ二人は罵ののしりあっていた。

「石せつ鹼けん臭くさい。これ以上近寄よらないで欲ほしい」

「ちょっと、神城は褒ほめ言葉も知らないの？　あなたもボディソープじゃないでしょう」

「洗せん濯たくに使う粉石鹼が匂におう。身体も同じようなものだ」

「これはマルセイユ石鹼よ。髪かみはシャンプーしたあと、クエン酸さんをリンス代わりにしてるの」

「手間のかかることを」

「文もん句くばかり言わないで。あなたを抱きしめないようにするのは、苦労するのよ」

「私も息苦しさを感じる」

　二人とも頭から上うわ掛がけをかぶっているので、スクリーンには盛もり上がった形しか分からない。そこが余よ計けい淫いん靡びらしく、なにもしていないのに嬌きよう声せいは上がりっぱなしだった。

「なにやら神城さんの頭が、杜崎さんの胸むねのあたりでもぞもぞしています。これはやばい。やはり剣けん豪ごうといえど、格かく闘とう少女の巨きよ乳にゆうには敵かなわないのか!?　なおわたしは体育の着き替がえで何度も沙弓の胸を見ておりますので、巨乳はまぎれもない事実です！」

「勝手なことを……」

　沙弓は文句を言った。

「好きで大きくなったと思ってるのかしら」

「夕菜さんに言うといい。あの人は怒おこる」

「……ああ、宮間さんはちょっとね」

「気にしてるのだ。あれで」

　時間稼ぎをしていると、ベッドの足元のあたりが不自然な動きをした。がたがた音を立て、やがてマンホールみたいに丸くくりぬかれる。

「凜ちゃん」

　和樹が少しだけ頭を出した。凜は万が一のため、彼にこのことを頼んでいたのであった。

「遅おそいぞ式森」

「ごめん。見つからないようにするのに時間がかかった……けど、なんでベッド？」

「聞くな」

「穴あな開けるのが面めん倒どうだったよ。あとなんで杜崎さんと寝ねて……」

「聞くなと言ってるだろう」

　凜は和樹の疑ぎ問もんを、強引に蓋ふたした。

「逃げられるだろうな」

「うん。この真下が舞ぶ台たい装そう置ちになってるんだ。ちょっと狭せまいけど、誰だれにも分からないうちに脱出できるよ」

「よし。行こう」

　彼女は前に向き直り、

「あなたもくるか」

「……手の内で踊おどらされてるような気がして、しゃくに障さわるわ」

「いたいならいい。優ゆう勝しようもあなたがすれば問題ない」

「行く」

　沙弓は即そく答とう。同どう性せい愛あいの花形として校内新聞のトップを飾かざるのは御ご免めんである。

　凜がまず動いた。二人同時には脱出できない。身体からだの小さい方から逃にげ出すのだ。立ち上がれないので、寝っ転がったまま身体を回転させる。

「あっ、神城さんが反はん撃げきです。なんと杜崎さんの下半身に向かって動いています。これはもしや、ちょっとあれなことをするつもりなのでしょうか。エロい、実にエロい！」

　聞いている方が恥はずかしくなってきたが、構かまっていられない。

「凜ちゃん早く」

「待ってろ」

　凜は頭を下にして、尺しやく取とり虫みたいに這はいずった。沙弓の長く綺き麗れいな足が目に入る。

「……ちょっと、神城」

　沙弓が抗こう議ぎをした。

「息を吹ふきかけないで」

「吹きかけていない。変なことを言わないでくれ」

「かかってるのよ。お腹なかのあたり」

「暑いんだ。息も荒あらくなる」

「それくらい我が慢まん……きゃっ……ちょっと……！」

　可愛かわいらしい悲鳴が漏もれた。

「気持ち悪い声を出すな」

「誰のせいだと思ってるのよ。そこはちょっと……ひっ、こらっ」

「うるさいな。動けないだろう」

「もっと静かに脱だつ出しゆつしなさいよ！」

「早い方が……ひゃあっ」

　凜の身体がぴくんと跳はねる。ベッドの上掛けがもこもこした。

「どこを触さわっている……！　足を撫なでるな！」

「顔に足が当たるんだから、仕方ないわよ」

「撫でることはない……！」

「早く行きなさいよ！」

「これはすごい。よく聞こえませんが間ま違ちがいなく声がします。二人はなにか……睦むつ言ごとでしょうか!?　感じているのかもしれません。衆しゆう人じん環かん視しのなかで、この恥はじ知しらず！」

　一子の煽あおるだけ煽る司会っぷりが、ベッドの中まで響ひびき渡わたった。観客もきゃーきゃー騒さわぎ、沙弓は手を握にぎりしめる。

「一子……覚えてなさいよ」

　凜はようやく、和樹が切り取った脱出口こうまでたどり着いた。穴は狭く、肩かた幅はばぎりぎりだ。

「凜ちゃん、頭から突つっ込んで」

「これで抜ぬけられるのか!?」

「大だい丈じよう夫ぶだから、早く」

　凜は逃げだそうとして、不意に止まった。和樹は怪け訝げんそうに、

「どうしたの？」

「式森、私の刀はあるか」

「持ってきたけど」

　和樹が穴の下から、日本刀を差し出した。凜は受け取り、手元に引き寄よせる。

「すまない」

「どうしたのさ」

「悪い予感がする。お前、司会の中田さんと同じクラスだろう。根気のある方か？」

「全然。Ｂ組に気の長い人なんてあまりいないけど」

「とすると……」

　突とつ然ぜん、スピーカーからの音声が大きくなった。

「どうもエロいことをしているようですが、どんなプレイなのかさっぱりです！　わたしも観客の皆みなさんも、もう耐たえられないと思います！」

　客席から「そうよ！」「じらすな！」の声。

「そこで大サービス、この邪じや魔まっ気な布ふ団とんを剝はいで、皆さんの目の前でプレイをさせます！　まさにまな板ショー。高校生でやるのは犯はん罪ざいすれすれです！」

　すれすれじゃなくて犯罪だと、凜と沙弓は叫さけびたくなった。だが場内は今日一番の盛もり上がりで大騒ぎとなっており、正論なんかはじめから存そん在ざいしていない。熱病に冒おかされたように、無む駄だなリビドーが充じゆう満まんしていた。

「カメラの準じゆん備びはすでに万ばん端たん。新聞部の精せい鋭えいが勢せい揃ぞろい。あとはお二人に登場していただくだけ。いつまでたっても脱ぬがない服も、この際さい一緒に剝いじゃいましょう！」

　沙弓は布団の中で慌あわてた。

「早く脱出しなさいよ。このままじゃヌードモデルに転てん職しよくよ」

「そんなに上品なものではなさそうだ」

「なにを落ち着いて……」

　凜は穴あなから出るのを中止し、またベッドの頭へと這いずった。左手には刀の鞘さやを握にぎりしめている。

「逃げないの？」

「今からでは無理だ。やることをやってからにする」

　凜は刀を鞘から抜ぬくと、ベッドの頭のさらに上、壁かべあたりをごりごりやり出した。

「えっ……なにしてるの」

「向こう側に柱があった」

「ここは学校の施し設せつよ!?」

「生徒会が借りているらしい。私のせいではない」

「神城！」

　沙弓とは対たい照しよう的に、一子はますますボルテージを上げてきた。

「さあもうすぐです！　皆様の目の前に、圧あつ倒とう的な女子人気を誇ほこる二人のあれな姿すがたが晒さらされます！　採さい点てんはそのあとです。存ぞん分ぶんに眼めに焼き付けてください！　ではいきます。さーん、にーい、いーち」

　凜の手が早くなった。一気に切せつ断だんできない分のこぎりみたいに使わなければならない。切断音が大きくなる。

「ちょっと神城……」

「もう少し」

　一子が声を張はり上げる。

「ぜーろ！」

　ばっ。上うわ掛がけが剝がされた。二人の姿が衆しゆう目もくに晒される。さらにおびただしいフラッシュ。

「はい、この通りあられもないエロ姿が……あれ？」

　ベッドの中には、刀を抜いた状じよう態たいの凜と、単に寝ねている沙弓がいるだけ。

　剣けん豪ごう少女はにやっとした。次の瞬しゆん間かん、力ちから一いつ杯ぱい引き抜く。

　セットの壁、そして舞ぶ台たいを支ささえる柱が崩くずれた。

　がらがらがら。資し材ざいと機材が、舞台にいる人間だけに降ふり注いでいく。木くずが煙けむりみたいに舞まい上がり、視し界かいを塞ふせぐ。

「いまだ、脱だつ出しゆつするぞ！」

　凜が沙弓に怒ど鳴なる。

「一子と来花は放っておくの!?」

「十分楽しんだのだから、犠ぎ牲せいになってもらう」

「意外と過か激げきね」

「夕菜さんとつきあっているからな」

　和樹の手引きの元、二人は爆ばく破は解かい体たいの現げん場ばみたいになった舞台から、逃にげ出していった。




　　　　○




　翌よく日じつ。生徒会室。

「酷ひどい目にあいました。二度としません」

　凜は愚ぐ痴ちをこぼした。ぶつぶつ言いながら、愛刀の手入れをしていた。

「あれでは見せ物です」

　玖里子が苦く笑しようして、

「でもミスコンもどきは失敗になったんでしょ」

「ええ、聞いたところによると、最後に私たちがいなくなったせいで、観客が怒おこり出したのだそうです。演えん劇げき部ぶと新聞部には返金を求める生徒たちが長い列を作っているとか」

「あらま。鳴尾ちゃんたち大変ね」

「いい薬です」

　こっちは大変だったのだ。沙弓はあのあともショックが尾おを引いて、抜ぬけ殻がらのようになっているという。あれで逃げ出せず、妙みような噂うわさが先行していたらどうなっていたことか。

　生徒会室の扉とびらが開いた。入ってきたのは和樹であった。今日はみんなで一いつ緒しよに帰る約束をしていたのである。

「あ、いたいた。凜ちゃん」

「手入れならもう少しで終わるから、待ってろ」

「これ見た？」

　彼が持っているのは、新聞部の号外であった。なんとカラーである。

「見ていない。新聞部は当分いい」

「凜ちゃんと杜崎さんが一面で」

　凜は和樹からひったくった。確たしかに一面に載のっているのは凜と沙弓。しかも大おお判ばんのカラー写真であった。

　剣けん豪ごう少女の肩が震える。

「こ……これは……」

「タイトルにあるけど、一年と二年のアイドルが公こう衆しゆうの面前で同どう性せい愛あいって……」

「そんなわけあるか！　これはでっち上げだ！」

　写真はただ写したものではなく、凜と沙弓が裸はだかで抱だき合っているのである。もちろんまずいところは布ふ団とんによって隠かくされているが、衝しよう撃げき的なことには間ま違ちがいない。

「合成だ！　知っているだろう！」

「うん。でも鳴尾さんは、素材さえあればこれくらい簡かん単たんだからって。返金で損そんが出ちゃったから稼かせがないとって言ってた」

「あの女はなんて言ってる!?」

「杜崎さん？　ショックで保ほ健けん室しつで寝ねてるよ」

　凜は窓まどから校門を見た。思った通り、女子生徒と男子生徒が鈴すずなりになっている。噂の生徒を一目見ようと集まっているのだ。

「裏うら門もんは!?」

「同じくらい人がいたかな」

「どういうことなんだ！」

「僕ぼくに言われても……あ、鳴尾さんと中田さんが、ぜひもう一度舞ぶ台たいをやらないかって。今度は本当に演えん劇げきらしいよ」

「誰が出るか……」

　凜は窓まど枠わくに手をかけたまま、ずるずる崩くずれ落ちた。しばらくそうしたあと、

「式森……」

「ん？」

「……夕菜さんに言って、私の着き替がえを持ってきてくれないか」

「いいけど？」

「当分、ここに寝ね泊とまりする」

　凜は本気だった。彼女は宣せん言げん通り、噂が収おさまるまでの二週間、生徒会室で暮くらし続けた。
















第三話　復ふく讐しゆうの血ち刀がたな







　東とう京きようの夜は不ふ眠みんだと言われているが、そんなことはない。夜中まで騒さわがしいのは一部の繁はん華か街がいであり、大多数を占しめるオフィス街と住じゆう宅たく街は夜になれば電気を消して活動を停止する。あたりまえだが人間は夜寝ねるようにできているのだ。

　だが世の中には例外というものがある。コンビニエンスストアであったり、夜間仕事の警けい備び員いんであったり、あるいは締しめ切りに追われるクリエイターだったり。

　今回のケースはそのどれにも該がい当とうしなかった。山手線沿ぞいにある住宅街。普ふ段だんなら騒ぎも少ないマンションの一室で、騒そう々ぞうしくも凄せい惨さんな事じ件けんが発生していたのである。




「くっ……糞くそっ……！」

　マンションの床ゆかを男が這はいずる。

　這った跡あとには、不ふ規き則そくに赤い筋すじがついていた。フローリングだろうとカーペットだろうと、ところ構かまわずこびりついており、恐らく滅めつ多たなことでは落ちない。

　血である。しかも、這いずっている男から漏もれた血だ。

　色はどす黒くて汚きたない。皮ひ膚ふや肉が混まじっているのだ。

「畜ちく生しよう……よくも……!!」

　男の顔はいかつく、ところどころが変形している。短く刈かり上げられた髪かみに色しき彩さいがのたくっているようなシャツ。明らかに堅かた気ぎではない。

　その男が苦しんでいる。今までは直ちよく接せつ的間接的に、無数の人間を苦しめただろう。その反動が一気に押おし寄よせたかのようであった。

　ベッドの上には鞘さやに収おさめられた日本刀があった。この男の本来の武ぶ器きは拳けん銃じゆうだろうが、いずれにせよこの怪け我がでは使いようがなかった。

「いてえ……ぐほっ……」

「どこに行くのです」

　男の足の方向から声がかかる。

　電気もついていない室内の片かた隅すみに、暗くら闇やみよりも暗い影かげがたたずんでいる。声の主は明らかに女じよ性せいだが、全身から溢あふれているのは殺気で、右手に長大な武器を所持していた。

　男が首を後方に曲げた。

「このっ……糞女……」

「言葉を慎つつしんでもらえると助かります」

「畜生っ！　兄貴に……」

　なおも這いずる男。その眼がん前ぜんに、女性は二つに折れた機械を放ほうり投げた。

「無む駄だです」

「……糞っ……！」

　男は指先で壊こわれた携けい帯たい電話を確かく認にんすると、低く罵ののしった。

「なにが狙ねらいだ……」

「狙い？」

　女性が近づく。あえて足音を立て、煽あおっていた。

「狙いはありません。いえ、そんなのは明白です。私はあなたに聞きたいことがあった。それはもうすんだ。だとしたら、あとはなにもないでしょう」

「なのに……俺おれを殺すのか……」

「死は結果です。万ばん人にんに訪おとずれる客人にすぎない。あなたの人生にも死が訪れる可か能のう性せいは十分にあった。常じよう人じんよりも遥はるかに高く。今日、それが私の姿すがたを借りたのです」

「なにを……訳わけの分からねえ……」

　女性の靴くつが男の指を踏ふむ。男は悲鳴を漏らした。

「うああ……」

「痛いたいのはいいことです。生きている証あかしです」

　手を蹴ける。そして腹はらの下に足を入れて、強引に仰あお向むけにさせた。

　男の濁にごった瞳ひとみが揺ゆれ動く。女性が見下ろしていた。

「も……話すことはねえぞ……」

　口元は血まみれだ。肺はいから逆ぎやく流りゆうしているのだ。

「全部話した……あれだけだ……」

「知っています。私ももう、聞こうとは思いません」

「じ、じゃあ……」

「これ、中々いいものですね」

　女性は、ベッドの上に投げられていた日本刀を取り上げる。

「あなたのですか」

「俺のじゃねえ……組長のだ」

　男は血を吐はきながら返答した。

「預あずかっていただけだ……そいつは格かくがねえと使えねえんだとさ……」

「ほお……」

　女性が片手だけを動かし、鞘から刃やいばを半分だけ抜ぬく。わずかな明かりに照らされて、静かに輝かがやいていた。

「もらいます。ヤクザものにはもったいない刀です」

「糞っ……やるよ。勝手に持っていけ……その代わり……」

「分かっています」

　女性が向き直った。

　なにを期待したのだろうか。男の顔が少しだけ明るくなっている。だがなにをしようと、女性の表ひよう情じように変化はなかった。

「代わりにあなたを殺します。残り数秒だけの人生。どうぞお楽しみください」

「ひっ……」

　女性がはじめて、右手の武ぶ器きを振ふりかぶった。




　翌よく日じつ。朝のニュースではマンションの一室で起こった惨ざん殺さつ事じ件けんが取り上げられていた。ワイドショーもそれなりに賑にぎわせていたものの、某ぼうスポーツ選手の態たい度どと八や百お長ちよう疑ぎ惑わくが大きく取り上げられていたため、目立つことはなかった。

　ただし一部の人間にとって、この事件は重大な意味を持っていた。




　　　　○




　商しよう売ばい柄がらというべきか、神かみ城しろ凜りんは勘かんが鋭するどい。高校生には不要な能力なのだが、退たい魔まの仕事をするには必要なのだ。生物に備そなわった「直感」を非ひ科か学がく的といって馬ば鹿かにするものには、すみやかに死が訪れる。物ぶつ騒そうだが、そういう世界なのだった。

　学校で生活するぶんにはそれほど必要ではない。せいぜい式しき森もり和かず樹きの不ふ埒らちな言動を予よ測そくして叱しかったりするのに使う。それは平和の印でもあるので、むしろ結けつ構こうなことであった。

　ただし時とき折おり、校内にいても勘が告げることはある。それは悪あく霊りようであったり、もっとやっかいな、悪意を持った人間という生物の襲しゆう撃げきであったり。後者に関しては滅めつ多たにないものの、ひったくりを見つけて捕とらえ、警けい察さつにつきだしたことがあった。

　今は葵あおい学がく園えんからの帰き宅たく途と中ちゆうである。だが彼女の勘は働いていた。

　放課後の葵学園周辺は騒さわがしくなる。今日は生物部に遅おそくまで残っていたので、人気がない。にもかかわらず、気配があった。

　学校から続く銀杏いちよう並なみ木き。凜は背はい後ごを振り向かずに歩いている。

　歩調はクォーツ時計のように正せい確かくで、乱みだれはない。舗ほ装そう路ろを踏みしめる音も規き則そく正しい。おかげでその手の雑ざつ音おんは排はい除じよでき、背後に注意を集中することができた。

　どこかに誰だれかが隠かくれている。そのことがよく分かった。

　危き害がいを加えてくる様子はない。窃せつ盗とう犯はんのたぐいではなさそうだ。粗そ暴ぼうを常つねとする連中は、こんな時間をかけたりしない。ここに来るまでタイミングは何度もあったはずなので、もう襲おそってくるはずだ。

　どうやら凜を見み張はるだけの役目のようだ。目的までは分からないが。

　さてどうしようかと彼女は考える。完全な悪意であれば、日本刀にものを言わせるしかない。一いつ介かいの高校生がそこまで酷ひどい目に遭あうのかどうかは置いておくとしてだ。

　単なる好意であればもうちょっと話が複ふく雑ざつになる。顔を赤らめた女の子が裾すそを摑つかんでくる可か能のう性せいもないわけではない。こっちは敵てき対たいしていないだけ厄やつ介かいだ。

　背後の気配は、どちらでもなさそうであった。単に役目をこなしているだけのように思える。

　となると、問題はその役目である。

　どこかで待ち伏ぶせて、逆に追及するのも面めん倒どうくさい。そもそもこっちはただの高校生であるわけで。

　無む視しし続ける、との結けつ論ろんが出てきた。明日も同じ目に遭うようであれば、対たい応おうを変えよう。

　だが状じよう況きようは、そうもいかなくなった。

　眼がん前ぜんに一人の女性が現あらわれたのである。

　その女性は清せい楚そで、美しく、それでいて精せい悍かんであった。物もの腰ごしこそ柔やわらかそうだが意志の強さが服を着ていることくらい、すぐに分かる。自じ己こを律りつすることにかけては誰よりもうまく、それでいて他人に誇ほこることは決してないだろう。ある特有の商売に関かかわるものに見られがちなことであった。

　凜は彼女を知っている。そして彼女も、凜を知っていた。

「神城様」

　メイド服の女性、リーラは深々と腰を折った。

「お待ちしておりました」

「…………」

　凜は返事をしない。少しの間、第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーの大たい尉いを眺ながめていた。

「突とつ然ぜんお呼よび止めいたしまして申し訳わけございません。幾いく重えにもお詫わび申し上げます」

「……リーラさん」

　凜は背後を確かく認にんしながら返事をする。

「あれは、あなたのお仲間ですか」

「はい。どうしても、神城様の実力が知りたいと」

「尾び行こうで実力が分かるのですか」

「だいたい分かります。身のこなしから態たい度ど、気配に至いたるまで人物観察の材料には事欠きません。彼女がオーケイと言わなければ、私は姿すがたを見せる予定ではありませんでした」

「どういうことです」

　凜は日本刀を持つ力を緩ゆるめた。校門を抜ぬけたときからずっと、いつでも戦えるように準じゆん備びしていたのである。

「なにか用があるのですか。リーラさんたちはむしろ、夕ゆう菜なさんに用事があるのでは」

「宮みや間ま様さまと戦うのであれば、中隊は総そう力りよくを挙げます。あの方はワンマンアーミーです。手を抜く真ま似ねはしたくありません」

「友人ですので、そのことへのコメントは差し控ひかえます。なら私は関係ありませんね」

「いえ、この件けんでは神城さんの力におすがりしたいのです」

「なんです？」

「力を持つものには、相そう応おうの力を持つものがやはり相応ふさわしいので」

「どういうことです。私は問答をするために呼び止められたのですか」

「ご説明はいたします。それは私よりも、彼女からした方が」

「その彼女とは」

「そこに」

　聞いた瞬しゆん間かん、凜は刀を抜いた。

　目にも止まらぬ速さ。彼女は居い合あい術じゆつにも長たけている。ただ変へん則そく的な実戦が多いため、事前の型を全く無む視しした姿し勢せいからだ。それでも十分な速さだ。

　切っ先と身体からだを同時に背はい後ごに向ける。いつのまにか、そこに若い女性がいた。

「おおっと、待った待った」

　背後にいた女性は、降こう参さんと言わんばかりにうろたえた。

「やめろやめろ。あたしは気が小せえんだ。そんな光もんを向けられた日にゃ、びびってちびっちまう。フレンドリーに行こうぜ。フレンドリーだ。な」

「…………」

　凜は刀を収おさめない。

「ヘイ、サムライガール。あたしの日本語は下手か」

「あなたが銃じゆう口こうを下ろすなら、私も刀を引く」

「ワオ」
















　女性は苦く笑しようすると、オートマチック拳けん銃じゆうハイ・ポイント・モデルＪＳ45を凜から離はなす。

「なるほど、相手がリーラの紹しよう介かいでも気を抜かねえのか。犬並なみの警けい戒かい心しんだ。この距きよ離りなら刀も銃も変わらねえってやつか？」

「さあ。まだ試ためしたくはないので」

「あたしもだよ」

　拳銃をホルスターに収めた女性は、やはりメイドであった。




　そのメイドはダリルといった。陽気に見えるが、どことなく投げやりっぽい空気も漂ただよわせている。いかにもアメリカっぽいと思っていたら本当にそうで、当人は「合衆国アンクルサムの落ちこぼれだ」と言っていた。

　なるほどこの乱らん暴ぼうな口調はアメリカ人だからか、と凜は思った。国こく籍せきで人を判はん断だんするとはよろしくないが、彼女に関しては見事当てはまった。そういえばどことなくだが、セレンにも似にている。

「セレンはダチだよ」

　とダリルは答える。

「あたしはこう見えても、四分の一ばっかポーランドの血を引いているんだ。セレンの奴やつぁ、ベルベルとかインドとか、混こん血けつすぎて分かんねえけどな」

「ＭＭＭのメイドは出自を問いません」

　リーラが付け加えた。

「メイドの技ぎ量りように系けい統とうは関係ないと考えられています。血が赤ければよいのです。かといって、当人が犯はん罪ざい者しやでは困こまりますが」

「口が汚きたなくてもいいんだから、あたしやセレンみてえな人間には天国だ」

「……もちろん、メイドの資し質しつには礼れい儀ぎ作法も含ふくまれております」

　リーラが視線を飛ばし、付け加えた。

　凜たちは、リーラの運転する車に乗っていた。ドイツ製せいの高級車で、日本ではあまりお目にかかれない代しろ物ものである。エンジン音は車内にほとんど響ひびかず、アスファルトの振しん動どうも拾わなかった。

　凜は二人に、強引気味に乗せられた。「神城様にぜひお願いしたいことがあるのです」とリーラは言っていた。行く先はまだ告げられていない。

　リーラが運転席でダリルが助手席。凜が後部座席である。リーラとダリルの位置が逆ぎやくではないかと思ったが、「任まかせないようにしています」と言っていた。運転が荒あらいのかもしれない。

　ダリルの胸元には、マルタ十字をかたどった勲くん章しようがかけられている。セレンも同じものをつけていた。リーラも似たようなものを所持しているが、もっと豪ごう華かである。

「ダリルの腕うでは悪くないのです。セレンと同じです」

　凜の疑ぎ問もんに答えるように、リーラが言う。

「あたしだって、手て柄がらの一つも立ててるからなあ」

「ですが、やはり態たい度どがよくないと昇しよう進しんには響きます。未いまだに少尉パーラーメイドなのもそのせいです」

「いいんだよ。ＭＭＭには懲ちよう罰ばつ中隊がねえんだから。これより下はメイド刑けい務む所しよだ」

　銀ぎん髪ぱつメイドは横目で、助手席を睨にらんだ。

「そろそろ態度を改めろ。中隊長が泣くぞ」

「あの人はタフだから、気にしねえよ」

「ヴァレーリア大尉ハウスキーパーは苦労人だ。入院したらお前のせいだ」

「胃薬だけでなんとかなってるってさ」

　そこで凜が口を挟はさんだ。

「もしやダリルさんは、リーラさんの部下ではない……？」

「ご名答」

　ダリルはぱちぱちと手を叩たたいた。

「あたしは第四装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーのメイドだ。駐ちゆう屯とんしてんのはイタリア。海のそばだぜ」

「なぜ日本に。出しゆつ張ちようですか」

「いいや」

「ダリルはヴァレーリア大尉の特命を受けてはおりますが、出張ではありません。休きゆう暇か扱あつかいです」

　リーラがハンドルを操そう作さしながら言う。交差点を右折した。

　ダリルは窓まどを開け、枠わくから肘ひじを出した。

「なあサムライガール。おめえさんのサムライブレードは、有名なのか？」

「これですか？」

　凜は愛刀を、ちょっと上げてみせた。

「確たしかに安いものではありません。名の通ったものかどうかは、私が決めることではありませんので。むしろ持ち手によるでしょう」

「そいつで化物倒たおしたりしてるんだってな」

「本業ではありませんが」

　凜の日本刀は本家で修しゆ行ぎようしているときから使用している。身長に比くらべて長いのだが、すっかり馴な染じみ、もはや手足の一部といってもいい。一時は和樹を殴なぐるのにも活かつ躍やくしていたが、本来は悪あく霊りようを斬きってあの世に送り返すための武ぶ器きだ。

「私の刀になにか用ですか」

「いいや、カミシロ本人に頼たのみたいことがあんだ。そのためにあたしはわざわざ出で張ばってきた」

「なにをさせるのです。東京案内なら断ことわりますが」

「違ちがう。あたしの生まれはサウスカロライナでも、お上りさんじゃねえんだ。人ひと捜さがしだよ」

「は？」

　片かた目めを細くし、疑問の声を上げる凜。

　赤信号で車が停てい車しやする。リーラはなにも言わない。かすかにエンジン音が伝わってくるだけだ。

「……捜して欲ほしいのは、あたしんとこの中隊にいたメイドだ」

　ダリルは車のダッシュボードをごそごそやった。薄うすいファイルを取り出す。

　後ろ手で凜に渡わたした。

「一枚まい目に写真があんだろ。名前はレイ」

　軽くめくると、確かに写真が貼はり付けられていた。

　正面から撮とったものなのでよく分かる。目鼻立ちのはっきりした女じよ性せいだ。まだ若わかく見える。どことなく親近感が湧わく印象があった。

「彼女は……」

「カミシロにゃ親しみがあんだろ。母親が日本人。親おや父じがイタリア人だそうだ」

　道理で、と呟つぶやく。外国人にしては親近感があると思ったわけだ。

「階級は少尉パーラーメイド。あたしと同じだ。ただし若い。プレスリーは十九でデビューしたが、レイは二十だ。カミシロよりは上だな」

「…………」

「メイドの腕はよかった。あれだな、細かいところに気づく日本人の血ってのは、メイドにぴったりなんだな。うちの中隊はラテンが多いからすぐ頭角を現あらわした。近きん眼がんってのが玉に瑕きずだったが、医者に行ったら『メイドにしては問題ない』とか言われたそうだ。ナポリ生まれの眼医者にゃろくなのがいねえな」

　信号が青に変わる。滑すべるように車はスタートした。

「中隊長の覚えもめでたくて、すぐに昇しよう進しんするかと思ったんだが……いなくなった」

「なぜです」

「理由は伏ふせられてんだが、あたしには心当たりがあった。いなくなる一週間前、レイあてに日本から荷物が届とどいたんだ」

　車は道路をまっすぐに進んでいく。凜は千葉県に向かっていると気づいていた。

「細長い段だんボールで、中にはサムライブレードが入っていた」

　ルームミラーに、ダリルの鋭するどい眼がん光こうが反はん射しやする。

「カミシロが持ってんのと同じようなのだ。よく税ぜい関かん抜ぬけたよな」

「どのようなのか分かりますか」

「まあ待て。イタリアじゃ珍めずらしい武ぶ器きだ。中隊じゃ物珍しさから、ベガスでジャックポットを引き当てたスロットみたいな人だかりになった。みんな貸かしてくれ貸してくれって言ったんだが、レイは笑いこそすれ、絶ぜつ対たいに渡わたそうとしなかった」

「…………」

　凜はダリルの話を聞きながら、愛刀を引き寄よせた。呼こ吸きゆうが浅くなっているのが、自分でも分かる。

　アメリカ生まれのメイドの話は続く。

「中隊長もご主人様も、レイがサムライブレードを持っているのを許きよ可かした。仕事中に腰こしからぶら下げてるわけでもねえしな。あんなもん持ったまま仕事しろってのは、片かた足あしだけでカン・カンを踊おどれって言うようなもんだ」

「工く夫ふうによってはどうにでもなります」

「残念だが、あたしたちはその辺が素人しろうとだ。とにかく、レイは誰だれにも指一本触ふれさせねえまま仕事に励はげんでいたんだが、ある日、中隊の一人がイタズラ心を起こした」

「ほう」

「レイのサムライブレードを抜こうとしたんだ。多分、中身をチュッパチャップスにでも入れ替かえようとしたんじゃねえのか。メイド同士の軽いお遊びのつもりだろうが、よく分からんし、永えい遠えんに分からん」

「どのような理由で」

「レイがそいつをぶった斬ぎっちまったんだ。頭っからケツまで。真っ二つに」

　ダリルは車の天てん井じように指を這はわすと、そこから真下へと落とした。軌き道どうが一直線に描えがかれ、わずかだが空気も動く。

　凜は微び動どうだにしない。

「理由なんか誰も知らねえ。生理で機き嫌げんが悪かったか、トトカルチョで大おお損ぞんしたんじゃねえかって思われたくらいだ。とにかくレイは仲間をパレルモの魚市場にならんでる鰊にしんみてえにしちまったあと、出しゆつ奔ぽんした。そこであたしが追っ手に指名されたってわけだ」

「……そうですか」

　とだけ凜は答えた。あとは口を開かない。

　ダリルが肩かたをすくめるのが、後部座ざ席せきからでも分かった。

「なんだよ、冷てえな」

「まだ全すべてを聞いておりませんので」

「そうか？」

「ダリルさんは休きゆう暇かでこっちに来たのでしょう。なぜ特命を受けているのに休暇なのですか。レイさんが人を殺した理由は？　本当に分からなかったら、なぜ行き先が日本だと思ったのです。他にも──」

「オーライ、オーライ」

　アメリカメイドは背中を向けたまま万ばん歳ざいした。

「おめえさんを見くびったあたしが馬ば鹿かだった。正直に話す。まずレイあてにサムライソードが届いたとき、手紙もついていた。そいつは暖だん炉ろにぶち込こまれていたんだが、残った灰はいを限げん界かいまで分ぶん析せきした。なに書いてあったのかとうとう分からねえが。住所はあった。日本の、あたしの知らない町の名前だ。知ってる町もトウキョウとキョウトだけだけどな」

　ダリルは懐ふところをごそごそ探さぐった。やがてよれよれになった紙かみ巻まきを取り出すと口に咥くわえるが、リーラに「車内は禁きん煙えんだぞ」とたしなめられる。実じつ際さいには灰皿がついているので、凜を気き遣づかったのだろう。

　彼女はタバコを元に戻もどした。

「日本からの荷物と、半分日本人のメイド。行き先を絞しぼり込むのはそんなに手間のかかる作業じゃない。ミラノ・マルペンサ国際空港で目もく撃げき情じよう報ほうがあり、入国管理局イミグレにもばっちり記録が残っていた。あとは、今朝こっちで起こった事じ件けんだ」

「ではあの殺人事件が、レイさんの仕し業わざだと？」

「あたしはそう考えてる。リーラも同じだ」

　ハンドルを握にぎるメイドは、沈ちん黙もくを肯こう定ていの代わりにしていた。

「こっちでくたばったのはジャパニーズマフィアだ。日本の治安事情は知らねえが、スキップして喜ぶ奴やつがいても、悲しむ奴は少ねえだろう。問題はこいつが、なにをやっていたかってことだ」

「報道では賭と博ばく行こう為いに手を染そめていたと」

「そいつはちょいと違ちがう。リーラに手を回してもらって調べたんだが、本業は白い粉だ。ヘロイン」

「……麻ま薬やくですか」

「そう」

「私にはますます畑違いです」

「もうちょっと我が慢まんしてくれ。なんなら寝ね転ころがって聞いてもいい。くたばった野や郎ろうは五年も前からヤクの仕事に手を染めていた。レイはそいつが気に入らなかったらしい」

「私も気に入りません。が、イタリアからやってきて殺すほどのものなのですか」

「そいつはあたしにも分からん」

「……本当に？」

　凜はあえて無む機き質しつの声を浴びせる。

「おっかねえ言い方すんな。ちびっちまう。本当だよ。まあ……予よ測そくはあるんだが」

「どのような」

「まだ喋しやべれねえ。噂うわさ好きはメイドの性しよう分ぶんだが、ＭＭＭじゃ余よ計けいな口を利きくと給料が下がるんだ。サムライガール、あんたも想そう像ぞうくらいはしてんだろ」

「…………」

　今度は凜が沈黙した。今までの話を総そう合ごうして、なんとなくだが見えてきたことはある。だがここで口にはしない。野や次じ馬うまでもない限かぎり、場をかき回すことは好ましくなかった。

　恐おそらく、遠くないうちに分かる。

　車が江戸川を越こえた。これより千葉県。

「……訊ききたいことがあります」

　凜は窓まどの外を見ながら言った。

「レイさんに渡わたされた刀は、誰から送られたものですか」

「そいつは分かんねえ。住所は書いてあったが、本当かどうか不明なんだ。イタリアからじゃあ、日本もシャングリラも変わんねえからな」

「差出人の住所は千葉だったそうです」

　リーラが言い添そえる。なるほど、だから東京から東に走っていたのか。

「あたしの知っていることはこれで全部だ」

　とダリル。しかし凜は首を振ふる。

「噓うそはいけません」

「おいおい」

　呆あきれたような口調。だが凜は、彼女の背せ中なかをまっすぐ見み据すえていた。

「なぜ私に頼たよるのですか？　自分たちメイドでもなければリーラさんの部下でもない、この私に」

　アメリカメイドは答えない。凜は辛しん抱ぼう強く待つ。

　やがて、諦あきらめたような声が返ってくる。

「……想像ついてんだろ」

「私でなければならない仕事なのですね。たとえば悪あく霊りよう退たい治じのような」

「……そうだ。レイの持っているサムライブレードについちゃあ、あたしはまったく無知だ。ビリヤードのキューだって言われても信じちまう。だけど、殺されたメイドは知っていた。だから、興きよう味みを持ってイタズラしようとしていた」

「なんです」

「あの武ぶ器きは呪のろわれている。復ふく讐しゆうのための、生き物だと言っていた。人を殺すために鍛きたえられた、単に足が生えていない生物。悪霊エビルスピリツトだと。手に持つものは、破は壊かいと殺さつ戮りくの衝しよう動どうに駆かられる。あたしはジョークだと思ったし、死んだアイツもジョークのつもりだった。だけど事実だったんだ」

「だから神城様にお願いしたのです」

　リーラがあとを引き取る。

「暴ぼう力りよく集しゆう団だんや軍隊なら我われ々われでもなんとかなります。ですが個こ人じんで、しかも呪われた武器となると得意分野ではありません」

「……私を？」

「失礼ながら、手を回して調べさせていただきました。およそ日本でも五本の指に入る実力の持ち主であるとか」

「買いかぶりすぎです……が、確たしかに私向きの話ですね」

「すまねえが頼たのむ」

　ダリルはいい加か減げんそうに見える外見とは裏うら腹はらに、真しん剣けんな口調だった。

「レイは友人だった。人一人殺しちまっては、もうＭＭＭには戻もどれねえだろう。せめてあたしの手で捕つかまえてやらねえと」

「報ほう酬しゆうはご用意いたします」

　リーラは哀あい願がん口調ではない。が、わざわざ出で張ばってきたのだから本気であることは明白だ。

「……分かりました」

　凜は返答する。

「引き受けましょう。お金はいりません。ただし手伝うだけです。メイドの心の中までは入り込めませんから」

「助かる」

　ほっとしたようにダリルは言った。

「引き受けてくれなかったら、リーラに中隊を動かしてもらうしかなかった」

「無む茶ちやを言うな」

　リーラは運転を続けていた。ウインカーを出して左折。横おう断だん者しやがいたので停てい車しやした。

　ダリルがぽつりと漏もらした。

「レイのやつが正気ならいいんだが……たちの悪いのに取り憑つかれたとして、いつまで頭ん中は正せい常じようなんだ？」

「個人差と悪霊の力によります。レイさんの場合は……好ましい状じよう態たいではないでしょうね」

　剣けん豪ごう少女は淡たん々たんと解かい説せつ。

「どうして分かる」

「メイドが殺されたからです」

　凜は視し線せんをずらし、道路の先を見み据すえる。

「なに？」

「あれには理由があるのです。恐おそらく、間ま違ちがっていません」

「……どんな」

「試ためし斬ぎりです。どのような切れ味なのか、レイさんは試したかったのですよ」

　凜はあえて、なんでもない風を装よそおって喋しやべっていた。




　　　　○




　高速道路を使わなくても、千葉県まではそれほどかからない。ただ千葉市の中心部まで行くにはやはり時間はかかる。

　リーラはディズニーランドを通つう過かすると、倉庫や材木置き場でごみごみしている地ち域いきに入った。

「目的地はどこです」

　凜が窓まどの外を眺ながめながら訊きく。

「荷物を発送した住所が、このあたりでした」

　見たところ、工場地帯に感じる。ここになにがあるのだろうか。

　リーラはアクセルを緩ゆるめた。横道を何度も曲がる。巧たくみな運転で、すいすい進んだ。

「……リーラさんは日本の道にも慣なれていますね」

「式しき森もり様の送り迎むかえを想定しておりますから。右ハンドルにも慣れてきたところです。式森様は車に乗られるのを好みませんが……」

「夕菜さんはもっと乗りたがらないでしょうね」

「あの方はわたしの手はいっさい借りたくないのです」

　車が止まった。

　古ぼけた商店の近くだ。周囲が倉庫ばかりなので、かなりの違い和わ感がある。古いというよりは単に手入れをしていないだけで、持ち主は商売っ気からかなり遠いようだ。

　凜は車から降おりた。店には看かん板ばんがない。そしてシャッターが閉しまっている。

「ここは……？」

「ここから荷物は発送されました」

　リーラがシャッターを叩たたいた。がしゃがしゃと音がしたが、反はん応のうはない。

「裏うらに回ってみましょう」

　ゴミが置きっぱなしになっている、人一人が横向きになってようやく通り抜ぬけられる隙すき間まに入った。幸い生ゴミではないので、不ふ快かいではない。

　建物の裏に出る。アルミ製せいの扉とびらが、半開きになっていた。

　リーラはまたノック。

「……反応ありませんね」

「入ろうぜ」

　ダリルがタバコを咥えつつ言う。銀ぎん髪ぱつのメイドはそれを軽く制せいす。

「神城様、中に人の気配はありますか」

　凜はゆっくり隙間から、中をのぞき込こむ。暗くてよく分からないが、空気の動きは感じられた。

「……ありますね」

「魔ま物もの等らの気配は？」

　凜の身体からだがわずかに緊きん張ちようした。

「……いえ」

「入りましょう」

　リーラが扉を開けた。

　典型的な古い家屋の土間だった。ただ作業場みたいになっているため靴くつは脱ぬがなくてもいいらしく、そこは助かった。

　リーラが先に歩く。その後ろに凜とダリル。

　奥おくに窓からの明かりだけの、薄うす暗ぐらい部屋があった。壁かべのスイッチを入れる。

　まるで整理されていない、雑ざつ然ぜんとした部屋だ。床ゆかはコンクリートのまま。窓以外の壁は棚たなだが、ごちゃごちゃしている。

　あちこちに焼き物や掛かけ軸じくが転がっていた。西洋のものらしき磁じ器きもいくつか。ここは骨こつ董とう品ひんを扱あつかっている店のようだ。

　中央に古ぼけたソファがあり、誰だれかが寝ねていた。

「失礼します」

　リーラが話しかけた。

　寝ている人物は老人で、顔の上に雑ざつ誌しを被かぶせていた。なのになぜ老人と分かったのかというと、手足の皺しわと、こんな店を構かまえるのは老人しかいないという偏へん見けんじみた知ち識しきによるもの。

　数回声をかけたところで、返事があった。

「今日は休みだ」

「そうではないかと思っていました。ですが、裏口が開いておりましたので」

「金ならない。売上げもない。息子むすこと嫁よめは荷物まとめて温おん泉せんに行ったまま帰ってこない。借金取りは明後日に来る。もしかしたら、わしの足に重りをつけて東京湾に沈しずめるかもしれん。帰ってくれ」

「私たちは借金取りではありません」

「客か」

「いいえ。少しお話を……」

「金以外の話は知らん」

　老人は寝転がったまま言うと、手だけをひらひらさせて「帰れ」と合図をしていた。

　リーラとダリルは顔を見合わせる。

　黙だまってやりとりを見ていた凜は、一歩前に出ると静かに話しかけた。

「杉すぎ山やまのお爺じいさん、お久ひさしぶりです」

　老人の身体がぴくりとする。

「本家ではお世話になりました」

　枯かれ枝えだみたいな身体が跳はね起きた。顔に乗っていた雑誌がずり落ちる。

　老人は感心半分、驚きよう愕がく半分の表ひよう情じようをしていた。

「こりゃ驚おどろいた。神城の嬢じようちゃんか。なんてこった」

「ご無ぶ沙さ汰たしておりました」

　凜は微笑ほほえむ。ダリルが声を潜ひそめて聞いてきた。

「なんだおい。知り合いか」

「九州の本家にいたときに、何度かお話を。ここに住んでいたとは知りませんでしたが」

「なにもんだ、この爺さん」

「古物商です。ただし、私たちの仕事に必要な刀とう剣けんを扱あつかっています」

　老人はソファに座すわり直すと、手を伸のばしてワンカップの酒を取った。ただし、中身は空。灰はい皿ざらの代わりにするらしい。

　凜たちを改めて観察していた。

「……神城の嬢ちゃんも出世したな。お手伝いを雇やとったのか」

「いえ、残念ながらただの知り合いです。むしろ私が手助けを求められているところで」

「ほお。どんなことだね」

「この人物に覚えはありませんか」

　リーラがレイの写真を差し出した。杉山は一いち瞥べつする。

「この女がどうした」

「私たちの仲間です。今は行方ゆくえ不ふ明めいになっています」

「顔は知らんな」

「ここから、荷物が発送されています」

　リーラは日本刀のことを、ざっと説明した。老人はタバコを吸すいながら聞いている。

「……ふん。ただのコレクターだと思っていたがなあ」

「彼女もメイドです。自前で武ぶ器きを揃そろえる必要は、まずありません」

「見ての通り、わしはただの商売人だ。売ってほしけりゃなんだって売る。その女の子は半年くらい前に来て、刀を注文していった。ないって答えたら『入にゆう荷かしたら送って欲ほしい』と言って結けつ構こうな手付けを置いていった。それだけだ」

「それからここには」

「来てないな」

「他になにか、ご存ぞんじありませんか」

「いいや」

　紫し煙えんを天てん井じように吐はき出す。安っぽい香かおりが室内を満たしていった。

　老人は噓うそを言ってるように見えない。ただ全すべてを話しているようにも感じられない。彼女たちを見くびっているというよりは、面めん倒どうくさいのだろう。客の秘ひ密みつを守るという、商売倫りん理りに厳きびしいタイプとも思えなかった。

　凜が静かに言う。

「……杉山さんからは、いい刀が手に入るとお祖じ父い様さまが言ってました」

「あたりまえだ。わしの見立てだからな」

「ただ、癖くせが強いのがいただけないとも言ってました。わけありのものが多いのが困こまったものだと」

「ふん、佐さ平へいの耄もう碌ろく爺じじいめ。ろくなことを言わん。宮く内ない庁ちようの封ふう魔ま課かにいたころからそうだ」

「レイさんに送ったものは、どんな刀だったのですか」

「…………」

　杉山は二本目のタバコに火を付ける。

「わしは商売人で──」

「どうぞ」

　リーラが杉山の目の前に紙かみ袋ぶくろを置く。年老いた瞳ひとみが動き、隙すき間まから中を覗のぞき込んだ。

「ずいぶん出すんだな」

「レイの件けんはＭＭＭにとって不ふ名めい誉よなことです。経けい費ひですからお気き遣づかいなく」

　皺しわの寄よった手が札束の感かん触しよくを確たしかめ、紙袋は足下に置かれる。凜は眉まゆ根ねを寄せた。

「倫理観に欠けています。だから商売がうまくいかなかった」

「嬢じようちゃんの家にもずっと言われていたよ。で、あの刀のことだったな。ちょっと待っててくれ」

　杉山は背はい後ごの棚たなから、古くなった大おお判ばんの本を持ってきた。アルバムよりもさらに大きい。

　中には刀とう剣けんの写真がずらりと収おさめられていた。節の目立つ指が流れ、隅すみの写真で止まる。

「お探さがしの女の子が買ったのはこれだ。五ご代だい兼かね春はるの鍛きたえた名刀。霧きり隠がくれ」

「洗せん濯たく機きみたいな名前ですね」

「元はそんな名じゃなかった。どっかの物好きがつけたんだよ。切れ味は保ほ証しよう付つき。腕うでのいいのが使えば、兜かぶとごと股また下したまで両りよう断だんするのはわけもない。五人斬きろうが十人斬ろうが刃はこぼれもなく、血ち糊のりを拭ふけばそれでおしまいって業わざ物ものだ」

「たいしたものです」

「この刀は戦国時代から、ちょくちょく文ぶん献けんに出てくる。侍さむらい大だい将しようなら手元に置いておきたいからな。大坂夏の陣じんまでは、播はり磨まかどこかの殿との様さまが所有していたらしい。だが江え戸ど時代になってからばったり出てこなくなる。理由、分かるかね」

　凜は即そく答とうした。

「私たちの側に来たのですね」

「そうだ。魔力の乗りがよかったから、嬢ちゃんの業界に渡わたった。正せい確かくな数は知らんが魔物の百くらいは斬ったろうな。そこで恐おそらく霧隠は意思を持った。魔物を斬る武ぶ器きは、魔物を斬りすぎたんだ」

「…………」

「魔物の血を浴あびて刀は変になった。血を求めるようになったんだ。魔を斬り悪を斬り、ついでに人も斬る。理由は関係ない。風ふ呂ろに入りたいのと同じだ。わしが酒を飲みたいのと同じだ。刀は血を欲ほしがった。最後には、元げん禄ろくだかいつだかに退たい魔ま師しを二、三人と持ち主まで斬り刻きざんだ。そんなやっかいものは誰も所有したくない。神社の奥おくにぶち込まれて封印された」

「どこから出てきたのです」

「蛇じやの道は蛇へび。かっぱらったやつがいたんだ。わしじゃあないぞ。そいつから買っただけだ」

「レイさんはなんで手に入れようと」

「そこまで知らんなあ。前に来たときはずいぶん日本語が上う手まかった。知ってたんじゃないのか」

「……レイはいわゆる『マニア』なんだ。ギークみてえなもんだけどな」

　ダリルが部屋の壁かべを眺ながめながら言う。正確には外への出入り口で、今はシャッターが閉しまっていた。

「日本にいたころ、教わったとか聞いたな……」

「杉山さんはそれを送った」

「手付けを貰もらっていたし、後あと払ばらいもきちんとしていた。借金返へん済さいで消えたがの。そういや送り先はイタリアだったな」

「レイさんは現げん在ざい、日本にいます」

「ふむ」

「心当たりは」

「あれきり会ってはいない。会いたいとも特に思わん。だが、そうだな」

　老人はなにかを思い出すかのように、タバコのフィルターで顎あごをとんとん叩たたく。

「あー……」

「耄もう碌ろくする年でも、お酒を欲しがる時間でもありません」

「年寄りはいたわれ。そうだ、母親が死んだと言っていたな」

「気の毒ですね」

「ただの死に方じゃない。衰すい弱じやく死しだ。麻ま薬やくの中毒患かん者じやで、ろくに飯も食えないまま死んだそうだ。これで天てん涯がい孤こ独どくだって言ってたよ」

「ご母堂が亡なくなったと」

「そうだ」

「では、父親の方は……」

　凜の質しつ問もんに答えたのは杉山ではなかった。ダリルだったが彼女も回かい答とうを知っていたわけでもない。動物の本ほん能のうよろしく叫さけんでいた。

「伏ふせろ、糞くそったれ！」

　凜とメイドが床ゆかに身を投げ出す。同時にハンマーで叩くような音が、シャッターの向こうから響ひびいた。

　銃じゆう弾だんがシャッターを貫かん通つう。室内に降ふり注いだ。壁かべ際ぎわの骨こつ董とう品ひんを、つぎつぎに破は壊かいしていく。

　凜は手を伸のばし、杉山をソファから引きずり下ろす。老人は泡あわを食っていた。

「わわわ、わしの品物が……！」

「どうせ偽にせ物ものでしょう。頭は絶ぜつ対たいに上げないでください」

　リーラが這はいずって、壁のスイッチを押おした。蛍けい光こう灯とうの明かりが消える。暗くなった。

　襲しゆう撃げき者しやはしばらく撃うち続けると、不意に止やめた。

　シャッターががたがた音を立てる。

「開けるつもりか」

　ダリルがタバコをくわえて罵ののしった。

「なめやがって。あたしの頭の上に鉛なまり弾だまぶち込こむなんざ、いい度ど胸きようしてやがるじゃねえか。ケツにジョンソン＆ジョンソンの焼き印押してやるぜ」

　乱らん暴ぼうな口調で立ち上がろうとするメイドを、リーラが制せいする。

「まだ待て」

「リーラ、あたしは気が短いんだ」

「順じゆん序じよというものがある」

　シャッターが開いた。入ってきたのはパンチパーマの面々だ。三人。それぞれ古ぼけた中国製せいのオートマチック拳けん銃じゆうを構かまえている。うち二人は小指がない。

　ダリルの言うジャパニーズマフィア。ヤクザだ。どの顔も同じように面構えが悪く、不健康だった。両目はせわしなく動いており、なにかを探っている。ゆっくり歩いてくる。

　リーラが軽く手を動かし「静かに」と合図。

「……暗いな。安やす原はら、電気をつけろ」

　兄あに貴き分ぶんらしき男の声。若い男が「へい」と言い、壁に走る。

　蛍光灯が点く。同時にリーラとダリル、凜は跳はね起きた。

「なんだっ!?」

　相手が混こん乱らんしているうちに、懐ふところに飛び込んだ。リーラは腕うでを捻ひねり上げて拳銃を落とし、ダリルは思いっきり殴なぐりつける。

　凜は刀を抜ぬき、背せで腕を叩いた。拳銃が床に転がる。遠くに蹴け飛とばした。

「人の家に銃撃するとは、任にん俠きようも地に落ちましたね」

「糞っ！」

　ヤクザは凜をひと睨にらみ。

「なにもんだ」

「高校生ですが」

「ふざけやがって」

　男は罵ると、そのまま店の外へ駆かけ出した。凜は追わない。もう一人も、慌あわてて同じように逃にげ出す。

　捨すて台詞ぜりふはない。遠くに行くことを優ゆう先せんしたようであった。

「お早いこって」

　ダリルが火の点ついていないタバコを吐はき出す。リーラは杉山を起こしつつ、

「撤てつ退たいの見み極きわめがついているのなら見事だ……多分まぐれだろうが」

「どうする。あいつら、一人置いていきやがった」

　ダリルによって殴られたヤクザがのびていた。意い識しきを失っている。

　凜はちらりと見る。当然、顔は知らない。

「杉山さん、知っていますか」
















「ん？　ああ……ここらじゃ知られたヤクザだな。たちのいい連中じゃない。嬢じようちゃんの言葉じゃないが、昔と違ちがって任俠は地に落ちたからなあ。仁じん義ぎはないよ」

「どんな連中です」

　杉山はまたソファに腰こしかけた。ただし今度は横にならない。

「こいつは村むら社こそ組ぐみの連中だ。例のマンション惨ざん殺さつ事じ件けんで殺された男も、ここの構こう成せい員いんだった」

「なるほど。襲おそってきたのは、独どく自じに調べた結果だったんでしょうね」

　リーラが言う。

「そりゃやつらだって、手下が殺されれば面子めんつに関かかわるだろうからな」

「お手数をおかけしました」

　リーラは再ふたたび紙かみ袋ぶくろを差し出した。さきほどのと同じ大きさだ。

「迷めい惑わく料りようです。借金は返せますか」

「壊こわれたシャッターと、ここで寝ねているやつの始末が大変だ」

「縛しばってどこかに寝かせておいてください。あとで人をやります」

　銀ぎん髪ぱつメイドはダリルと凜にうなずいた。聞くべきことは聞いたと言った風ふ情ぜいだ。

　杉山に礼を言って、店から出る。

「そうだ、神城の嬢ちゃん」

　凜は振ふり返った。

　杉山はゆっくり味わうように、紫し煙えんを吸すい込んでいた。

「あんた、気をつけた方がいいかもしれんな」

「何な故ぜです」

「嬢ちゃんはちょっと大変なことになる」

「…………？」

　老人はもったいをつけた。

「レイとやらが持ってる霧隠。ありゃあ嬢ちゃんの刀と対ついのもんだ。いわば兄弟なんだよ」




　　　　○




　車はそのままにされていた。さっきのヤクザたちは、ただの放置車両だと思って気づかなかったらしい。

　今度もリーラが運転席に乗ってエンジンをかける。滑すべるように動き出した。

　凜はまた後部座ざ席せき。愛刀を握にぎりしめていた。

「……どこへ行くのです」

「村社組とやらのアジトです。連中もレイを追っていますので」

「場所が分かるんですか」

「今、警けい察さつ庁ちようと千葉県警に手を回して調べさせています。いささか接せつ待たいが必要になりますが仕方ありません」

「接待って、なにを」

「日本の上じよう層そう部ぶの人たちには、メイドの給きゆう仕じは非ひ常じように心ここ地ちよいのだそうです」

　今度は北へ向かって走っていく。凜には土と地ち勘かんがないので、どこが目的地なのか分からない。

　会話はそれだけで、あとはずっと無言になった。

　そろそろ暗くなる時間帯だ。ライトを点灯して走っている車も多い。

「……カミシロ」

　ダリルがぽつりと言う。ずっとタバコをくわえているが、火は点けていなかった。

「そのサムライブレード、あのジジイがなんか言ってたな」

「霧隠と対だそうです」

「ツイってなんだ？」

「この場合は、同一人物の手によって同時期に鍛きたえられたことです。我われ々われの武ぶ器きは職しよく人にんによって作られます。普ふ通つうは対とは言わないものですが……」

　凜は刀を膝ひざに置いた。

「確たしかに私のも五代兼春によって作られています」

「おめえの刀にもネームあんのか」

「叢むら雲くも、とお祖じ父い様さまは呼よんでいました」

「ほ……」

　叢雲とは、むらがり集まった雲のことを指す。霧と同じく、やはり天気のこと。

「いわくがあんのか。レイのやつのはグリム童話みてえな長い話があったな」

「聞いてはいません。私はお祖父様からもらっただけですから。ですが……確たしかにこの刀は魔力の乗りがいいのです。退魔には好都合。なんらかの力はあるのでしょう」

「……悪霊エビルスピリツトがいんのか」

「さあ。刀に振ふり回されたことはありません。ただお祖父様は、私以外には使いこなすのが難むずかしいと言ってました」

「へーえ」

　ダリルは素そっ気ない返事をした。癖くせなのかわざとなのかは不明。

「そういばお祖父様は、叢雲は陰いん陽ようでいえば陽に当たると言っていました。その時は気にも留とめなかったのですが」

「インヨウ。なんだそりゃ。引用インストラクトか」

「中国の易えき学がくから来ている言葉です。相反する二つの物ぶつ質しつのこと。簡かん単たんに言って、陽が光なら陰は影かげです」

「じゃあカミシロのサムライブレードが光か」

「お祖父様の言うことが真実なら」

「へっ……」

　彼女は窓まどを開ける。湿しめった空気が吹ふき込んできた。

「影ねえ……。カミシロ、そいつは正義ジヤステイスと悪イーブルだと思うか」

「そう簡単に決まればよいのですが、あまり意味はないでしょう。使う人間の心がけ次し第だいです」

「だよな……」

　呟つぶやくダリル。

「心がけか……刀の仕し業わざか、あいつ自身のことか……」

　リーラが運転しながら言う。

「ダリル。関係ない、と言っていたのはお前だぞ」

「分かってら」

　ダリルは拳こぶしを作り、とん、と窓まど枠わくを叩たたく。

「父親は関係ねえよ。あたしだってあいつを信じている」

　怪け訝げんになる凜。リーラが一ひと呼こ吸きゆう置いて説明をする。

「神城さまも質しつ問もんされましたが、レイの父親のことです。イタリアの……カモッラだったそうで」

　凜には聞き慣なれない単語だったが、存そん在ざいは知っていた。カモッラとはナポリを中心とした暴ぼう力りよく組そ織しきのことを指す。一いつ般ぱんにはマフィアと同どう一いつ視しされる存在だ。何百年も前から非ひ合ごう法ほう行こう為いに手を染そめ、同地に巣くっていた。

「レイの父親は、カモッラの幹かん部ぶの一人だったようです。どうして日本人女じよ性せいとの間に子をなしたかは分かりません。恐おそらく、レイ自身も知らないでしょう」

「レイさんは、父親のことを……」

「知っていた」

　ダリルは窓の外に目をやりながら、

「自分からは話さなかった。あたりまえだ。一応、ＭＭＭはメイドの過か去こに調ちよう査さを入れる。過か激げき派はにでも潜せん入にゆうされたら困こまるからな。それでもレイがメイドになるのに問題はなかった」

「本人が犯はん罪ざい者しやでない限かぎり」

　とリーラ。

「だが、馬ば鹿かな係官が中隊の一人にそのことを喋しやべっちまった。あとは大だい統とう領りよう候こう補ほの論ろん争そうより早く広まる。あっという間に全員が、レイの父親のことを承しよう知ちしていた」

「酷ひどい話です」

　凜が呟く。

「ああ。中隊長はメイド間のあらゆる差別や贔ひい屓きを禁きん止ししている。だから表だってどうこう言うやつはいねえ。だがそこでメイドが殺された」

「…………」

「噂うわさはまた、沈しずんだはずのクルスクみてえに浮ふ上じようした。あいつはカモッラの血を引いてるから殺したって噂だ。はっ、そんなはずはねえ。血で決まってたまるか。そうだろ。人間はそいつの価か値ちで決まる。値ね札ふだはそいつ自身の値だ。親は関係ねえよ」

　喋り続けるダリルは、いつの間にか早口になっている。窓枠に置かれた手も白くなっており、ルームミラーに映うつる顔は紅こう潮ちようしていた。

「親や血で人が死んだら、世の中は犯罪者だらけだ。モーゼの戒かい律りつを破やぶらないやつがいるのか。教会の説教に反しねえやつがいるのか。あいつは自分の親おや父じが誰だれだって、精せい一いつ杯ぱいメイドとしてご主人様に尽つくしてきた。あたしみてえなクズとは出来が違ちがうんだ」

「声を小さくしろ、ダリル」

　リーラが静かに告げる。

「神城様はレイの父親が誰でも、きちんと仕事はなさる方だ。それに、お前の親が誰だろうと」

「…………」

「家族のことなら、わたしだって人のことは言えない」

「……ああ、すまない」

　ダリルは大きく息をつく。背せもたれに深く寄よりかかり、窓を閉しめた。

「……噂ってのは、こうなっちまうと中々消えない。ヴァレーリア大尉ハウスキーパーがレイの捜そう索さくをはじめたとき、あたしは真っ先に志し願がんした。あいつが人を殺したのは事実だ。だったら、あたしが捕つかまえるまでだ。捕まえて、中隊の前に連れ出す。それから……」

　彼女はぼろぼろになったタバコを、灰はい皿ざらに捨すてた。

「それから……分かんねえや……」
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　橋を一度だけ渡わたり、リーラは車をそのまま北上させていた。途と中ちゆう何回か、ダリルに携けい帯たい電話で連れん絡らくを取らせていた。

「ジャパニーズマフィアの居い場ば所しよは、だいたい分かったぜ。しかしこいつら、ずいぶんとファミリーが細かいんだな」

「アメリカよりも土地に根ざしているらしい。そのためだろう」

　リーラはカーナビに頼たよらず、地図だけで目的地に向かう。一度も来たことがないはずなのに、運転に迷まよいがなかった。

「そろそろのはずですが……」

　信号をいくつか通つう過か。

「ん……？」

　助手席のダリルが目を細める。

　前方に赤いライトがいくつも乱らん舞ぶしていた。パトカーが沢たく山さん止まっていた。

「あちゃー……」

「遅おそかったか」

　リーラがハンドルを軽く叩たたいた。

　現げん場ばとは離はなれた場所に停車。リーラとダリルは降おりようとしたが、凜が止める。

「お二人はここに。あれがレイさんによるものだったら、その格かつ好こうはまずいでしょう。仲間のメイドだと疑うたがわれます」

「なんだ。日本じゃメイドの偏へん見けんがあんのかよ」

「まだまだ一部のものです」

　ダリルにそう答え、凜は刀を後部座ざ席せきに置くと身一つで車外へ出た。

　警けい官かんが交通整理をしている。雑ざつ居きよビルの一つが封ふう鎖さされ、地味な服を着た男達が何人も出入りしていた。

　立ち入り禁きん止しの黄色いテープのところまで行く。中には入らない。

「すみません」

　いかにも噂好きそうな主婦に声をかけた。買い物帰りらしく、袋ふくろから野菜がのぞいている。

「なにがあったのですか？」

「それがね、人が死んだんだって」

　思った通り、中年の主しゆ婦ふは話してくれた。

「ここにヤクザの事じ務む所しよがあるんだけど、中のヤクザたちがみんな死んだらしいのよ。武ぶ器きは持ったまま。出入りかって噂してたんだけど、どうも違ちがうみたい」

「犯はん人にんは分かったのですか？」

「全然。警察もまだ捜そう査さ中だそうよ。ああ、そうそう。事務所に入る女じよ性せいを見たって人もいたらしいけど……」

「若わかい人ですか」

「ええ。綺き麗れいな人だって。なんでも黒っぽいスカート姿すがたで、頭になにかはめていて、なんていうのかしら」

「メイド、ですか」

「そうそ。お手伝いさんの格好をしていたんですって。でもお手伝いさんが人を殺すってのも、ドラマじゃあるまいしねえ」

　凜は主婦に礼を言って、現場から離れた。

　リーラたちが待つ車に戻もどる。後部座席に座って、ちょっと一息。それから二人に聞いたことを話した。

「やっぱりか」

　ダリルに落らく胆たんは見られない。予想のうちなのだろう。

「レイがどこに行ったのかは分かんねえよなあ」

「部下に警察を見張らせている。情じよう報ほうは入ってくるはずだ」

　リーラはそう言い、エンジンをかけた。排はい気き音おんが低く響ひびく。

「おいおい。無線を盗とう聴ちようしてんのか。あれ、デジタルだろ」

「やりようはある」

　車がスタート。今度は東京方面にハンドルを切った。

　大通りに出る。すでに暗くなっていた。道路脇わきにはネオンが輝かがやき、街灯で照らされている。帰き宅たくする人。あるいは遊ぶ人たちで歩道は埋うめ尽つくされた。人々の営いとなみは変わらず続き、これまでの殺人などなかったかのようだ。

「いつもなら、そろそろ夕飯の支し度たくだな」

　ダリルが漏もらす。リーラが苦く笑しようして、

「時差があるぞ」

「そりゃそうだけどよ。リーラんとこの中隊は放っておいていいのか」

「ネリーがやってくれる。中隊長不ふ在ざいでもきちんと動くところは、誇ほこらしいがさびしいものだ」

「優ゆう秀しゆうな部下でいいね。あたしんとこは、どうも料理下手が多い。あいつらの作るものは、食い物じゃねえ。化学製せい品ひんだ」

「それは再さい教きよう育いくの必要がある。うちに預あずけてくれれば、鍛きたえ直すぞ」

「ご主人様はそれでもお気に入りなんだと。イタリアなのにメシがまずいってのは、スパムの缶かん詰づめ開けたらトイレットペーパーが詰まっていたみてえなもんだ」

「譬たとえの意味が不ふ明めい瞭りようだ」

「学がないもんで……レイは上手だったよ。さすが日本人だ」

　凜が後ろから口を挟はさんだ。

「日本国こく籍せきだったのですか」

「ああ、そうだよ。ＭＭＭにゃ日本人も結けつ構こういるぜ。第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーで、中隊長になった人もいたな」

　ダリルは横目でリーラを見る。銀ぎん髪ぱつのメイドはゆっくりうなずいた。

「ミア大尉ハウスキーパー。尊そん敬けいするメイドの一人だ」

「リーラがＭＭＭは出自は問わねえって言ったろ。レイは間違いなく優ゆう秀しゆうだった。あいつにかかったら、掃そう除じも洗せん濯たくも、射しや撃げきだってケーブルテレビでシンプソンズを観みるより簡かん単たんだって思っちまう。あたしには眩まぶしく感じられたね。リーラ、昔のあんたみたいだったぜ」

「わたしはたいした成せい績せきではなかった」

「謙けん遜そんはおめえさんの悪い癖くせだ。とにかくレイは中隊でも抜ばつ群ぐんの出来で、ヴァレーリア大尉も期待していた。あいつこそが中隊を支ささえる逸いつ材ざいだってな。昇しよう進しんも近かっただろう」

「……ダリル。レイの昇進のことは、ヴァレーリアから相談を受けた」

　リーラは前方から目を離はなさず喋しやべっていた。

「レイを昇進させ、重要なポストに就つけていいかどうか」

「賛さん成せいしたんだろ」

「いや、慎しん重ちように考えるようにと伝えた」

「はあ!?」

　アメリカ人のメイドが、驚おどろいて運転席を向く。

「なに考えてんだ。あんなに出来のいいやつぁ、ウェストポイントにだっていねえぞ!?」

「レイに友人はいたか？」

「そりゃあ、あたしだよ」

「他にだ」

　ダリルが沈ちん黙もくする。凜も、噂うわさなどのやりとりから、レイの交友関係について察しがついていた。

「他者とコミュニケートできるか。人に信しん頼らいされ、誤ご解かいがあったら解とくことができるか。精せい神しんが安定しており、自じ制せい心しんを保たもてるか……いずれもメイドの将しよう校こうに必要なことだ。それができなければ、部下を危き険けんにさらす。単に成績がいいだけでは駄だ目めだ」

「…………」

「誤解するなよ。彼女がメイドとして不出来だったと言うつもりはない。レイにそれらの資そ質しつがもう少しあれば、わたしも賛成した。単に早かっただけだ」

「でもその間に、あいつはサムライブレードを手に入れちまった。昇進して他の中隊か家か政せい学校に教官として行っていれば、こんなことにはならなかった」

「意思の問題だ。闇やみに飲み込こまれないようにするには、強い意志が必要になる。我われ々われはなんのためにメイドとしてご主人様に仕え、メイドとして死ぬのだ？　不満があるからといってストライキをするのか？　律りつすることができれば、大たい抵ていのことは解決する」

「……レイにはその意思がなかったっていうのか」

「まったくなしではＭＭＭのメイドにはなれん。彼女自身が、意思を放ほう棄きしたんだろう」

　ダリルは「どうして」とは聞かなかった。ここにいる誰もが原げん因いんを知っていた。

　口を開いたのは凜だった。

「母親を死に追いやったものへの、復ふく讐しゆうですか」

「恐おそらく」

　リーラは簡かん潔けつに答えた。

　ピピピピ。リーラの胸むな元もとから音がする。彼女は車を路ろ肩かたに寄よせて止めた。携けい帯たい電話を取り出す。

「わたしだ……そうか……。引き続き情じよう報ほう収しゆう集しゆう。あとネリーの小隊を。日にち常じよう業ぎよう務むはエルゼに引き継つげ」

　通話を終えると、リーラは車をスタートさせた。アクセルを吹ふかし、いきなりＵターンさせる。タイヤがきしみを上げ、反対車線の車がクラクションを鳴らした。

「どうしたのです!?」

「部下から連れん絡らくです。これから行くはずだった、村むら社こそ組ぐみの事じ務む所しよが襲しゆう撃げきされました」

「レイさんですか」

「今から向かっても無駄です。方法を変えます」

　彼女はスピードを上げる。明らかに法定速度を大おお幅はばにオーバーしていた。警けい察さつに見つかったら一発でアウトだ。

「どこに!?」

「……村社組の組長というのは、日本刀の収集家だそうです」

　いきなり話題が変わったような気がして、凜は虚きよをつかれた。

「部下が報告してきました。レイが持っている刀、あれは元々組長のコレクションだったそうです。あと秘ひ密みつ裏りに処しよ理りされていますが、イタリアンマフィアとの提てい携けいを模も索さくしていたそうです」

「え……？」

「提携は失敗し、一人のイタリア人が殺されました。ナポリの人間で、カモッラらしいと」

「もしかして、そのイタリア人は……」

「詳くわしくは不明です。組長宅たくに行きます」

　リーラは赤信号すら無む視しして突つっ走った。




　　　　○




　深夜。繁はん華か街がいから離はなれているのであたりは静かだった。大きな屋や敷しきの周辺には草木が生えており、これなら騒さわいでもそれほど苦情は来ないだろうと思われた。

　この地区は比ひ較かく的裕ゆう福ふくな人が住んでいる。中でも村社組組長の家は大きく、非ひ合ごう法ほうビジネスの収しゆう益えきが高いことを印象づけた。

　まだ屋敷の中は静かなままだ。人の気配はあるから、レイは来ていないのだろう。ぎりぎり、こっちが早かったわけだ。

　リーラは大きな門の前で止める。

　通用口が開き、さっそく若い組員が出てきた。監かん視しカメラで見み張はっているのだろう。

「どちらさんで？」

　メイドが二人と胴どう着ぎの女子高生が一人、車を降おりた。組員は目を丸くしている。

「中に入ってもよろしいですか？」

　とリーラ。

「緊きん急きゆう事じ態たいです。人一人と、あなた方の命がかかっています」

「なんだ……？」

「通してください」

　きょとんしていた組員だったが、見る見るうちに顔がふくれあがった。

「おいふざけんな！　てめえらなんざ中に入れられるか。こっちは戦争してんだぞ。バラされたくなけりゃあ、さっさと帰りやがれ！」

「そうもいかねえんだよ」

　ダリルがタバコに火を点つけながら、

「あたしたちも切羽詰つまっていてね。屋敷の中をＳＭＣの倉庫（聖せいバレンタインの虐ぎやく殺さつが起こった場所）にしたくなけりゃあ、そこをどきな」

　狂きよう犬けんのような目つきで睨にらみ、煙けむりを吐はきつけた。

「この……てめえ！」

　組員は咳せき込みながら後ろのポケットに手を伸のばす。ダリルも目を細めて拳けん銃じゆうを抜ぬこうとした。

「やめろ」

　リーラが割わって入った。

「こんな場所で騒ぎを起こすな。血を流させないために来たのに、血を流すつもりか」

　ダリルは手の動きを止めた。代りに低く唸うなる。

「こんなとこでぼさっとしてるわけにゃいかねえんだよ」

「自分を抑おさえろ」

　リーラは組員に一礼した。

「失礼いたしました。事じ情じようがあって、彼女は激げつ昂こうしやすくなっているものですから」

「……へっ」

「改めてお願いです。通していただけませんか」

「馬ば鹿か言ってんじゃねえよ」

　組員はやはり短刀を抜いた。

「クソアマが。なめてんじゃねえぞ。中に入りたきゃ入れてやるよ。切り刻きざんでからな！」

「困こまりました。私には実験標本になる趣しゆ味みはありませんので」

「うるせえ！」

　説得が無む駄だなのは誰だれの目にも明らかだ。不自然に目が血走っていて、呼こ吸きゆうが浅いところを見ると麻ま薬やくをやっているのかもしれない。

「時間がありません。話し合いで通させてもらいます」

「話し合いなんざ……」

　組員が喋しやべり終わる前に、リーラが片かた手てを上げた。

　突とつ如じよ、あちこちから大型車両がやってきた。門の前の道路に止まると扉とびらが開き、中から黒のワンピース姿すがたの女じよ性せいたちが次々に降おりてくる。

　彼女たち一人残らずカチューシャと白いエプロンを身につけ、銃器で武ぶ装そうしていた。ずらりと並ならび、銃口が一いつ斉せいに、組員に向けられる。

「さて、話し合いをしましょうか」

　武装メイドたちを背はい後ごに従したがえ、リーラはゆっくり微笑ほほえんだ。




　屋敷の奥おくの部屋は畳たたみ敷じきで、まるでミステリー映えい画がに出てくる旧きゆう家かそのものだった。広こう域いき暴ぼう力りよく団だんの組長となると、これくらいの威い厳げんが必要なのだろうか。

　部屋の中央にはリーラ、ダリル、そして凜。他には誰もいなかった。

「組長以下、ヤクザの皆みなさんには地下室に隠かくれていただきました。レイに襲しゆう撃げきされる危き険けん性せいは認にん識しきされていた模も様ようです。従ってもらいました」

　リーラが言う。実じつ際さいはスムーズに進んだのではなく、メイドたちが銃を突つきつけて無む理り矢や理り押おし込んだのである。

　凜が訊きく。

「そのままにしていていいのですか」

「やはりヤクザといえど、人死にが出るのは好ましくありません。もっとも大量の麻薬を隠し持っていましたから、警けい察さつが関心を持つでしょう。地下室を出ても留りゆう置ち所じよです」
















　彼女は襖ふすまをちらっと見る。

「部下が屋や敷しきの周囲、中を固めています。見落としはしません。レイが来ればすぐに連れん絡らくされます」

「万ばん全ぜんですか」

「ええ」

　その言葉に噓うそはないだろう。リーラの部下は掛かけ値ねなしに優ゆう秀しゆうであり、勇ゆう敢かんだ。相手が元メイドでどれだけの腕うで前まえを持とうと、身を挺ていしてでも止める。

　恐らくレイは、屋敷に入る前に補足される。どれだけの戦闘になるか不明だが、いずれ斃れる。その他の結末は、まずありえない。

　ここで命運は尽きるだろう。

　不意に、ダリルが口を開く。

「なあ……レイが来たら、ここに通してくれないか」

　リーラが渋しぶい顔をした。

「なにを言う」

「あたしはあいつと話がしたい。どうしてこんなことをしたのか、訊いてみたいんだ。これだけ人を殺してまであいつがやりたかったのはなんなのか……頼たのむ」

　ダリルが頭を下げる。それは彼女のプライドから言っても、やったことのない行こう為いだったろう。

　リーラが軽く息を吐ついて、部下を呼よんだ。

「ネリー」

「はい」

　ショートカットで小こ柄がらなメイドがやってくる。

「外部監かん視しの手を緩ゆるめろ。内部は現げん状じようのままだが、不ふ審しん者しやを発見しても報ほう告こくに留とどめて交戦するな。いいか、絶ぜつ対たいに手出しをするなよ」

「了りよう解かいしました」

　ネリーは敬けい礼れいすると、部屋から飛びだしていく。ダリルが明るい顔を見せた。

「すまねえ」

「……わたしは外で指し揮きを執とる」

　リーラは廊ろう下かへと出た。

「なにかあったら、神城様に守ってもらえ」




　時間はさらに過すぎ、深夜となった。

　室内にはダリルと凜の二人のみ。

　柱にかけられた時計の音だけが、ずっと響ひびいている。

「なあ……」

　アメリカメイドが、ぽつりと言う。

「レイは本当に、来ると思うか」

「え……」

「ずっと思ってんだが、あいつがこのままどこかに逃にげてくれれば、捕つかまえなくてすむ。そうすりゃあいつだって刑けい務む所しよに入れられることはない。なんか……そんなことを考えちまうんだ」

　ダリルは懐ふところに手をやってタバコの箱を取り出す。そこで思い直して、元に戻もどした。

「あたしはクズだ。メイドとしても人間としても。いい年して粋いきがっている女は馬ば鹿かだ。あたしが一番よく知っている。そんなあたしでも、あいつだけはきちんと接せつしてくれた。中隊のみんなも、露ろ骨こつに疎そ外がいなんてしなかったが……なんていうか、レイだけはあたしの奥深いところまで『分かって』くれたんだ。あたしも境きよう遇ぐうが似にてんだよ」

　苦く笑しようしている。自分の言っていることに照れたのか。

　すぐ元の表ひよう情じようになった。

「だけどあいつに会いたい。今すぐに。それも本心だ」

「……彼女は来ます」

　凜は前方を見たまま言った。

「そいつはサムライガールの勘かんか」

「ええ」

　彼女は自分の愛刀に目をやった。

「まあ、そうです」

「そっか」

　ダリルはごろっと横になった。

「外れても当たってもいいな。楽な博ばく打ちだ」

　凜は笑おうとした。が、はっとして耳を澄すませる。

「気配が……」

「来たのか!?」

「分かりませんが……」

「警報が鳴らねえ。リーラが外で張っているはずだ」

「待って……」

　凜の制せい止しは轟ごう音おんでかき消された。

　天てん井じようが抜ぬけた。瓦が礫れきと共に人ひと影かげが降ふってくる。

　警けい報ほうの出ない訳わけが分かった。その人物はなんらかの手しゆ段だんで屋根に降おり立ち、全すべての構こう造ぞう物ぶつを打ち抜いて、ここまで来たのだ。

　二人はかろうじて部屋の隅すみに避ひ難なんできた。

　中央には、うつむき加か減げんの女じよ性せいが立っていた。

　彼女は確たしかに写真の通りだった。父親譲ゆずりと思われる彫ほりの深い顔立ち。母親譲りの黒い髪かみ。そしてメイド服。

　だが右手には、長大な日本刀が握にぎられていた。凜の持つ愛刀とまったく同じ形。戦国時代から多くの血を吸すった刀、霧隠。

　そして彼女の瞳ひとみは、まったく光を失っていた。意思が感じられない。まるで抜け殻がらだった。

「レイ……」

　ダリルが言う。眼前のメイドは返事をしない。

「レイ、あたしだ」

　霧隠の切っ先が、ぴくりとした。

「危あぶない！」

　凜は叫さけび、力を込こめてダリルを引っ張ぱった。今までいた空間に、銀色の筋すじが走る。

「無駄です。通じません」

　凜は言った。

「霧隠が身体からだを動かしています。今まで何人もああいう人を見てきました。言葉は通じません」

　だがダリルは、凜を振ふり払はらった。

「レイ、やめるんだ！　頼たのむ、言うことを聞いてくれ」

　沈ちん痛つうな叫びに、はじめてメイドが反応。

「やめる……？」

「そうだレイ。もういいだろう、イタリアに帰ろう」

「イタリア……？」

「中隊長が心配しているんだ。あたしだってそうだ。一いつ緒しよに……」

　最後まで言葉を発することができなかった。レイがまた刀を振るったのだ。

　ダリルはかろうじてかわしたものの、右みぎ肩かたに傷きずを負った。

「くっ……レイ、目を覚ませ！」

　風切り音。日本刀がダリルをかすめる。彼女の台詞せりふは、全く耳に入っていない。

　ダリルは丸まる腰ごしでレイは武ぶ装そうをしている。そしてなにより殺意があった。友人を追いつめ、害しようとしている。

「レイ……うっ!?」

　アメリカメイドが足をつまづかせた。その場に転てん倒とう。レイは一歩踏ふみ出して大きく振りかぶる。

　金きん属ぞく音おんが響ひびいた。

　霧隠はダリルまで届とどいていない。途と中ちゆうで止まっていた。横から突つき出された、叢雲によって。

「あなたの相手は私です」

　凜が告げた。ダリルに足をかけ、転ばせたのは彼女だった。

　力を込め、霧隠を払う。

　レイはバランスを崩くずした。だが倒たおれない。凜を敵てきと認にん識しきし、攻こう撃げきの矛ほこ先さきを変える。

　斬きり合いになった。銀色の刃やいばと刃が空中で交こう錯さくし、火花と魔ま力りよくが散る。

（これは……強い）

　凜は心の中で舌したを巻まいた。元々素そ養ようがあったのだろうが、霧隠の力によって、さらにアップしている。メイドというよりまるで剣けん士しだ。

（手を抜けば……やられる）

　凜の腕うでに力がこもった。

　足を踏み出して間合いを詰つめ、肩口を狙ねらう。レイは察知して上半身を捻ひねり、半円形に刃を振るう。凜は切っ先を弾はじいてさらに踏み込んだ。

　眼がん前ぜんのメイドは引かない。むしろ力によって押おさえ込もうとしている。敵を倒し、血を浴びることが霧隠の狙いであり、目的なのだ。

　二人の目の前で、日本刀が交錯した。

　互たがいに睨にらみ合う。凜の方が身長が低いので、見上げる形になった。

　レイは無む表ひよう情じように近い。まるで機械だ。

　ぐいぐい押してくる。凜も負けじと突っ張る。

　ますます顔が接せつ近きんした。吐息がかかりそうだ。両腕の筋肉が震える。

　剣豪少女は奥歯を嚙みしめた。

「……レイさん」

　凜は睨みながら言う。ただし、小声で。

「聞こえているのでしょう。こっちです。私をきちんと見てください」

　返答はない。

「黙だまっていても、私には分かっています。あなたには意思があるはずだ。無機物のふりはもうやめてください」

　レイの瞳に色が浮うかぶ。ほんの少しだがにやりとしていた。

「……どうして分かったのですか」

　それは紛まぎれもなく、彼女自身の声だった。

　凜は足を踏ん張る。

「このような事じ件けんは、何度か請うけ負っています。本当に意い志しの弱い人間なら乗り移うつられますが、あなたはそうではないと思っていた。仮かりにもＭＭＭのメイドでしょう。なら意思が上回るはずだ。リーラさんの話を聞いていて、そう思いました」

「あの大たい尉い殿どのなら、何回かお目にかかりました」

「何な故ぜこのようなことを」

「取り引きをしたのです。この刀と。私は復ふく讐しゆうを欲ほつし、霧隠は血を欲した。思おも惑わくが一いつ致ちして、村社の連中を皆みな殺ごろしにすることにした」

「父親と母親の復讐がなされればいいでしょう」

「ははっ、そんなことはどうでもいいのですよ」

　ぱっと離はなれる。それから助走をつけて、また斬りかかってきた。

　凜は全身で受け止める。

「霧隠を抜ぬいたとき、私は悟さとったんです。これで復讐ができる。でもそんなことは小さいことだ。もっと大おお勢ぜいの、もっと沢たく山さんの血が欲しい。復讐はそのための手しゆ段だんにすぎない。だから私は試ためし斬りをした」

「ではヤクザを全ぜん滅めつさせても、まだ人を殺すと」

「当然です。なんなら、メイドから殺して見せましょう」

　レイの目に生気が戻もどっている。だがそれは、人間のものではなく、獣けものでもない。もっと禍まが々まがしい別の存そん在ざいだった。

　霧隠が鈍にぶく光った。

「サムライのお嬢じようさん、まずはあなたから、この刀の血肉になってもらいます」

「……まだ訊ききたいことがあります」

　凜はレイを見み据すえていた。

「ダリルさんは、あなたのことを心配して、日本まで来たのです。なのに殺しを続けるんですか」

「ダリル？　ふん」

　レイは鼻で笑った。

「どうとでも。私はあの娘こが嫌きらいだった。友達面をしてただけで、本当に仲が良い時なんてない。あの娘は知らないだろうけど」

「……そうですか」

　凜が身体を横に反らす。レイはたたらを踏ふみそうになるが踏ん張ばり、刃を剣けん豪ごう少女の腹はらに向けようとする。凜は切っ先を畳たたみに突つき立てて防ふせぐ。

　身体同士がさらに接近した。凜は畳を蹴ける。

「甘あまいです」

　レイはジャンプを予よ測そくしていた。霧隠を突き上げ、串くし刺ざしにしようとした。

　だが凜は、そこにはいない。

「こっちです」

　剣豪少女はレイの足下にいた。跳とぶふりだけして身体をさらにかがめ、懐ふところに飛び込んだのだ。

　日本刀がきらめく。霧隠の鍔つばに、刃やいばが当たっていた。不意をつかれ、レイはぎょっとする。

「なっ……」

「いいことを教えましょう」

　凜は囁ささやいた。

「今ここで見て、確かく信しんしました。私はあなたの刀を知っている。霧隠という名こそ初耳でしたが、神社に奉納する前はうちにあったのです」

「なにを……」

「死んだ兄は厳きびしい人で、私の叢雲がその刀に負けることを許ゆるしませんでした。私は霧隠に勝つことによって、本家で認みとめられたのです」

　叢雲が青白く光る。霧隠の根本に徐じよ々じよに食い込んでいった。どろどろとしたものが、そこから抜けていく。

　霧隠の鍔のあたりに、裂け目が走る。蒸気が抜けるように刀は力を失っていった。

　レイの顔が動揺で彩れる。

「そんな……！」

「終わりです」

　凜が手を返す。

　軽かろやかな音がして、霧隠が折れた。

　レイは意い識しきを失い、その場で崩くずれ落ちた。

「レイ……レイ！」

　ダリルが駆かけ寄よる。

「安心してください。生きています」

　凜は刀を鞘さやに収おさめる。ダリルは胸むねをなで下ろしていた。

「意識をいつ取り戻もどすか分かりません。専せん門もん家かに診みてもらったほうがいいでしょう」

　ダリルはしばらく、返事をしなかった。

「……なあ、サムライガール」

「はい？」

「レイのやつ、なにを喋しやべっていたんだ？」

　凜は首を振ふった。

「些さ細さいなことです」




　後始末はリーラがつけた。メイドの力は警けい察さつ庁ちよう、千葉県警、法ほう務む省しようにまで及およんでおり、何事もなかったかのようになった。屋や敷しき内で人死にが出なかったことも大きかった。

　レイは第五装甲パンツアー猟兵イエーガー侍女メートヒエン中隊カンパニーによって運ばれていく。ダリルがずっと付き添そっていた。

　凜はその様子をずっと眺ながめていた。

「ありがとうございました」

　リーラが頭を下げた。

「助かりました。ヴァレーリアも喜びます」

「長くかかりましたね」

「レイは裁さい判ばんを受けることになるでしょう。もっともあの状じよう態たいでは、いつになるか分かりませんが」

「やはりそうなりますか」

「人を殺したのは事実です。ヤクザとはいえ日本でも死んでいますから。司法の手に委ゆだねなくてはなりません」

「ダリルさんは……」

「ずっとレイの元にいるでしょうね」

　その台詞せりふを聞き、凜はしばらくためらったが、思い切って言った。

「リーラさん。レイさんは……」

「おっしゃらなくて結けつ構こうです。だいたいのことは分かります。ダリルも薄うす々うす知っているでしょう。それでも友ゆう情じようを見せるはずです。そういう女ですから」

　彼女はメイド特有の、慈じ愛あいに満ちた表情をしていた。

　東の空が明るくなりつつある。もう朝だ。

「神城様、レイを助けてくれて感かん謝しやしております。私たちではきっと、撃うたざるを得ませんでした」

「人を傷きずつけずに魔まを倒たおして欲ほしいという依い頼らいは、よくあるんです」

「あそこまでうまくいくとは思いませんでした。ここまでとは……」

「なにを言うんです」

　凜は本当に少しだけ、微笑みを見せた。

「そのために私を、呼よんだのでしょう」







　　あとがき







　築つき地じです。まぶらほの特とく別べつ編へんというか書き下ろし中ちゆう編へん集しゆうをお届とどけします。その名も「凜りんの巻まき」。剣けん豪ごう少女が主しゆ役やくです。




　神かみ城しろ凜は終しゆう始し一いつ貫かんして人気キャラのトップを保たもっておりまして、メインヒロインのはずの夕ゆう菜なを引き離はなしています。「背せが低ひくくて気が強つよくて刀かたなを持っている」キャラクターは、他ほかにそれほどいなかった……こともないとは思うんですが、それだけ心にヒットしたのでしょう。

　凜の武ぶ器きはご存ぞんじの通とおり日本刀とうで、この本ではじめて名めい称しようが出てきます。設せつ定ていとしては結けつ構こう前からあったのですが、なんとなく出しそびれていました。一いち時じ期き凜に刀以外の武器を持たせるかと考かんがえたことがありまして、「岩」ってのを思いついたことがあります。不ふ埒らちな男がいたら、脳のう天てんに岩を振ふり下ろす。相手は噴ふん水すいみたいに血がぴゅー。ネタとしては楽しいんですが即そく座ざに没ぼつです。もちろん「凜は背が低いから男の頭に振り下ろせない」から没にしたわけではありません。

「凜」という名は、辞じ書しよ的な意味である「きりりとひきしまるさま」から取られています。連れん載さい開かい始し当とう時じはそれほど使われていなかったはずなのですが、どうも業ぎよう界かいのあちこちで同時多た発はつ的に思いついたらしく、しばらくしてからかなり目にするようになりました。そのためウェブサイトなどで「凜が……」という文ぶん章しようを見るたびに「どちらの凜さん？」と悩なやんでいました。実じつはいまだに混こん乱らんしています。恐おそらく連れん載さいが終しゆう了りようするまで、悩み続つづけるはずです。終了してもかな。

　ではこれで。





二〇〇七年十二月十日　築地　俊とし彦ひこ　　
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